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Ⅰ はじめに 
 

１ 策定の趣旨 

  農林水産業は長年にわたり本県の基盤となってきた産業であるが、食料供給力の低下

や産出額の減少傾向が続いていることを受けて、平成21年11月に、「農林水産業元気再

生戦略」を策定し、平成24年度までに、生産はもとより、加工、流通・販売まで川上か

ら川下にいたる各分野の「農林水産業を起点とする産出額を3,000億円に拡大」するこ

とを共通目標に掲げ、農林水産物の販売力の強化と生産力の向上に視点を置き、重点的

かつ集中的に取組みを展開してきた。 

  また、平成25年３月には、「新農林水産業元気再生戦略」を策定し、産出額のさらな

る拡大や、地域農業をけん引する競争力の高い経営体である「農業のトップランナー」

の育成、さらには、多様な担い手による農林水産業の活性化など、「豊かな地域を支え

る競争力の高い農林水産業の振興」に向けた取組みを進めてきた。 

  さらに、平成29年３月に策定した「第３次農林水産業元気再生戦略」では、ブランド

化や生産性の向上等による競争力の高い農林水産業経営を実現することで、若者が産業

としての魅力を感じ、多様な農林漁業者一人ひとりが豊かさを実感できる農林水産業を

目指し、「農林水産業を起点とする産出額3,500億円」、「生産農業所得1.3倍、東北１

位」を共通目標指標に掲げ、７つの基本戦略と66のプロジェクトに基づき、施策を推進

してきた。 

  その結果を、全国の都道府県と比較可能な指標を用いて、平成21年と平成30年の状況

を見ると、「農業産出額」は2,022億円から2,480億円へと増加（＋458億円）するととも

に、その伸び率（＋22.7％）は東北１位となり、全国順位も17位から12位に上昇した。

また、「生産農業所得」は、604億円から1,080億円へと増加（＋476億円）し、その増加

額は伸び率（＋78.8％）

とともに東北１位とな

り、全国順位も19位か

ら８位に上昇した。さ

らに、本県が独自に算

出している「農林水産

業を起点とする産出

額」は、2,348億円か

ら3,247億円へと増加

（＋899億円、＋38.3％）

しているなど、これま

での本県農林水産業に

おける「元気」の「再

生」に向けた取組み

は、一定の成果が現れ

てきている。 

 

(図１)農業産出額・農林水産業を起点とする産出額・生産農業所得の推移 

 

資料：農林水産業を起点とする産出額・・・農政企画課調       

    農業産出額・生産農業所得・・・農林水産省「生産農業所得統計」 

2,022 1,986 

2,155 

2,352 
2,293 

2,128 

2,282 
2,391 2,441 2,480 

2,348 

2,511 

2,730 

3,036 3,001 
2,874 

3,027 
3,154 

3,224 3,247 

604 

750 
658 

951 982 
851 

1,018 
1,074 

1,225 

1,080 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

平21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

（単位：億円） 農業産出額 農林水産業を起点とする産出額 生産農業所得

- 1 -



一方で、人口減少や高齢化の進行

による担い手の減少や、中山間地域

等の農山漁村における集落機能の低

下による耕作放棄地の増加などに加

え、記録的な豪雨や豪雪など頻発・

激甚化する自然災害や豚熱(ＣＳＦ)

の発生、さらには、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大による消費減

退や農林水産物の価格低下など、多

くの課題に直面している。こうした

課題に加え、持続可能な開発目標

(ＳＤＧｓ)を契機に環境に配慮した

生産活動や健康な食生活への関心の

高まりなど、農林水産業を取り巻く

環境も大きく変化している。   

こうした中、多様な担い手の確保 

や高度人材の育成・活用、スマート

農林水産業の振興、生産・経営基盤

の整備や防災・減災対策を推進する

とともに、本県産農畜産物のブラン

ド力の強化や森林資源の循環利用を

目指す「やまがた森林ノミクス」の

推進、内水面漁業や養殖業も含め

た付加価値の高い水産業の振興な

ど、収益性の高い農林水産業を展

開し、本県農林水産業の持続的な

発展を実現していく必要がある。 

このため、これまでの３次にわ

たる「元気再生戦略」の成果を踏

まえるとともに、ウィズ・ポスト

コロナを見据えつつ、本県の農林

漁業者や地域全体が夢や希望が持

てる魅力ある農林水産業を目指

し、本県の基盤産業である農林水

産業が「元気」の「再生」から

「元気」の「創造」へと歩みを進

め、「県民・国民のいのちをつな

ぐ食料供給県やまがたのさらなる

発展」の実現に向けて、「第４次農林水産業元気創造戦略」を策定する。 

 

(図２)農林水産業を起点とする農業産出額－分類別（平 21-30） 

 

資料：農政企画課 (図３)基幹的農業従事者数の推移 

 

資料：農林水産省「農業センサス」 

(図４)耕地面積・耕地利用率の推移 

 

資料：農林水産省「面積統計調査」 
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≪参 考≫ 

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」実現への貢献 

 

 

 

 

 

 

平成27年に国連サミットにおいて、「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、経済、

社会、環境をめぐる広範な課題を統合的に解決していくため、「持続可能な開発目標（Ｓ

ＤＧｓ）」が採択された。 

貧困や格差の解消、教育など基本ニーズの充足、産業と技術革新、地球環境の保全な

どに関わる17の目標（ゴール）を設定し、取り組むものである。 

政府も、ＳＤＧｓのゴールの中で、「あらゆる人々の活躍の推進」や「省・再生可能エ

ネルギー、気候変動対策、循環型社会」など８つの優先課題を設定し、持続可能で、誰一

人取り残さない社会の実現に向けて取り組んでいくとしている。 

令和２年３月に策定した「第４次山形県総合発展計画」における基本目標の考え方と

している「県民一人ひとりの希望を実現して、真の豊かさ、生きがい・幸せを実感でき、

持続的に発展する」共生社会、包摂性のある社会、「少子高齢化を伴う人口減少を乗り越

える」社会を創っていくことは、ＳＤＧｓの理念と軌を一にしている。 

そのため、同計画に掲げた農林水産分野に関する政策展開の考え方や施策の方向を踏

まえた「第４次農林水産業元気創造戦略」においても、世界共通の目標となるＳＤＧｓ

の理解を深め、また、そうした視点から本戦略を推進することにより、ＳＤＧｓ実現に

貢献していく。 
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２ 戦略の性格  

  本戦略は、令和２年度から概ね 10 年間の県づくりの方向性を示すものとして、令和

２年３月に策定した「第４次山形県総合発展計画」に掲げた農林水産分野に関する政策

展開の考え方や施策の方向を踏まえ、今後 10 年間程度を見据えつつ、直近の４年間で

取り組む具体的なプロジェクトを掲げた実行計画として示すものである。 

 

 

３ 実施期間及び目標年度 

実施期間は令和３年度から令和６年度までの４年間、目標年度は令和６年度とする。 

 

 

４ 戦略の構成 

（１）共通目標 

農林漁業者、関係団体、市町村等の関係者の力を結集した取組みを展開するため、

戦略の共通目標と指標を設定する。 

 

（２）基本戦略 

戦略の共通目標達成に向け、農林漁業者や関係者が、各々の関連分野の目指す方向

性がわかるように、分野ごとに５つの基本戦略を設定し、その取組みの方針を示す。 

なお、基本戦略は、複数の小分野で構成し、小分野ごとの取組みの方針も併せて示

す。 

 

（３）プロジェクト 

 基本戦略の取組みの方針に基づき、具体的な施策を推進する 63 のプロジェクトを

設定するとともに、その進捗状況を評価・検証するため、プロジェクトごとに目標指

標を設定する。 
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５ 「基本戦略の取組方向」及び「基本戦略のプロジェクト」の記載内容と見方

（１）基本戦略の取組方向（P11～P40 掲載） 

○ 戦略の共通目標と指標を達成するために設定した５つの基本戦略ごとに、基本戦 

略の方針と評価指標、中長期的な取組方向と構成プロジェクト等を記載した。 

  

基本戦略の名称を記載    関連する持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を記載 

 

基本戦略〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  

  

  

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○    基本戦略ごとの方針を記載 

     基本戦略ごとの評価指標（ＫＰＩ）を記載 

     

 

     

  

 

 

 

 

□ ○○○○○○○○     基本戦略をさらに細分化した小分野の名称を記載 

～○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○～    小分野の取組みの方針を記載 

（１）現状と課題 

・○○○○○○○○○○○○○○○○ ←小分野ごとの現状や課題を記載 

・○○○○○○○○○○○○○○○○ 

  （２）中長期的な取組方向 

・○○○○○○○○○○○○○○○○ ←小分野ごとに今後10年間程度を見据えた取組方向を記載 

・○○○○○○○○○○○○○○○○ 

（３）構成プロジェクト    基本戦略に基づき具体的に施策を推進するプロジェクトの名称を記載 

①○○○○○○○○○○○プロジェクト（PJ△△） 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ４年間で重点的に取組むプロジェクト 

②○○○○○○○○○○○プロジェクト（PJ△△）             の取組みを記載 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

③○○○○○○○○○○○プロジェクト（PJ△△）         プロジェクトの詳細を記したプロジェクト 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ の番号を記載 

 

 

  

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 目標値（Ｒ６） 

○○○○○○○○○○○ △△（H□□） △△ 

○○○○○○○○○○○ △△（H□□） △△ 

○○○○○○○○○○○ △△（H□□） △△ 

【基本戦略の方針と評価指標】 
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（２）基本戦略ごとのプロジェクト（P41～P103 掲載） 

○ 具体的な施策を推進するために設定する 63 のプロジェクトごとに、プロジェク 

トシートを作成し、プロジェクトの方向性や目標指標、取組内容、取組機関等を記 

載した。 

 ○ なお、このプロジェクトシートに基づき、毎年度、プロジェクトの進捗・達成状 

況を評価・検証し、必要に応じて取組内容等を見直していく。 

 

基本戦略及び小分野の名称を記載  

４年間で重点的に取り組むプロジェクトの 

   取組方向を記載                プロジェクトの名称を記載     

                            プロジェクトを達成するための取組み 

の項目を記載            

【プロジェクトシート】                                    具体的な取組みの内容を記載    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 プロジェクトに取り組むうえでの現状や課題 

について記載 

 

４年間で達成を目指すプロジェクトの 

目標指標を記載 

 

 

  

 

「取組内容」について、４年間で実施する機関
（本庁及び各総合支庁）に「○」を記載 
・一部でも取り組む場合は「○」を記載 
・「本庁」は農林水産部（研究機関、農林大学校

等の農林水産部出先機関を含む）のこと 
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Ⅱ 推進体制 
 

本戦略における取組みの推進については、引き続き「農林水産業活性化推進本部」を

総合的な推進役とし、農林水産物の生産、加工、流通・販売、消費に関する団体や県、

市町村等の行政機関が連携し、各々の役割を果たしながら展開する。 

また、戦略の取組みを関係団体等と行政が一体となって進めるため、「農林水産業元気

創造戦略推進会議」を設置し、戦略の効果的な推進に向けた協議とフォローアップ（評

価・検証）を行う。 

併せて、各地域（総合支庁）において、各地域での意見の吸い上げや関連するプロジ

ェクトの進捗状況を評価・検証するための会議を開催する。 

さらに、戦略の実施状況については、毎年度、「山形県農業・農村政策審議会」等に報

告する。 

 

 

農林水産業元気創造戦略推進会議

＜戦略の効果的な推進に向けた協議＞

＜戦略のフォローアップ（評価・検証）＞

会 長：農林水産部長

構 成 員：農林水産業・食産業関係団体等

農林水産業活性化推進本部
＜戦略の総合的な推進役＞

本部長：知事 副本部長：副知事
本部員：市町村、農林水産業・食産業関係団体

全県
農業・農村政策審議会

県・市町村・関係団体等が連携して、各プロジェクトを推進

地域会議

＜地域の意見の吸上げ＞

＜関連するプロジェクトの

進捗状況の評価・検証＞

地域

森林審議会

元気な山形県水産業を創
るプロジェクト推進本部

連携

実施状況の報告
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Ⅲ 基本的考え方 
 

１ 共通目標 

 【考え方】 

これまで、３次にわたる「元気再生戦略」に基づき、本県農林水産業の再生を目指し、

農林水産物の販売力強化と生産力向上に視点を置き、産出額と所得の拡大につなげ、農

林漁業者が豊かさを自らのものと実感できるよう、新規就農者やトップランナーの育成

をはじめ、県産米のブランド化、園芸作物の大規模集積団地の整備、農林漁業者自らの６

次産業化や県産農産物等の輸出拡大、畜産の収益性向上、さらには、再造林支援制度の創

設や県産水産物の付加価値向上などの施策を重点的かつ集中的に展開し、平成 30 年の

「農業産出額」は、平成 10 年以来の高水準を確保した。 

引き続き、農林水産業が本県の基盤産業として、地域経済の活力の原動力としての役割を

果たしていくためには、人口減少が進行している中にあっても、担い手の減少を可能な限り

抑制し、高度人材の育成や生産基盤の強化、スマート農林水産業の導入等を通して、農林漁

業者１人当たりの産出額・生産性を高めるとともに、県内はもとより、国内や海外の需要を

的確に捉え、本県の誇るブランド力のある農林水産物を生産・販売していく必要がある。 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機として、食料の海外への依存度が高い我が

国において、食料安全保障の重要性が再認識される中、食料自給率の向上に寄与していくことは、

国民の食をつなぐ農林水産業を基盤産業としている本県にとって、重要な視点である。 

このように、引き続き、本県農林水産業の産出額と農林漁業者１人当たりの産出額を

増加させる取組みを推進していく視点に、食料供給県としての責務を果たしていくとい

う視点を新たに加え、次の共通目標と共通目標指標を設定する。 
 

 
【共 通 目 標】  県民・国民のいのちをつなぐ食料供給県やまがたのさらなる発展  

【共通目標指標】  生産額ベース食料自給率 ２００％超  

           （参 考）平成 30 年度：１８１％  

ウィズ・ポストコロナを見据え、本県農林水産業における新たな活力を創造していくた

め、引き続き、これまでの高付加価値化やブランド化に向けた取組みを推進していくとと

もに、本県農林水産物の、県内外、さらには国外への販売を拡大していく取組みを通して、

食料供給県としての本県農林水産業のさらなる発展と生産者の所得向上を目指す 

 

２ ５つの基本戦略 

共通目標の達成に向け、施策展開の柱として次の５つの戦略を設定する。 
 

基本戦略１ 意欲ある多様な担い手の育成・確保 

基本戦略２ 活気あるしなやかな農村の創造 

基本戦略３ 魅力ある稼げる農林水産業の追求 

基本戦略４ 「やまがた森林ノミクス」の加速化 

基本戦略５ 水産業の成長産業化 
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（図６）食料自給率―都道府県別、山形県の自給率の推移 

 

 

資料：農林水産省「都道府県別食料自給率」 
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（参考）カロリーベース 食料自給率（％）―都道府県別（Ｈ30）
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≪参 考≫ 
 

【食料自給率】                                 

我が国の食料供給に対する国内生産の割合を示す指標であり、そのうち、食料全体に

ついて単位を揃えて計算した自給率として、「生産額ベース」と「供給熱量(カロリー)

ベース」の２種類の「総合食料自給率」が設けられています。 
  

【都道府県別食料自給率】                            

食料自給率の向上に向けた地域ごとの取組みを推進するため、我が国全体の「総合食料自

給率」の基となるデータや都道府県ごとの統計データ等を基に、「生産額ベース」と「供給

熱量(カロリー)ベース」の２種類の「都道府県別食料自給率」が設けられています。 

 

〇生産額ベース                                 

＜総合食料自給率＞ 

経済的価値に着目して、国民に供給される食料の生産額(食料の国内消費仕向額)に

対する国内生産の割合を示す指標で、以下の計算式により算出されます。なお、平成

30年度(確定値)は66％、令和元年度(概算値)も同じく66％となっています。 
 

   〔計算式〕 食料の国内生産額／食料の国内消費仕向額  

 

＜都道府県別食料自給率＞ 

分母(各都道府県の食料消費仕向額)は、全国の食料消費仕向額を各都道府県の人口に応じて

按分して算出しています。また、分子(各都道府県の食料生産額)は、品目ごとに全国の国内生

産額を各都道府県の産出額等に応じて按分したうえで全品目を合計して算出しています。な

お、本県の平成29年度(確定値)は173％、平成30年度(概算値)は181％となっています。 
 

   〔計算式〕 各都道府県の食料生産額／各都道府県の食料消費仕向額 

 

〇カロリーベース                                

＜総合食料自給率＞ 

基礎的な栄養価であるエネルギー(カロリー)に着目して、国民に供給される熱量(総供

給熱量)に対する国内生産の割合を示す指標で、以下の計算式により算出されます。な

お、平成30年度(確定値)は37％、令和元年度(概算値)は38％となっています。 
 

   〔計算式〕 １人１日当たり国産供給熱量／１人１日当たり供給熱量  

 

＜都道府県別食料自給率＞ 

分母(１人１日当たり供給熱量)は、全国と同じ値を用いています。また、分子(１人１日

当たり各都道府県産熱量)は、品目ごとに全国の国産供給熱量を各都道府県の生産量等に応

じて按分したうえで全品目を合計した値を各都道府県の人口で割って算出しています。な

お、本県の平成29年度(確定値)は137％、平成30年度(概算値)は135％となっています。 
 

   〔計算式〕 １人１日当たり各都道府県産熱量／１人１日当たり供給熱量  
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Ⅳ 基本戦略の取組方向 
 

基本戦略１ 

意欲ある多様な担い手の育成・確保 

 
【基本戦略の方針と評価指標】 

経営力・技術力のある高度人材の育成、地域農業をけん引するトップランナー・スー

パートップランナーや先導的な農業経営を実践する優良経営体(イメージリーダー)※の

育成、多様な担い手がいきいきと活用できるスマート農業の導入やデジタルトランスフ

ォーメーション(ＤＸ)を推進していく。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 目標値（Ｒ６） 

新規就農者数の東北における順位 東北１位(R2 年度) 東北１位 

スマート農業の取組件数（累計） 77 件(R1 年度) 150 件 
※：トップランナー：経営者１人当たりの農業所得 400 万円以上の農家及び農業法人 

スーパートップランナー：経営者１人当たりの農業所得 800 万円以上の企業的経営を実践する農業法人 
イメージリーダー：高い生産力に加え、労働環境の改善や女性の経営参画、農福連携等を先導的に実践するなど他の経営体 

の模範となる優良経営体(販売額が概ね１億円以上の法人経営体) 
  

１ 人材育成・確保 

～次代を担い、地域を支える新規就農者と東北・山形の農業を支える高度な人材の育成～ 

 

（１）現状と課題 

〇 本県の新規就農者数は、これまで   

のきめ細かな支援により、過去 高  

を更新している(図７)ものの、高齢 

化の進行等により農業従事者数は減 

少しており、その減少分を新規就農 

者により補完できない状況が続いて 

いる。 

〇 本県の農業を支える担い手の確保 

に向けて、農業の生業(なりわい)と 

しての魅力を高め、新規就農者の確 

保や経営力のある高度な人材の育成 

のほか、女性、高齢者や異業種等の 

多様な人材を広範に呼び込み、担い 

手として育成・確保していく必要が 

ある。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 東北農林専門職大学(仮称)の設置などにより、社会経済情勢の変化、労働環境の改 

善等、農業経営の様々な課題に対応し、経営感覚と現場感覚に優れ、グローバルな視 

点を身に付けた高度な農業経営人材の育成を推進していく。 

◇ 多様な人材の確保に向けて、農家子弟をはじめ、非農家出身者、Ｕ・Ｉターン者、 

定年帰農者、女性、スタートアップ企業など、就農の動機付けから営農定着、発展ま 

で各段階に応じた新規就農者への支援の充実を図るとともに、地域が主体となった受 

入体制の強化を促進していく。 

（図７）新規就農者数の推移 

 
資料：農業経営・担い手支援課 

注）各年５月末までの１年間の新規就農者で65歳未満の者（農家世帯員の定年後就農を除く） 

  ①新規学卒就農者…学校卒業後、直ちに就農した者及び卒業後一定期間の農業研修を経て就農した者 

  ②Ｕターン就農者…農家出身者で、他産業に従事した後に就農した者 

  ③新規参入就農者…農業経営の基盤を持たない非農家出身者で、新たに就農した者 
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◇ 多様な分野と連携した労働力の確保に向けた新たな取組みを推進するとともに、子 

育て期の女性、高齢者、外国人等を活用した、農産物の収穫時期などの短期的なニー 

ズに対応した人材確保に向けた支援を充実していく。 

◇ いきいきと経営に参画し、自らの創意工夫で経営を切り開く女性農業者の人材確 

保・育成を図っていく。 

 

（３）構成プロジェクト 

①農業の担い手育成・確保支援プロジェクト(PJ１) 

・意欲ある新規就農者の確保・育成に向けた、動機づけから就農、定着、経営発展ま 

での各段階に応じたきめ細かな支援の推進 

・地域の実情に応じた受入体制づくりや農地と技術の一体的継承、異業種からの農業 

参入、集落営農の組織化、積極的な情報発信の推進 

②多様な人材確保・充実プロジェクト(PJ２) 

・農業に必要な労働力の確保に向けた、地域における推進体制の整備やモデル事業等

による求人・求職マッチング機会の創出 

・農福連携による障がい者の雇用・就労の取組み 

等の推進 

③次代を担う農業女子育成プロジェクト(PJ３)  

・各地域における女性農業者のリーダーの育成や、 

女性農業者がいきいきと経営に参画できる環境 

づくりの支援 

④専門職大学設置プロジェクト(PJ４) 

・東北農林専門職大学(仮称)を設置し、経営力・ 

技術力のあるグローバルな高度人材を育成 

・農林大学校は専門職大学の附属校と位置づけ生産 

現場で活躍できる農林業人材を育成 

・地域で活躍する農業者へのリカレント教育など、 

研修機能の充実 

 

 

２ 担い手・経営体育成 

 ～社会情勢の変化に対応した、地域農業をけん引し、支えていく意欲ある多様な担い

手・経営体の育成～ 

（１）現状と課題 

〇 農業経営体は、法人化による大規模

化が進む一方、担い手の高齢化等によ

り減少している(図８)。 

〇 本県農業の持続的な発展に向けて、

地域農業の核となる経営体の育成に加

え、長年にわたり本県農業を支えてき

た家族経営体等の地域農業を支える多

様な担い手を育成・確保していく必要

がある。 

〇 担い手不足を補う省力化技術の導入

などスマート農業を推進するとともに、デジタル技術を活用し、農業経営や働き方等

の変革を進めるデジタルトランスフォーメーション(ＤＸ)を進めていく必要がある。 

（図８）農業経営体数の推移 

 
資料：農林水産省「農林業センサス」 

注)平成17、22の「個人経営体数」は「家族経営体数」を、「団体経営体」は「組織経営体」を

表す 
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〇 近年多発する記録的な豪雨・豪雪等による自然災害、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大による農産物の価格低下など、経営の安定化へのリスクへの対応が必要である。 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 高い生産力と経営力を備え他産業と遜 

色ない水準の所得を確保できるトップラ 

ンナーや、地域に雇用を生み出す企業的 

な経営を実践するスーパートップランナ 

ーの育成に加え、先導的な農業経営を実 

践する優良経営体（イメージリーダー） 

の育成を推進していく。 

◇ 法人化を促進するなど、産地間競争を勝ち抜く高い競争力を持ち、地域に雇用を生

み出す企業的な経営体を育成していく。 

◇ 高い生産力・経営力に加え、労働環境の改善や女性の経営参画、農福連携などを先

導的に実践する経営体の育成を推進していく。 

◇ 経営の発展に向けた、地域ぐるみの取組みや新たな担い手への経営継承などによる

小規模家族経営体の発展的再生、女性の活躍等を促進していく。 

◇ 体系的なリカレント教育や農業経営の各発展段階に応じた研修、公開講座など、生産現

場等で必要となる基礎から応用までの幅広い知識・技術を学べる機会を充実していく。 

◇ 地域における話合いを踏まえた、担い手と農地のマッチングや農地中間管理機構

の活用等による担い手への農地の集積・集約化を推進していく。 

◇ 超省力農業機械の実証、熟練農家等のノウハウに関するビッグデータの活用など、

担い手の減少への対応や生産性の向上に向けたスマート農業技術の普及及びＤＸを推

進していく。 

◇ 大規模災害や農産物の価格変動等のリスクに対応できる農業経営の実現に向けて、

各種セーフティネットへの加入を促進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

①農業トップランナー育成・発展プロジェクト(PJ５) 

・地域農業をけん引し、生産力・収益性が高く、他産業並みの所得を確保できる経営体

(トップランナー)の育成、より高い経営力と生産力に加え地域における雇用の創出や

付加価値の拡大をもたらす経営体(スーパートップランナー)の発展に向けた取組みへ

の支援 

・労働環境の改善、女性の経営参画や農福連携など、先導的な農業経営を実践する優 

良経営体(イメージリーダー)の育成 

②多様な担い手支援プロジェクト(PJ６) 

・多様な担い手と地域農業をけん引する経営体との連携・協働による地域農業の発展

に向けた組織的な取組みや、小規模家族経営体における新規就農者への経営継承な

どによる発展的再生や女性の活躍を促進する取組みへの支援 

③農業経営力向上支援プロジェクト(PJ７) 

・経営力や組織力の強化など、農業経営の発展に向けた法人化や働き方改革に向けた

取組みへの支援 

④担い手への農地集積・集約化促進プロジェクト(PJ８) 

・市町村や農業委員会等による地域における話合い、マッチング活動への支援や、県

内全域における農地中間管理機構の活用による担い手への農地の集積・集約化の推進 

⑤スマート農業普及加速プロジェクト(PJ９) 

・労務管理や生産管理を一体的に行える経営管理ツールの活用支援、施設栽培の環境

自動草刈りロボット 農薬散布ドローン 
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制御技術や農薬散布ドローンなど収益性が高く省力効果の大きい技術の開発･実証、

効果的な技術の活用方法の周知などによるスマート農業の普及・拡大 

⑥農業情報ポータルサイト充実強化プロジェクト(PJ10) 

・新たな農業情報ポータルサイトの開設による、先端技術や支援施策の情報の一元化

などによる農業者への情報発信機能の充実・強化 

⑦農業経営セーフティネット強化プロジェクト(PJ11) 

・記録的な豪雨・豪雪など頻発・激甚化する自然災害や、新型コロナウイルス感染症

の拡大による農産物の価格低下等のリスクに対応した農業経営の実現に向けた行政

と農業関係団体等によるオール山形の推進体制の整備、各種セーフティネットへの

加入促進に向けた取組みの推進 
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基本戦略２ 

活気あるしなやかな農村の創造 

 
【基本戦略の方針と評価指標】 

競争力のある力強い農業の振興に向けた農地の大区画化や農業水利施設の長寿命化等

の推進に加え、豪雨・豪雪等の自然災害に備えた生産基盤の強靭化を図るとともに、地

域の魅力ある資源を活用した農山村の活性化を図っていく。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 目標値（Ｒ６） 

農地整備実施地区の大区画整備面積(累計) 3,560 ha (H30年度) 4,700 ha 

     

 

３ 基盤強化・強靭化 

～次世代の担い手が活躍できる生産基盤の強化と大規模災害等にも対応できる強靭な生産

基盤の形成～ 

 

（１）現状と課題 

［担い手不足への対応・生産性向上］ 

〇 生産者の高齢化による担い手 

不足や農地の減少が進行する 

中、担い手への農地の集積に加 

え(図９)、集約化による生産性 

の向上を進めていく必要があ 

る。 

〇 主食用米の需要量が減少して 

おり、農地の低コスト・省力化 

に向けた生産基盤の整備が必要 

である(図 10）。 

〇 担い手不足による園芸産地の 

縮小が懸念されていることか 

ら、ＪＡ等の関係機関との連携 

による新たな担い手の確保・育 

成が可能な園芸団地の整備が必 

要である。 

［大規模災害等への対応］ 

〇 基幹的農業水利施設の多く 

は、昭和 40～50 年代に整備され 

たものが多く、その老朽化が大 

きな課題となっており、農業用 

水の安定的な供給や、近年頻 

発・激甚化する自然災害等への対応に向けて、効率的な施設の更新・保全や、耐震化 

等のハード対策、ハザードマップ作成等のソフト対策を適切に組み合わせた農村地域 

の防災・減災対策や農業水利施設の長寿命化対策を推進していく必要がある。 

  

(図９)担い手への農地集積率－都道府県別（令和元年度） 

 
資料：農林水産省「担い手及びその農地利用の実態に関する調査」等 

(図 10)水田整備率と稲作労働時間（10a あたり） 

 
資料：水田整備率は、農林水産省「農業基盤情報基礎調査」 

   稲作労働時間は、「山形農林水産統計年報」 
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［有害鳥獣被害対策］ 

〇 野生鳥獣による農作物被害の 

被害総額は４億円台まで減少し 

たものの、イノシシは、生息域 

が拡大し、生息頭数が増加して 

おり、イノシシによる農作物被 

害額が急増から微増に転じるも 

予断を許さない状況にある。直 

接的な被害のみならず、農業者 

の営農意欲の減退や耕作放棄地 

の増加等をもたらし、農林業に 

深刻な影響を与えていることか 

ら、地域が主体となった鳥獣被 

害対策を推進する必要がある。 

 

（２）中長期的な取組方向 

［担い手不足への対応・生産性の向上］ 

◇ 低コスト・省力化に向けた農地の大区画化や用排水路のパイプライン化等の基盤整

備と、農地中間管理機構の活用などによる水田における担い手への農地の集約化を促

進していく。 

◇ 水田から高収益作物への転換を促進するため、排水改良や地下かんがい施設の整備

等による水田の畑地化・汎用化を推進していく。 

［大規模災害等への対応］ 

◇ 持続的な農業生産に向けて、農業用水の安定供給を果たす農業水利施設の長寿命化

と、頻発・激甚化する自然災害に適切に対応し、農村の安全・安心な暮らしを実現す

るため、ため池の適正な管理・保全・改廃等の防災・減災対策を推進していく。 

［有害鳥獣被害対策］ 

◇ 地域が主体となった被害防止活動を推進するため、鳥獣被害防止対策の人材を確

保・育成するとともに、地域主体による被害防除対策、生息環境管理及び捕獲対策を

組み合わせた地域の実情にあった住民主体の集落単位による総合的かつ継続的な鳥獣

被害防止対策を一層推進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

①水田農業の低コスト化に向けた基盤整備促進プロジェクト(PJ12) 

・農地の大区画化や用排水路のパイプライン化等による低コスト・省力化、スマート 

農業の導入など、担い手が効率的に営農できる基盤整備と農地の集約化の促進 

②次世代人材の定着に向けた園芸団地形成推進プロジェクト(PJ13) 

・次世代を担う意欲ある農業者の定着・経営発展に向けた、ＪＡ等の関係機関との連 

携による新たな担い手の確保・育成が可能な園芸団地形成の推進 

・水田から高収益作物への転換に向けて、排水改良・地下かんがい等の水田の畑地 

化・汎用化を推進するとともに、産地形成に向けた園芸作物の導入を支援 

③災害等に強い農業・農村づくりプロジェクト(PJ14) 

・頻発・激甚化する自然災害に適切に対応し、農村の安全・安心な暮らしの実現に向 

けた、ため池の適正な管理・保全・改廃等の防災・減災対策の推進 

・持続的な農業生産を可能にするため、農業用水の安定供給を果たす農業水利施設の 

長寿命化の推進 

(図 11)野生鳥獣による農作物被害状況の推移 

 
資料：農林水産省「野生鳥獣による農作物の被害状況調査」 
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④鳥獣被害対策プロジェクト(PJ15) 
・市町村の被害防止計画に基づく総合的な被害防止活動への支援 
・地域で活動するリーダー等の人材確保・育成や、被害防除対策、生息環境管理及び 
捕獲対策を組み合わせた集落単位の総合的なイノシシをはじめとした鳥獣被害対策 
の推進 

 

 

４ 地域活性化 

 ～農林水産物等の豊富な地域資源を活かした農山村地域における付加価値の創出と情報

発信機能の強化～ 

 

（１）現状と課題 

［農山村地域の活性化］ 

〇 本県の耕地面積の多くを占める中山 

間(図 12)をはじめとした農山村地域 

は、美しい景観・自然環境、地域に受 

け継がれてきた特色のある伝統文化な 

ど、農業以外の多くの資源を有してい 

る。 

〇 一方で、人口や農家数の減少、農業 

者の高齢化に加え、平地に比べ営農条 

件が悪く生産条件が不利な農地が多い 

ことから、農地や農業用水路の維持管 

理が困難になってきている。 

〇 中山間地域では大規模農業経営が困 

難な場合も多いことから、小規模農家 

や兼業農家等が、付加価値の高い農業 

生産や地域資源を活用し、農業所得の 

増大と雇用の場を確保しながら、多面 

的機能や地域コミュニティを維持して 

いく必要がある。 

〇 また、本県はさくらんぼをはじめと 

する多彩で豊富な果物が県内各地域で 

生産されているという全国的にも稀な 

特長を有しており、観光をはじめ高い 

経済的なポテンシャルがある。一方 

で、旬が短く年間を通した活用が難しいなど、その魅力を十分には活用できていない 

状況にあり、こうした多彩で豊富な果物の魅力を国内外に情報発信し、地域の活性化 

につなげていく必要がある。 

 

（２）中長期的な取組方向 

［農山村地域の活性化］ 

◇ 農林水産物等の豊富な地域資源を活かし、付加価値や働く場を生み出す地域活性化

に向けた活動を促進していく。 

(図 12)中山間における耕地面積・農業産出額(H30) 

 
資料：農村計画課 

※農林水産省「耕地面積統計」、「生産農業所得統計」をもとに試算  

(図 13)人口の将来推計（山形県）－地域別 

 
資料：農林水産省「農業集落別将来推計人口」 
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◇ 中山間地域等直接支払制度等の活 

用により、条件不利地域における農 

業生産活動の維持や、継続的な農地 

保全の取組みを支援していく。 

◇ 農産物の供給のみにとどまらず、

様々な多面的機能を有する棚田の保

全を通して、棚田を核とした棚田地

域の振興の取組みを推進していく。 

◇ 本県の魅力あるさくらんぼをはじめとした四季折々の多彩で豊富な果物を活用し、

観光業や商工業などの関連産業を巻き込んで県内経済全体の活性化につなげていくた

め、国内外への情報発信を強化していく。  

 

（３）構成プロジェクト 

①元気な農村（むら）づくり総合支援プロジェクト(PJ16) 

・農林水産物等の豊富な地域資源と女性や若者等の力を活

かした、付加価値の創出や働く場を生み出す地域内の起

業を促進させるとともに、多様な産業分野、業種・業界

の垣根を越えた連携・協働による地域の総合力の発揮 

②中山間・棚田地域持続的農地保全・振興プロジェクト(PJ17) 

・地域主体の話し合いを踏まえた集落の将来像や行動計画の作成等による担い手と農

地の利用・保全等の課題の解決 

・良好な景観形成など魅力ある地域資源を有する棚田地域等における施策横断的な取

組みの促進 

③再生可能エネルギー導入推進プロジェクト(PJ18) 

  ・地域に豊富に存在する再生可能エネルギーの活用による農林業者の所得向上と地域 

活性化につなげていくための農林水産分野における導入の推進 

 

 

５ 環境保全型農業  

～ＳＤＧｓの礎となる人と環境にやさしい持続可能な農業の推進～ 

 

（１）現状と課題 

〇 持続的な生産・消費に寄与する有機 

農業や特別栽培等の環境保全型農業に 

ついては、ＳＤＧｓの観点からもその 

重要性が高まっている。一方で、消費 

者の環境等への意識は横ばいで推移し 

ており(図 12)、環境保全型農業の拡大 

に向け、消費者からの評価の向上を図 

り、環境保全型農業により生産された 

農産物に対する購買意欲を高める必要 

がある。 

〇 少子高齢化により縮小する国内市場における競争力強化に向け、消費者が重視する

「安全性」の確保に向けた取組みと、輸出をはじめとした国内外の取引要件となる、

「国際水準ＧＡＰ※」等の導入及び認証取得を推進する必要がある。 
  ※Good Agricultural Practice の略。農業生産工程管理。工程管理の対象は、①食品安全、②環境保全、③労働安全、④人

権保護、⑤農場経営。国際水準ＧＡＰは、GLOBALG.A.P．、ASIAGAP などをいう。 

(図 14)環境に配慮した商品・サービスを選択すると回答した割合 

 
資料：消費者庁「令和元年消費者意識基本調査」 
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〇 県産農産物の「安全性」の確保を目的に山形県版ＧＡＰの導入を推進してきたが、

ＧＡＰのさらなる取組み強化に向け、国際水準ＧＡＰへのステップアップが必要であ

る（図 15）。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 環境保全型農業直接支払交付金

の活用により、有機農業や特別栽

培等の環境保全型農業の取組みを

促進していく。 

◇ 地球温暖化防止・生物多様性保

全効果の根拠データの公表等によ

り消費者の環境保全型農業に対す

る評価向上を図っていく。 

◇ 有機農業の取組水準の高い「や

まがた有機農業の匠」からの技術伝承等の研修体制の充実により多様な担い手の育

成・確保を推進していく。 

◇ ＧＡＰ指導体制の構築・強化を図りながら農業者のＧＡＰに対する理解醸成によ

り、国際水準ＧＡＰの導入及び認証取得を推進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

①持続可能な農業生産推進プロジェクト(PJ19) 

・環境保全型農業を県内全域に拡大させるための特別栽培農産物認証取得などの農業

者への支援 

・環境保全効果の根拠データの公表等による消費者の理解醸成の推進 

・県産農産物の安全・安心確保に向けた取組みレベルと輸出ポテンシャルの向上につ

ながる、国際水準ＧＡＰ等の導入と認証取得を積極的に推奨  

(図 15)国際水準 GAP 及び山形県版 GAP 第三者認証件数の推移(山形県) 

 
資料：農業技術環境課 
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基本戦略３ 

魅力ある稼げる農林水産業の追求 

  
【基本戦略の方針と評価指標】  

県産農産物の付加価値向上やブランド力の向上に向けた取組みを推進するとともに、

６次産業化による所得の向上、多角的な販売チャネルを活用した需要拡大・輸出拡大に

向けた取組みを推進していく。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 目標値（Ｒ６） 

農業産出額 2,480 億円(H30 年)  2,620 億円    

 

うち 米 835 億円(H30 年)  868 億円    

うち 果実 709 億円(H30 年)  727 億円    

うち 野菜 472 億円(H30 年)  485 億円    

うち 畜産 361 億円(H30 年)  423 億円    

農業者当たり産出額 639 万円(H30 年)  745 万円    

生産農業所得の東北における順位 東北２位(H30 年)  東北１位    

６次産業化付加価値額 581 億円(H30 年)  650 億円    

県産農産物の輸出額  9 億円(H30 年度)  15 億円    
 

 
６ 土地利用型作物 

 ～「つや姫」・「雪若丸」がけん引する売れる米づくりの推進とスマート農業の導入によ 

る水田農業の収益性向上～ 

 

（１）現状と課題 

［米］ 

〇 国内消費市場が縮小する中、全

国の米の主産地において食味を重

視した新品種の開発、ブランド化

の取組みが進められており、なお

一層の売れる米づくりを進め、ブ

ランド力を高めていく必要があ

る。 

〇 県内においてロボットやＩＣＴ

を活用した農業機械や技術の導入

が進んでおり、面的な取組みに拡

大していく必要がある。 

〇 主食用米の需要量が減少し続け

る中（図 16）、地域の実情に応じて

非主食用米への転換、畑作物（大

豆、そば等）や高収益な園芸作物の

生産拡大を図るなど、関係団体と

連携して需要に応じた米生産を行

うことが必要となっている。 

(図 16)主食用米の需要量の推移（全国） 

 
資料：農林水産省 

 

(図 17)大豆・そばの収量（10a あたり） 

 
資料：農林水産省「作物統計調査」 
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［大豆・そば］ 

〇 大豆は、品質や収量が不安定であることから（図 17）、高位安定生産技術の導入等を

進めるとともに、実需者ニーズに応えられる「里のほほえみ」等の優良品種への切替え

が必要である。 

〇 そばは、台風や開花期の干ばつ等の気象の影響で収量性が低いことから(図 17)、排

水対策等の高品質・高収量等安定生産に向けた栽培管理が必要である。さらに、県産そ

ばの知名度向上や実需者ニーズに応えていくため、産地に適した品種の選定と評価向

上の取組みが必要である。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 本県のブランド米「つや姫」のさらなる品質安定と評価向上、「雪若丸」の全国への

浸透と定着を図るため、生産・販売・コミュニケーションの戦略的な取組みを展開して

いく。 

◇ 国内のみならず輸出も視野に入れた、消費者・実需者の多様なニーズに対応できる

本県オリジナル品種の開発と栽培技術の普及拡大を図っていく。 

◇ スマート農業の普及拡大に対応

するため、民間企業等との連携に

よる生産現場のニーズに合わせた

農業ＤＸを推進していく。 

◇ ブロックローテーションや輪作

体系の推進による大豆、そば等の

高品質・安定生産や規模拡大を見

据えたスマート農業を推進してい

く。 

 

（３）構成プロジェクト 

①県産米ブランド化推進プロジェクト(PJ20) 

・売れる米づくりに向けて、「つや姫」や「雪若丸」などの県産米のブランド化戦略

を構築し、戦略に基づいた生産・流通・販売を展開 

②需要に応じた米生産推進プロジェクト(PJ21) 

・地域農業再生協議会や関係機関・団体と連携し、山形県農業再生協議会において設

定する「生産の目安」にオール山形で取り組む需要に応じた米生産を推進 

③土地利用型作物安定生産・評価向上プロジェクト(PJ22) 

・県産大豆及びそばの高品質・高収量等、安定生産技術の普及を進めるとともに、規

模拡大を見据えた生産管理の効率化を推進 

・県産大豆及びそばについて、実需者ニーズに応える優良品種や県オリジナル品種等

の導入を進め、産地評価の向上を推進 
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７ 果 樹 

～「やまがた紅王」のブランド化をはじめとした収益性の高い果樹産地づくりの推進～ 

（１）現状と課題 

〇 本県農業産出額の 28％を占め

ている果樹の産出額は、全国第

４位であるなど、優れた品質が

国内外で高く評価されている一

方、担い手の高齢化や後継者不

足が大きな課題となっている。 

〇 今後、本県の強みである果樹

生産を維持・発展させていくた

めには、地域の担い手や新規就

農者への優良園地の円滑な継承

や省力・軽労的な生産方式の技

術導入による労働生産性の向上、生産を支える多様な労働力の確保等により、産地基

盤を強化していく必要がある。 

〇 また、気候変動に対応できる生産技術や品種の導入により高品質果実の生産・販

売、消費者ニーズにマッチした品目・品種への転換等を進め、県産果実のブランド力

を強化することにより、収益性の高い産地づくりを進めていく必要がある。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 本県オリジナル品種「やまがた紅王」の大玉で高品質な果実の安定生産と早期のブ

ランド化を推進していく。 

◇ 輸出も視野に入れた魅力ある山形ブランドを形成する、新たな県オリジナル品種の

開発と栽培技術の普及拡大を図っていく。 

◇ 省力・軽労的な仕立て法

や省力栽培に適した品目・

品種の導入、広域的な集出

荷施設の整備による効率的

な出荷体制づくり等を進

め、担い手の経営規模拡大

を推進していく。 

◇ 市場の需要に応えられる産地としての評価を高めるため、気候変動に左右されない

高品質果実生産技術の導入や、消費者ニーズの高い品目・品種への改植等を推進して

いく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①山形さくらんぼ世界一ブランド強化プロジェクト(PJ23) 

・「山形さくらんぼ」の高品質生産・厳選出荷の推進 

・「やまがた紅王」の高品質生産とブランド化の推進 

・省力・軽労化技術の導入や労働力確保対策の推進 

・新興産地の育成等による生産力の強化 

・超大玉品種の開発と輸出拡大等による海外でのブランド力の強化 

②西洋なし産地ブランド強化プロジェクト(PJ24) 

・西洋なしの生産力の向上や、ＧＩ「山形ラ・フランス」を核としたブランド力強化

に向けた、食味重視の生産・出荷・販売活動の展開 

(図 18)主要な果樹の産出額の推移 

 
資料：農林水産省「生産農業所得統計」 
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 ③りんご産地生産力強化プロジェクト(PJ25) 

・消費者ニーズの高い品種構成への誘導による市場評価の向上、省力・軽労的で早期

成園化が可能な栽培方式による生産性の向上 

 ④ぶどう産地活性化プロジェクト(PJ26) 

・「シャインマスカット」の導入促進と品質の高位平準化や戦略的な販売展開による

ブランドの構築 

・ワイン用ぶどう等の省力栽培の導入による産地の活性化の促進 

⑤もも産地拡大プロジェクト(PJ27) 

・８月上旬から９月中旬までの品種リレーによる出荷量の安定と市場価格の向上 

・気候変動の影響として懸念される病害・立枯れ症対策や、品質低下に対応した栽培

技術の定着による生産力の向上 

 ⑥特産果樹産地強化プロジェクト(PJ28) 

・地域特産果樹（かき、すもも、かんきつ等）の高品質・安定生産の推進による市場

評価の向上 

・産地・品目の特性を活かした付加価値の高い流通・販売を通した産地力の強化 

  

 

８ 野菜・花き 

～次世代型施設園芸の導入と水田フル活用による野菜・花き産地の拡大～ 
 
（１）現状と課題 

［野菜］ 

〇 野菜は、えだまめやトマト等

が高単価だったことにより、平

成 30 年の産出額は 472 億円で

過去 高となった（図 19）。 

〇 えだまめやねぎ、アスパラガ

スなどで集荷選別施設の整備に

伴う規模拡大の動きがみられる

ことから、新技術の導入による

収量・品質の向上を図るととも

に、集荷選別施設の利用促進に

よる分業化により産地拡大を推

進する必要がある。 

［花き］ 

○ 花きは燃油価格の高騰などに 

より、施設花きを中心に出荷量 

が減少し、産出額は横ばいから 

減少傾向にある（図 20）。  

○ 実需者ニーズが高いりんどう 

やさくら「啓翁桜」などの露地 

花きは、栽培面積が着実に増え 

ており、農家所得の向上に向け 

て、引き続き水稲との複合経営 

の有望品目として積極的に導入 

を図っていく必要がある。 

 

(図 19)主要な野菜の産出額の推移 

 

資料：農林水産省「生産農業所得統計」 

※いも類、工芸農作物は含まない。にら、アスパラガスの項目は平成 16 年以降新たに追加 

(図 20)主要な花きの産出額の推移 
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〇 施設花きは、燃油価格の高騰に加え、病害虫の発生により出荷量が減少している

ことから、１本あたり生産コストを削減する多収化技術の導入や開花調節技術による

安定出荷等に取組む必要がある。 

○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、業務用の需要を中心に消費

の落ち込みがみられることから、個人需要を喚起するなど、消費拡大に向けた取組み

が必要である。 

 

（２）中長期的な取組方向 

［野菜］ 

◇ ＩＣＴ等の新技術を活用した生産性向上や省力化・機械化を進め、施設・露地野菜

での大規模団地による産地づくりとブランド化を推進していく。 

◇ 施設の効率的な利用による収益性の向上を図るため、夏秋品目と促成山菜などを組

合せた周年農業を推進していく。 

◇ 露地野菜について、水田転換畑の活用による野菜の導入を加速し、機械化一貫体系

と集出荷施設の一体的な整備による産地規模の拡大を推進していく。 

［花き］ 

◇ 露地花きでは、水田転換畑の活用による作付拡大と機械化等の省力化技術の導入に

より、産地規模の拡大を推進していく。 

◇ 露地花きと施設花きの組合せにより、本県の気象条件を活かした花きの周年供給の

産地づくりを推進していく。 

◇ 経営の安定化に向けた、水稲やその他の品目との組合せや経営管理技術の向上によ

り、常時雇用を取り入れた企業的経営を推進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①山形えだまめ日本一産地化プロジェクト(PJ29) 

・産出額日本一に向け、機械化等による規模拡大と長期安定出荷を進めるとともに、

光センサーを活用した食味向上プログラムの実践によるブランド力の向上 

 ②やまがた野菜ブランド力強化プロジェクト(PJ30) 

・ＩＣＴ等の活用によるトマト、メロン、きゅうりなどの高収益野菜の高品質化や技

術の継承 

・栽培技術の向上によるねぎ、アスパラガス、にらなどの土地利用型野菜における高

品質・安定生産、選果選別施設の利用促進や機械化による分業化・大規模化の推進 

③やまがた花きブランド力強化プロジェクト(PJ31) 

・露地花きと施設花きを組み合わせた花きの周年供給によるブランド力向上 

・新規生産者の確保と水田転換畑への作付拡大による露地花きの規模拡大の推進 

・品種、作型、施設利用など長期継続出荷が可能な技術の定着による、実需者に信頼

される産地形成の促進 

・農業遺産認定を契機とした紅花の作付拡大や需要の拡大の推進 

・生産者と実需者が連携した花育活動や消費地でのＰＲ活動の推進 

④やまがた方式次世代施設園芸推進プロジェクト(PJ32) 

 ・本県施設園芸の多くを占めるパイプハウスへの実践導入が可能なＩＣＴや環境制御

技術等の導入による、「やまがた方式次世代施設園芸」の展開 

・二酸化炭素施用やミスト処理など、増収が期待できる次世代技術の導入の推進  
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９ 畜産 

～山形生まれ山形育ちの畜産物の生産拡大と安全・安心な生産・供給体制の構築によるブ

ランド力の向上～ 

 

（１）現状と課題 

〇 畜産クラスター事業の展開

等により、１戸当たりの頭羽

数が増加傾向にある一方で、

高齢化等による離農により、

飼養戸数・頭羽数ともに減少

傾向にあることから、産出額

は横ばいとなっている(図

21）。 

○ 法人経営者など地域におけ

る中心的な担い手の経営発展

に加え、中小家族経営の営農

維持・発展に向けた規模拡大

や生産性向上のための施設・

機械の整備により、経営基盤を強化していく必要がある。 

〇 グローバル化の進展等により、国内外の産地間競争の激化が見込まれることから、

山形生まれ・山形育ち、県産飼料にこだわった安全・安心な畜産物の生産拡大と品質

向上の取組みを進め、県産畜産物の評価向上によりブランド力の強化を図っていく必

要がある。 

〇 生産者の所得向上・持続可能な畜産経営の実現に向けて、生産費の４～７割を占め

る飼料費の低減を図る必要がある。 

〇 新型コロナウイルス感染症の感染拡大影響により、和牛肉等の畜産物の消費形態が

急激に変化している中、「新しい生活様式」に対応した畜産物の供給体制を構築して

いく必要がある。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 規模拡大のための畜舎整備、繁殖雌牛の増頭や繁殖から肥育までの一貫経営への移

行を促進するとともに、優良な乳用後継牛の確保などにより畜産物の生産基盤の強化

を図っていく。 

◇ 食味を重視した家畜の改良や、食味の特長である品質面での優位性の「見える化」

により、県産畜産物のブランド力の向上を推進していく。  

◇ 山形生まれ・山形育ちで県産飼料を活用した畜産物の生産拡大や、新たな畜産加工

品の開発により、県産畜産物の高付加価値化とブランド力を強化していく。 

◇ 輸出に対応した高度な衛生基準を有する食肉処理施設の整備を推進し、処理・加工

の高度化と輸出拡大を促進していく。 

◇ 収益性の向上に向けた耕畜連携の強化やコントラクター（作業受託組織）の育成に

より、飼料用米や稲ＷＣＳ（稲発酵粗飼料）など県産飼料の生産・利用拡大を推進し

ていく。 

 

 

 

 

(図 21)畜産産出額の推移 

 
資料：農林水産省「生産農業所得統計」 
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（３）構成プロジェクト 

 ①地域で支える畜産生産基盤強化プロジェクト(PJ33) 

・地域の中心となる畜産担い手の育成・確保に向けた規模拡大や家畜の増頭、中小家

族経営の所得向上の推進 

・省力化・生産性向上に向けた施設･機械の整備への支援による畜産生産基盤の強化 

 ②やまがたの和牛増頭・評価向上プロジェクト(PJ34) 

・和牛繁殖雌牛の増頭や一貫経営への移行の促進 

・ＥＴ(受精卵移植)技術の活用による和牛子牛の増産や能力の高い県産種雄牛の造成

等による「総称山形牛」のブランド力の強化 

 ③やまがたのミルク生産・消費拡大プロジェクト(PJ35) 

・乳用牛群検定事業の活用等による個体能力の把握 

・高能力が期待できる受精卵の配布による乳用牛の生産性の向上 

・県産牛乳の消費拡大による酪農家の所得向上 

 ④県産銘柄豚評価向上・販路拡大プロジェクト(PJ36) 

・県が作出した繁殖性や肉質に優れた種豚の利用による県産銘柄豚の生産拡大と販路

拡大 

 ⑤県産鶏肉等生産・販路拡大プロジェクト(PJ37) 

・肉用鶏や採卵鶏の規模拡大への支援 

・やまがた地鶏生産の新規参入者の確保や肉用鶏・採卵鶏など、養鶏全体の生産拡大

と販路開拓・拡大 

 ⑥県産飼料生産・活用促進プロジェクト(PJ38) 

・集落営農法人等との耕畜連携の一層の強化と、飼料基盤の整備、水田フル活用によ

る県産飼料の生産利用拡大 

⑦安全・安心な県産畜産物生産プロジェクト(PJ39) 

・牛肉の輸出基準に適合する食肉処理施設整備の推進 

・飼養衛生管理基準の遵守による豚熱等の家畜伝染病の防疫体制の強化 

・県産畜産物の評価向上に向けた農場ＨＡＣＣＰ・畜産ＧＡＰの取得推進 
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10 ６次産業化 

～豊かな農林水産物と魅力ある地域資源を活かした農林水産業を起点とした新たな付加価

値の創出～ 

 

（１）現状と課題 

〇 県内の産地直売所・農産加工所

の販売額は順調に増加しており

（図 22,23）、平成 29 年に産地直売

所の販売額が 100 億円を超えるな

ど、６次産業化の取組みが地域に

おいて、着実に浸透してきてい

る。 

〇 一方、人口減少の進行による国

内消費市場の縮小、ライフスタイ

ルの多様化に伴う消費構造の変

化、さらには食の安全を取り巻く

状況の変化など、「食」をめぐる環

境は大きく変わっている。 

〇 また、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大を契機に消費構造も

大きく変化している（図 24）。そ

れらに対応しながら新たな付加価

値を創出する６次産業化の取組み

をさらに拡大していくためには、

地域や他分野・他産業と連携した

取組みを進めるとともに、ウィ

ズ・ポストコロナを見据えた６次産

業化を進める施策の展開が必要であ

る。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ ｅコマース等による新たな販

売チャネルの展開など、県産農

林水産物等の需要開拓・販路拡

大に向けた６次産業化の取組み

を促進していく。 

◇ 本県の果樹をはじめとする農

業資源等を活かした年間を通し

た情報発信の強化など観光分野

等の他分野・他産業との連携に

よる多様なビジネスの創出を促

進していく。 

◇ 農林漁業者自らの６次産業化

へのチャレンジへの支援や地域

ぐるみの６次産業化の展開、農

林漁業者と食品製造業や流通な

(図 22)産地直売所の箇所数と販売額の推移 

 
資料：６次産業推進課 

(図 23)農産加工所の箇所数と販売額の推移 

 
資料：６次産業推進課 

(図 24)ネットショッピング利用世帯割合の推移（全国） 

 
資料：総務省「家計消費状況調査」 
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ど「食」に関わる事業者等との連携により、農林漁業者の所得向上と地域経済の活性

化につながる６次産業化の取組みを促進していく。 

◇ 消費者・実需者のニーズを捉え、県産農林水産物を活用した付加価値の高い加工食

品の開発などの取組みを促進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①販売チャネルの多角化による需要開拓・販路拡大プロジェクト(PJ40) 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機とし

た需要変化に対応するため、ＩＣＴを活用したｅ

コマースの導入やオンライン商談会の開催など、

販売チャネルの多角化に向けた取組みの支援によ

る６次産業化商品※の需要開拓・販路拡大の促進 
   ※６次産業化商品：本戦略では農林漁業者自らの６次産業化による農   

産加工品だけでなく、県産農林水産物を使用した 

加工食品等を広く６次産業化商品と表す。 
 ②他分野・他産業との連携拡大プロジェクト(PJ41) 

・本県の豊かな農林水産物と地域の特色ある郷土料理、農村景観等の「農」や「食」

に関わる地域資源を活かした観光をはじめとする他分野・他産業との連携拡大によ

る６次産業化の活性化の促進 

③県産農林水産物を起点とした食産業振興プロジェクト(PJ42) 

  ・農林水産物の付加価値向上と利用拡大を図るため、農林漁業者と県内食品業者※と

の連携の強化による、消費者・実需者のニーズを捉えた「売れる商品」の企画・開

発の促進 
     ※食品業者：本戦略では、食品の生産・加工・流通過程に関わる事業者を幅広く表す。 

④６次産業化による多彩なアグリビジネス振興プロジェクト(PJ43) 

・「農林漁業者自らの６次産業化」と「地域ぐるみの６次産業化」の一体的な展開に

よる、農林漁業者による６次産業化の様々な展開方向に応じた多彩なアグリビジネ

スの創出 

 ⑤６次産業化推進基盤強化プロジェクト(PJ44) 

・６次産業化を推進するための基盤となる人材育成や相談・技術支援体制の充実と、

６次産業化支援機関のさらなる機能強化 

 

 

11 流通販売・輸出促進 

1. ～優れた農林水産物の認知度向上に向けた「山形ブランド」の確立・定着と市場の特

性に応じた販路・輸出拡大～ 

 

（１）現状と課題 

［国内流通］  
〇 人口減少に伴う消費減少や消

費者ニーズの多様化が進んでい

る国内市場の中で、東京都中央

卸売市場における県産青果物の

シェア（取扱金額）は約 2.6％

となっている（図 25）。 

○ 産地間競争に打ち勝ち、県産

農林水産物・食品の評価向上・

消費拡大を促進するためには、生産から加工、流通・販売の各段階において差別化・

(図 25)東京都中央卸売市場における県産青果物シェア（取扱金額） 

 
資料：６次産業推進課 
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ブランド化を進め、消費者・実需者から選ばれる商品として販路・販売の拡大を図っ

ていく必要がある。 

〇 本県の優れた農林水産物の全国的な認知度を高めるため、地域イメージと一体的な

「山形ブランド」の普及・定着を図り、首都圏等における新たな需要や販路を開拓し

ていく必要がある。 

〇 地域の農林水産業に対する理解と愛着を養うため、農作業体験や地元の農林水産

物・郷土料理を学ぶ機会となる食農教育や地産地消を推進する必要がある。 

［輸出］ 

〇 本県農産物は、アジア諸国を中心に増加しており（図 26）、今後もアジア地域を中

心とした新興国等の経済成長による需要拡大を取り込むなど、海外市場への販路の開

拓・拡大を進めていく必要がある。 

 
〇 輸出拡大に向けては、国・地域ごとに異なる検疫条件や食品の衛生基準等への対

応、食文化や嗜好、商習慣など、マーケット特性に応じた販路開拓とその定着に向け

た取組みを加速していく必要がある。 

〇 他国産、他県産農産物との競合が進行する中で、本県の農産物である「さくらん

ぼ」や「西洋なし」の「山形ブランド」の確立を図る必要がある。 

 

（２）中長期的な取組方向 

［国内流通] 

◇ 県産農林水産物の魅力と地域イメージを結び付け、消費者の理解と共感を醸成する

コミュニケーション戦略を展開していく。 

◇ 量販店や専門店、中食・外食、食品製造事業者など多様な実需者への販路開拓・拡

大の促進、ターゲットに応じた大ロット商品の安定供給や、小ロット商品の高付加価

値化などニーズに対応した商品の供給体制を構築していく。 

◇ 消費者の理解促進による需要の拡大や評価向上を図るため、情報発信や食農教育、

地産地消の取組みを強化していく。 

［輸出] 

◇ 輸出相手国の市場特性に応じた商品の提案、輸出方法の把握など、ターゲットを明

確にしたマーケティング戦略を展開していく。 

◇ 新たな輸出に取り組む事業者の掘り起し、輸出相手国や貿易に関する知識の習得支

援、海外の輸出パートナーとのマッチングによる販路拡大、食肉処理施設をはじめと

した輸出に必要な施設・機能の整備など、ハード・ソフト両面からの輸出支援体制を

充実強化していく。 

(図 26)県産農産物の輸出量の推移及び輸出先国・地域（令元） 

 
資料：６次産業推進課 
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◇ ＳＮＳ等による県産農産物の情報発信に向けた体制を構築し、効果的な情報を発信 

していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①「おいしい山形」推進プロジェクト(PJ45) 

・消費者の理解と共感を醸成するコミュニケーションの充実強化と「農林水産業が盛

んな地域」の産地イメージと結びついた「山形ブランド」の全国への情報発信の強

化 

②「山形ブランド」評価向上プロジェクト(PJ46) 

・さくらんぼや「つや姫」などに続く「日本一ブランド」を目指す県産農林水産物の

創生と、これらが全体をけん引する「山形ブランド」の確立・定着 

 ③県産農林水産物販路拡大プロジェクト(PJ47) 

・マーケットインの視点による大消費地への県産農林水産物等の販路拡大、有利販売

に結びつく輸送における品質保持システムの導入状況や市場外流通等の実態の把握

を踏まえた、生産者等の販路開拓の支援 

④食育・地産地消推進プロジェクト(PJ48) 

 ・子どもから大人まで、地域の農林水産物や郷土料理を味わう経験等を通して、地域

の「農」と「食」に対する理解を深めるとともに、県産農林水産物の利用拡大、将

来的な若者の県内定着・回帰につなげる食農教育と地産地消の推進 

 ・食農教育と地産地消の推進による、子どもから大人までのＳＤＧｓの実現に向けた

エシカルな消費行動※への誘導 
   ※エシカルな消費行動：有機農産物や地場産品の購入など、人や社会、地域の支援や環境保全につながる消費行動 

⑤県産農産物等輸出拡大プロジェクト(PJ49) 

・本県食文化等の発信と併せた県産農産物・加工品の海外市場における販路開拓と業

務用等の新たな分野への取引の拡大 

・新規輸出先国の開拓、既存輸出先国における販路拡大に向けた事業の展開 

・生産者や輸出事業者等が輸出するうえで抱えている課題の解決に向けた対策の構築

と支援等の強化 
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基本戦略４ 

「やまがた森林ノミクス」の加速化 

 
【基本戦略の方針と評価指標】 

 森林資源の循環利用の総合的な取組みを基盤として、良質な県産木材を安定的・継続

的に供給する新たな仕組みづくりや、ＩＣＴの導入等による木材生産及び森林経営管理

の効率化・高度化、高度な専門人材の育成など、「やまがた森林ノミクス」の取組みを

発展、加速していく。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 目標値（Ｒ６） 

林業産出額 82 億円(H30 年) 95 億円 

 うち きのこ類等産出額 52 億円(H30 年) 60 億円 

県産木材供給量 53.5 万㎥ (R1 年) 70 万㎥ 

再造林率 64％(R1 年度) 100％ 
 

 
12 人材育成・地域づくり 

～林業を支える人材の育成や事業体の強化と県民総参加による魅力ある地域づくりの推進～ 

 

（１）現状と課題 

〇 林業就業者数は、減少傾向にあ

ったものの、近年は 1,100 名前後

で推移している(図 27）。新規就

業者は、県立農林大学校への林業

経営学科の開設(H28)や国の緑の

雇用制度(H15～)による助成等に

より増加傾向にある(図 28）。 

〇 森林組合など林業事業体では、

「森林施業プランナー」や現場管

理を担う「フォレストリーダー」

などを中心に、森林施業の集約化

や低コスト化に取り組んでいるも

のの、林業労働生産性や収益性が

伸び悩んでいることから、事業体

の経営力強化や雇用管理の改善等

が必要である。 

〇 本県の豊かな森林資源を活用

し、林業をはじめとした関連産業

の振興と雇用の創出を図り、地域

活性化につなげる「やまがた森林

ノミクス」の取組みを県民や企

業、地域へ拡大していくため、県

民理解の一層の醸成が必要であ

る。 

 

(図 27)林業就業者数の推移 

 
資料：森林ノミクス推進課 

(図 28)林業における新規就業者数の推移 

 
資料：森林ノミクス推進課 
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（２）中長期的な取組方向 

◇ 森林整備や良質な木材生産等を担う森林組合など、林業事業体の生産性向上や労働

環境の改善を推進し、経営力の向上を促進していく。 

◇ 県立農林大学校林業経営学科や緑の雇用制度等により、林業の現場を担う技術者を

育成・確保していく。 

◇ 東北農林専門職大学(仮称)の設置などにより、再造林等の森林整備から木材の生

産、加工・流通に至るまで、高度で専門的な知識や技術を身に付けた、収益性の高い

林業・木材産業を実践できる人材を育成していく。 

◇ 森林資源の総合的な活用等による魅力ある地域づくり、効果的な情報発信、参加型

イベントの積極的な開催等により、「やまがた森林ノミクス」への県民総参加を促進

していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①林業を支える人材育成と事業体強化プロジェクト(PJ50) 

・森林組合など林業事業体の生産性向上や労働環境の改善による経営力向上の促進と

林業労働における安全衛生の向上の推進 

・県立農林大学校林業経営学科等による林業の現場を担う技術者の育成と、東北農林

専門職大学（仮称）の設置などによる高度で専門的な知識や技術を身に付けた、収

益性の高い林業を実践できる人材の育成 

 ②魅力ある地域づくりと参加意識醸成プロジェクト(PJ51) 

・森林・林業に関わる特長的な地域の歴史、文化、景観等の見える化の推進と、県内

外から訪れ・体験できるような機会の創出 

・市町村や新たな推進組織等との連携による、参加型イベント等の開催と、「やまがた

森林ノミクス」に関する情報の県内外への発信による県民総参加の推進 

 

 

13 県産木材の安定供給・森林の多面的機能の発揮 

～スマート林業の導入による生産性・収益性の高い林業の展開と森林の管理・保全による

多面的機能の発揮～ 

 

（１）現状と課題 

〇 県産木材供給量は、大型集成材

工場や木質バイオマス発電施設の

稼働等を契機に増加しているもの

の（図 29）、需要に応えきれていな

いことから、高性能林業機械や路

網整備等と組み合わせた低コスト

作業システムの導入を一層促進

し、県産木材供給量を増やしてい

く必要がある。 

〇 利用期を迎える人工林が増大し

ていることから、計画的な主伐に

取り組むとともに、森林資源の循

環利用のため、伐採後の再造林を

確実に実行していく必要がある（図 30）。 

 

(図 29)県産木材供給量の推移 

 
資料：森林ノミクス推進課 

30.9 
32.8 

29.5 29.2 28.5 

31.4 32.2 

36.2 

42.6 

48.9 
50.5 

53.5 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

平20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令元

木
材
供
給
量
（
万
㎥
）

- 32 -



〇 再造林率は、官民一体となっ

た再造林経費の支援制度の構築

等により着実に向上しているも

のの、今後さらに向上させるた

めには、森林所有者の保育経費

負担の軽減等が必要である。 

〇 平成 31 年４月に導入された

森林経営管理制度については、

実施主体である市町村において

人員体制などの課題があり、着

実な制度運用に向けた支援が必

要である。 

○ また、近年の自然災害の多発

に伴い、森林の有する公益的機

能の高度かつ持続的な発揮が求

められており、森林の適切な管理・保全や治山対策が必要となっている。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 森林クラウドやリモートセンシング技術等を活用し、森林情報の高精度かつ効率的

な管理・共有を推進するとともに、ＩＣＴや高性能林業機械の導入等により「伐っ

て、植えて、育てる」森林資源の循環利用を拡大していく。 

◇ 森林経営管理制度の着実な運用、荒廃のおそれのある森林等の整備や病害虫獣対

策、治山対策等の推進により、山地災害防止など森林の公益的機能を増進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①県産木材安定供給推進プロジェクト(PJ52) 

・県産木材の安定供給に向けた、路網の整備やス

マート林業の推進による、生産性・収益性の高

い低コスト作業システムによる木材生産の推進 

 ②主伐・再造林推進プロジェクト(PJ53) 

・事業者による森林所有者への働きかけの強化や

低コスト再造林技術の確立・普及による「伐っ

て、植えて、育てる」森林資源の循環利用の拡

大 

 ③多面的機能の高い森林管理・保全プロジェクト(PJ54) 

・新たな推進組織等と連携した市町村

支援の強化等により、森林経営管理

制度を着実かつ効果的に運用するこ

とで、木材の生産、水源の涵養、山

地災害防止など森林の有する多面的

機能を増進 

・荒廃のおそれのある森林等の整備や森林病害虫獣被害対策等の推進 

 ④災害等に強い治山対策推進プロジェクト(PJ55) 

  ・山地災害危険地区における重点的な治山事業の実施や、老朽化した治山施設や地す

べり防止施設の長寿命化などによる、県土の保全や水源の涵養など、森林の有する

公益的機能の維持増進 

(図 30) 民有林の皆伐面積及び再造林面積の推移 

 
資料：森林ノミクス推進課 
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14 県産木材の加工流通体制強化・付加価値向上 

～需要に応じた加工流通体制の構築による県産木材の付加価値向上～ 

（１）現状と課題 

〇 県内では、大型集成材工場に加え、大

径材の製材施設、乾燥施設等の整備や品

質性能を証明するＪＡＳ認証の取得等が

進んでいるが（図 31）、近年の多様化す

るニーズに対応し、県産木材の加工流通

体制を強化するため、需給情報を共有す

るプラットフォームの整備、広葉樹製品

の開発・流通拡大、県産製材品の輸出促

進などの取組みが必要となっている。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 建築分野などのニーズに応じた製品を

安定的に供給するため、県産木材の加工流通体制を強化していく。 

◇ 広葉樹材の利用、県産木製品の輸出を促進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①県産木材の加工流通体制強化と付加価値向上プロジェクト(PJ56) 

・伐採した原木を集積するストックヤードや製材工場・乾燥施設の整備など、需要に

対応した県産木材の製材・加工体制の強化 

・県産木材の需給情報を共有するプラットフォームの整備等による、建築分野などの

ニーズに応じた製品の安定的な供給体制の構築 

・広葉樹材の保管施設整備や製品開発等による利用拡大や、外壁材・内装材など付加

価値の高い県産木製品の輸出の促進 

 

 

15 県産木材の利用促進・特用林産の振興 

～「しあわせウッド運動※」の展開や都市との交流等の促進、山形の山菜・きのこのブラ

ンド力向上～ 

 

（１）現状と課題 

〇 県産木材を活用した公共施設の木

造化・木質化や住宅建築の支援等に

より、公共施設や民間施設の木造化

率は全国で上位となっている（図

32）。 

〇 人口減少に伴い、新築住宅着工戸

数の減少が見込まれるとともに、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大

の影響により木材需要が低迷してい

ることから、県産木材のさらなる利

用拡大に向けて、住宅・非住宅分野

の双方において、県内外における県産木材の利用促進を図っていく必要がある。 

〇 本県の山菜・きのこ類は、生産者の高齢化等により生産量が減少傾向にある。 

(図 31) ＪＡＳ製品等出荷量の推移 

 
資料：森林ノミクス推進課 

(図 32)公共施設の木造率の推移 

 
資料：林野庁公表資料 
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〇 県産山菜・きのこは首都圏の市場関係者の評価は高いものの、一般消費者の認知度

は必ずしも高くはない。 
  ※しあわせウッド運動：幼児期から就学時、事業所及び日常生活に至るまで、生涯にわたってやまがたの木に包まれた 

「しあわせ（４合わせ）」な生活を送ろうという県民運動 
 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 公共・民間施設の木造化・木質化や、「しあわせウッド運動」による身近な日用品

の木製品への転換等を推進していく。 

◇ 市町村の友好姉妹都市など、都市との交流を通じた県産木材のＰＲ等により、県外

での販路を拡大していく。 

◇ 山菜・きのこ等の特用林産の振興に向け、栽培技術の向上や生産基盤の整備による

生産拡大、消費者や市場関係者等への情報発信による流通の促進、収穫体験や各種イ

ベントでの魅力発信による観光・交流の促進などの取組みを展開していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①県産木材利用促進プロジェクト(PJ57) 

・県産木材の利用拡大に向けた、公共・民間施

設の木造・木質化や、「しあわせウッド運

動」、林工連携等による木材需要を創出する製

品・技術の開発、木質バイオマスの利用等の

推進 

②特用林産振興プロジェクト(PJ58) 

  ・山菜・きのこ等の特用林産の振興に向けた、

栽培技術の向上や生産基盤の整備による生産

拡大、市場関係者等への情報発信による流通

の促進、各種イベントにおける魅力発信による需要拡大など、生産から加工、流

通・販売までの総合的な取組みの推進 
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基本戦略５ 

水産業の成長産業化 

  
【基本戦略の方針と評価指標】 

好漁場に恵まれ、一年を通して約 130 種類の魚介類が水揚げされる日本海庄内沖にお

ける水産資源の維持・増大、加工・ブランド化等の高付加価値化、漁業後継者の育成・

確保などの取組みを進め、本県水産業を振興していく。 

また、大型ブランドマスの養殖や銀毛サケの増大などの高付加価値化や河川で釣りを

行う遊漁者の増加につながる取組みにより、内水面漁業、養殖業を振興していく。 

評価指標（ＫＰＩ） 現状値 目標値（Ｒ６） 

漁業産出額（海面漁業・養殖業） 22 億円(H30 年)  35 億円   

経営体当たり海面漁業生産額    695 万円(H30 年)  850 万円   
 

 

16 海面漁業 

～海面漁業の新規就業者の育成・確保とスマート漁業導入や付加価値向上に向けた技術の

推進による海面漁業の成長産業化～ 

 

（１）現状と課題 

〇 海面漁業の漁獲量は、担い手不足

や高齢化や気象変動による漁獲魚種

の変化などにより減少傾向にある

（図 33、34）。 

〇 水産資源の安定確保に向けた栽培

漁業や資源管理型漁業の取組みを推

進するとともに、漁業者の所得拡大

に向け、庄内浜産水産物の特徴であ

る少量多品種を活かしたブランド化

や低利用魚の加工等を進めていく必

要がある。 

〇 山形県沖地震（令和元年）などの

自然災害により漁船や漁港等で被害

が発生していることから、災害に強

い強靭な漁港の整備や被害防止対策

が必要となっている。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 漁業関係者や教育機関等と連携

し、生産から加工、流通、販売に至

るまでの水産業全体に係る人材と漁

業のトップランナーを育成してい

く。 

(図 33)海面の漁獲量の産出額の推移 

 

資料：農林水産省「海面漁業生産統計調査」「漁業産出額」  

(図 34)海面漁業就業者数の推移 
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◇ ＩＣＴを活用した蓄養などによる周年漁業の

実証事業や、漁業試験調査船「 上丸」のＩＣ

Ｔ設備を活用した海況情報の提供による効率的

な操業を推進していく。 

◇ ナマコや海藻類等の増養殖技術を確立し、天

候等に左右されにくい漁港の静穏域をそれら磯根資源の新たな漁場として有効活用す

るとともに、産地としての機能を強化し、生産物の高付加価値化と流通の効率化を推

進していく。 

◇ 鮮度保持技術や蓄養技術の普及による高品質な水産物の安定供給体制を構築すると

ともに、庄内浜産水産物の特徴である少量多品種を活かした新たな魚種のブランド化

などを推進していく。 

◇ 漁港・漁村の強靭化に向けた防災・減災対策を推進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①持続可能な海面漁業生産基盤整備プロジェクト(PJ59) 

  ・新たな資源管理（ＴＡＣ、ＩＱ※）の導入を踏まえた資源の維持・増大、 上丸に

よるリアルタイムな海況情報の発信などインフラの有効活用等の「水産資源の適切

な管理」に資する施策の推進 
   ※ＴＡＣ（漁獲可能量）：魚種ごとに年間の漁獲可能量を定め水産資源の適切な保存管理を行うもの 

ＩＱ（個別割当）：漁獲可能量を漁業者又は漁船ごとに割り当て、漁獲量の適正な管理を行うもの 

 ②海面漁業の成長産業化に向けた経営基盤強化プロジェクト(PJ60) 

  ・新規漁業就業者の動機付けから定着の各段階応じた総合的な支援、経営力強化によ

る漁家所得の向上に向けた支援や、蓄養技術の普及拡大などによる水産物の付加価

値向上など「水産業の成長産業化」に資する施策の推進 

 

 

17 内水面漁業 

～ブランド化に向けた種苗供給体制の確立をはじめとした、つくり育てる漁業の推進に 

よる内水面漁業・養殖業の振興～ 

 

（１）現状と課題 

〇 本県の豊かな森林で育まれ

た水資源を活かし、アユ、サ

ケ、マスなどの養殖業等が営

まれているものの、近年の自

然環境の変化やカワウやブラ

ックバスなどの食害生物等に

より、漁獲・養殖量と産出額

は、ともに減少傾向にある

(図 35)。 

〇 遊漁者の減少により、内水

面漁協の経営は厳しい状況に

あることから、地域と一体と

なった遊漁の振興に向けた取

組みを進めるとともに、市場

のニーズに対応した養殖新品

種の開発による養殖業の振興が必要である。 

(図 35)内水面の漁獲・養殖量と産出額の推移 
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（２）中長期的な取組方向 

◇ 地域と連携した遊漁の振興などにより内水面漁協の経営基盤の強化を図っていく。 

◇ 大型ブランドマスの種苗供給体制の確立とブランド化を促進していく。 

◇ カワウやブラックバスなど食害生物の個体数の管理や駆除等による資源管理を推進

していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①持続可能な内水面漁業・養殖業振興プロジェクト(PJ61) 

  ・観光を含む地域振興と連携した遊漁者の拡大等による内水面漁協の経営基盤の強化 

・ニジサクラの養殖生産体制やサケ銀毛資源の造成など、つくり育てる漁業の推進体

制の強化 

・カワウやブラックバスなどの食害生物の個体数管理・駆除等の強化 

 

 

18 県産水産物の利用拡大 

～「新しい生活様式」に対応した付加価値の向上に向けたバリューチェーンの形成による 

県産水産物の消費拡大～ 

 

（１）現状と課題 

〇 県産水産物の内陸地域における取扱

量は横ばいで推移しているものの、水

産物取扱量全体に占める割合は 6.3％

と低いことから（図 36）、県内陸部で

のさらなる流通拡大に向けた取組み必

要である。 

〇 新型コロナウイルス感染症の感染拡

大の影響により、飲食店等における水

産物の消費量が減少していることか

ら、県産水産物の消費拡大に向けて、

家庭における魚食の普及を推進する必

要がある。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 消費拡大キャンペーンによる認知度向上など県産水産物の利用拡大に向けた取組み

を推進していく。 

◇ 「新しい生活様式」に対応した加工品の開発や漁業者等によるｅコマースなど、販

売力の向上に向けた取組みを推進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①県産水産物の利用拡大プロジェクト(PJ62) 

  ・消費拡大キャンペーンの実施等による県産水産物の認知度の向上 

・「新しい生活様式」に対応した家庭における魚食の普及促進 

・観光や教育分野との連携による、県産水産物の利用拡大の推進 

 

 

 

(図 36)県内陸部における県産水産物の流通状況の推移 
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19 水域環境の確保・活用 

～漁業者の安全・安心の確保と漁村・内水面漁業地域との交流の促進～ 

 

（１）現状と課題 

〇 外国船の違法操業や漁船保険未加入船の航行、漁業調整規則等を十分に理解してい

ない遊漁者等により漁場環境は悪化しており、安全・安心な漁場環境の実現に向け

て、違法操業対策の促進や、漁場監視体制の強化が必要となっている。 

〇 人口減少や高齢化等により漁村及び内水面漁業地域の活力が低下しており、漁村の

持続的な発展に向けて、都市部との交流拡大等による活性化が必要となっている。 

 

（２）中長期的な取組方向 

◇ 外国船による違法操業対策や漁船保険未加入船の保険加入を促進していく。 

◇ 漁業監視船「月峯」による漁場監視の強化や内水面漁業監視員の体制強化や漁業調

整規則等の周知等による安全・安心な水域環境の確保を図っていく。 

◇ 豊かな自然環境や地域資源を活かした都市と漁村及び内水面漁業地域との交流を促

進していく。 

 

（３）構成プロジェクト 

 ①安全・安心で健全な水域環境確保・活用プロジェクト(PJ63) 

  ・酒田港等の安全な水深確保や港湾・漁港施設の整備など漁業者が安全・安心して操

業できる環境の確保 

・漁場監視体制の強化による健全な水域環境の確保 

・豊かな水域環境の資源を活かした都市と漁村との交流の促進 
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＜参考＞持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と基本戦略との関連性 

○ 本戦略の推進を通して、ＳＤＧｓの実現に貢献していくこととしており、本戦略における基本

戦略とＳＤＧｓの17のゴールの関連性は、次のとおりとなる。 

 
  ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 
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年
）
と

な
っ

て
い

る
も

の
の

、
農

家
数

や

農
業

就
業

人
口

の
減

少
分

を
充

足
で

き
て

い
な

い
。

ま
た

、
法

人
等

へ
の

雇
用

就
農

者
が

増
加

す
る

中

に
お

い
て

、
自

営
就

農
者

に
比

べ
、

雇
用

就
農

者
の

離
農

率
が

高
く

な
っ

て
い

る
。

○
意

欲
あ

る
次

世
代

の
担

い
手

を
確

保
し

て
い

く
た

め
に

は
、

新
規

就
農

者
の

一
層

の
増

加
を

図
る

と
と

も

に
、

定
着

率
向

上
及

び
経

営
発

展
へ

の
誘

導
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

〇
さ

ら
に

、
農

業
分

野
以

外
の

業
種

か
ら

の
参

入
等

、
幅

広
く

担
い

手
と

な
る

人
材

を
確

保
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 

村 山
 

最 上
 

置 賜
 

庄 内
 

①
農

業
経

営
に

係
る

優
良

事
例

の
情

報
発

信
の

強
化

・
就

農
意

欲
の

喚
起

の
た

め
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

の
活

用
に

よ
る

県
内

農
業

者
の

優
良

事
例

の
情

報
発

信
・
認

定
農

業
者

等
と

生
産

力
の

高
い

企
業

的
経

営
体

の
交

流
会

（
ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
等

）
の

開
催

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
新

規
就

農
者

の
確

保
・
育

成
に

向
け

た
き

め
細

か
な

支
援

・
動

機
づ

け
か

ら
就

農
、

定
着

、
経

営
発

展
ま

で
、

各
段

階
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

支
援

（農
業

体
験

、
就

農
相

談
会

、
育

成
研

修
、

技
術

･経
営

指
導

な
ど

）

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
S
N

S
等

を
活

用
し

た
新

規
就

農
者

の
獲

得
・
新

規
就

農
者

受
入

協
議

会
等

の
活

動
内

容
を

Ｐ
Ｒ

動
画

等
に

よ
り

県
内

外
へ

発
信

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
④

異
業

種
か

ら
の

参
入

支
援

・
農

業
参

入
フ

ェ
ア

等
に

参
加

し
、

企
業

等
か

ら
の

相
談

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

円
滑

な
参

入
に

向
け

た
農

地
取

得
や

営
農

に
関

す
る

情
報

の
提

供

〇
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

新
規
就
農
者
数
(４

年
間
の
累
計
) 

1
,
3
54

人
 

(H
29
～
R2

年
度
)  

 
3
60

人
 
 
7
20

人
 
1
,
0
90

人
 
1
,
4
60

人
 

出
典

：
農

業
経

営
・

所
得

向
上

推
進

課
調

べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）

基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
①

人
材

育
成

・
確

保
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

２
 

多
様

な
人

材
確

保
・
充

実
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
農

業
経

営
に

必
要

と
な

る
農

業
労

働
力

の
確

保
の

た
め

、
地

域
に

お
け

る
推

進
体

制
の

整
備

と
モ

デ

ル
的

な
取

組
み

を
進

め
る

と
と

も
に

、
求

人
・
求

職
マ

ッ
チ

ン
グ

機
会

の
創

出
や

農
福

連
携

に
よ

る
障

が

い
者

の
雇

用
・
就

労
の

取
組

み
等

を
推

進
す

る
。

～
現

状
・
課

題
～

 

○
さ

く
ら

ん
ぼ

等
の

果
樹

、
す

い
か

や
え

だ
ま

め
等

の
野

菜
産

地
に

お
い

て
は

、
１

経
営

体
当

た
り

の
栽

培

面
積

が
増

加
し

て
お

り
、

繁
忙

期
の

労
働

力
確

保
が

大
き

な
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

○
な

か
で

も
、

さ
く

ら
ん

ぼ
で

は
繁

忙
期

の
労

働
力

不
足

が
深

刻
化

し
て

お
り

、
短

期
雇

用
等

に
よ

る
適

期

作
業

な
ど

、
労

働
力

を
確

保
す

る
仕

組
み

づ
く

り
が

必
要

で
あ

る
。

〇
ま

た
、

障
が

い
者

等
の

就
労

や
生

き
が

い
づ

く
り

の
場

を
生

み
出

す
だ

け
で

な
く

、
担

い
手

不
足

が
進

む

農
業

分
野

に
お

け
る

新
た

な
労

働
力

確
保

に
向

け
て

、
障

が
い

者
が

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
労

働
力

の
確

保
対

策
・
地

域
に

お
け

る
労

働
力

不
足

の
実

態
を

踏
ま

え
た

労
働

力

確
保

対
策

の
推

進

・
労

働
力

の
紹

介
窓

口
と

な
る

県
内

ＪＡ
の

無
料

職
業

相
談

所
の

活
用

及
び

設
置

の
促

進
・
労

働
の

ピ
ー

ク
が

大
き

く
周

年
的

で
な

い
農

業
（
す

い
か

、
え

だ
ま

め
、

果
樹

等
）
の

労
働

力
確

保
の

支
援

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
さ

く
ら

ん
ぼ

労
働

力
の

確
保

［
関

連
］

・
「
さ

く
ら

ん
ぼ

労
働

力
確

保
対

策
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
」
を

核

と
し

た
、

労
働

力
確

保
の

取
組

み
へ

の
支

援

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
ア

プ
リ

等
を

活
用

し
た

労
働

力
確

保
対

策
の

推
進

・
動

画
に

よ
る

作
業

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

に
よ

る
求

職
者

の
技

術

習
得

へ
の

支
援

・
主

産
地

で
の

子
育

て
マ

マ
な

ど
を

は
じ

め
と

し
た

潜
在

層
の

掘
り

起
こ

し
に

よ
る

労
働

力
確

保
の

先
駆

的
な

取
組

み
の

推
進

等

〇
 
〇
 

〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
③

農
福

連
携

等
の

推
進

・
福

祉
分

野
と

連
携

し
た

障
が

い
者

就
労

モ
デ

ル
事

業
の

展

開 ・
農

福
連

携
に

よ
る

優
良

事
例

や
農

業
経

営
体

へ
の

情
報

発
信

や
産

地
と

福
祉

施
設

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援

・
特

定
技

能
外

国
人

等
の

活
用

の
た

め
の

受
入

希
望

者
に

対
す

る
情

報
提

供
や

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

無
料

職
業

紹
介

所
等

に
お

け
る

 

マ
ッ

チ
ン

グ
数

5
8
5

件
 

（
R
2

年
度

）
 

6
0
0

件
 

6
5
0

件
 

7
0
0

件
 

7
5
0

件
 

農
福

連
携

に
取

り
組

む
経

営
体

等
 

5
9

組
織

 

（
R
2

年
度

）
 

7
0

組
織

 
8
0

組
織

 
9
0

組
織

 
1
0
0

組
織

 

出
典

：
上

段
 
山

形
県

農
業

協
同

組
合

中
央

会
調

べ
 

下
段

 
障

が
い

福
祉

課
調

べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
①

人
材

育
成

・
確

保
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

３
 

次
代

を
担

う
農

業
女

子
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
各

地
域

に
お

け
る

女
性

農
業

者
の

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
や

、
女

性
農

業
者

が
い

き
い

き
と

経
営

に
参

画

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
支

援
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
女

性
農

業
者

は
就

農
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

多
様

で
あ

り
、

農
業

技
術

や
経

営
に

つ
い

て
体

系
的

に
学

ぶ
機

会
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

農
作

業
は

行
う

も
の

の
、

農
業

経
営

に
携

わ
る

こ
と

が
少

な
い

。
 

○
一

方
で

、
女

性
が

農
業

経
営

に
参

画
す

る
と

収
益

力
が

向
上

す
る

と
い

う
デ

ー
タ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

割
合

を
高

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
出

展
：
（
株

）
日

本
政

策
金

融
公

庫
 

平
成

2
8

年
上

半
期

農
業

景
況

調
査

）
 

○
ま

た
、

本
県

は
高

齢
化

が
進

行
し

て
お

り
、

な
か

で
も

全
農

業
就

業
人

口
に

占
め

る
女

性
農

業
者

の
年

齢

別
の

割
合

は
、

60
歳

以
上

が
3
5
.3

％
に

対
し

、
40

歳
未

満
は

2
.2

％
と

極
め

て
少

な
く

（
2
0
1
5

農
林

業
セ

ン
サ

ス
）
、

そ
の

育
成

・
確

保
が

急
務

で
あ

る
。

 

○
女

性
農

業
者

は
農

作
業

や
家

庭
に

お
け

る
悩

み
や

課
題

を
相

談
す

る
機

会
が

少
な

い
状

況
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
農

業
女

子
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

(平
成

3１
年

２
月

設
立

)を
中

心
と

し
た

、
同

業
・
同

年
代

の
女

性
農

業
者

同

士
の

つ
な

が
り

や
相

談
し

学
び

合
え

る
場

の
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
女

性
農

業
者

の
リ

ー
ダ

ー
育

成
 

・
農

業
の

生
産

現
場

で
女

性
が

一
層

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

の
推

進
に

向
け

た
、

各
地

域
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
と

な
る

女
性

農
業

者
の

育
成

・
確

保
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
農

業
経

営
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

促
進

 
・
若

い
女

性
農

業
者

が
積

極
的

に
経

営
に

参
画

し
経

営
発

展
を

目
指

せ
る

よ
う

、
経

営
能

力
向

上
の

た
め

の
研

修
の

開

催
 

・
女

性
農

業
者

が
中

心
と

な
っ

て
農

産
物

等
の

地
域

資
源

を

活
用

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

の
芽

出
し

か
ら

施
設

整
備

に
至

る
事

業
化

の
段

階
に

応
じ

た
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

の
作

成
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
女

性
農

業
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
支

援
 

・
女

性
農

業
者

の
交

流
会

や
意

見
交

換
会

等
へ

の
支

援
 

・
異

業
種

と
の

連
携

や
地

域
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

等
の

取
組

み
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

④
女

性
農

業
者

の
活

躍
促

進
 

・
女

性
の

労
働

環
境

改
善

へ
の

支
援

 
・
女

性
の

活
躍

の
場

の
拡

大
へ

の
支

援
 

・
女

性
の

取
組

み
に

係
る

情
報

発
信

へ
の

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

し
あ

わ
せ

ア
グ

リ
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

 

件
数

（
累

計
）
 

7
6

件
 

（
R
2

年
度

）
 

8
4

件
 

9
2

件
 

1
0
0

件
 

1
0
8

件
 

 
※

し
あ

わ
せ

ア
グ

リ
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

：
女

性
が

主
体

的
に

農
業

経
営

に
参

画
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

 

出
典

：
農

業
技

術
環

境
課

調
べ

 

⑤
広

域
的

な
取

組
み

の
推

進
 

・
広

域
的

な
女

性
農

業
者

組
織

に
よ

る
公

開
講

座
・
情

報
発

信
活

動
へ

の
支

援
 

・
農

業
発

展
に

向
け

た
広

域
の

組
織

的
研

修
・
研

究
・
交

流
活

動
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

⑥
農

協
に

お
け

る
女

性
登

用
の

促
進

 
・
農

協
の

役
員

候
補

と
な

る
女

性
農

業
者

の
育

成
と

女
性

役
員

登
用

の
機

運
醸

成
と

働
き

か
け

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
①

人
材

育
成

・
確

保
 

  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

４
 

専
門

職
大

学
設

置
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
東

北
農

林
専

門
職

大
学

（
仮

称
）
を

設
置

し
、

経
営

力
・
技

術
力

の
あ

る
高

度
な

農
林

業
人

材
を

育
成

す
る

。
農

林
大

学
校

は
、

専
門

職
大

学
の

附
属

校
と

し
て

存
置

し
、

引
き

続
き

生
産

現
場

で
活

躍
で

き

る
農

林
業

人
材

を
育

成
す

る
。

ま
た

、
地

域
で

活
躍

す
る

農
業

者
へ

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
含

む
、

研
修

機
能

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
農

林
業

従
事

者
の

減
少

・
高

齢
化

、
Ｉｏ

Ｔ
や

Ａ
Ｉな

ど
の

新
た

な
技

術
の

進
展

、
経

済
連

携
協

定
の

進
展

な
ど

に
よ

る
海

外
と

の
競

争
の

激
化

等
、

農
林

業
を

取
り

巻
く

社
会

経
済

情
勢

は
大

き
く

変
化

し
て

き
て

い

る
。

 

○
農

林
大

学
校

に
つ

い
て

は
、

県
内

唯
一

の
農

林
業

者
の

育
成

機
関

と
し

て
高

い
評

価
を

受
け

て
い

る

が
、

高
度

な
農

林
業

経
営

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
経

営
管

理
能

力
や

新
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
出

に

つ
な

が
り

う
る

他
分

野
の

専
門

知
識

、
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

に
必

要
な

能
力

の
修

得
に

つ
い

て
は

十
分

に
対

応
で

き
て

い
な

い
状

況
に

あ
る

。
 

○
本

県
の

農
林

業
に

つ
い

て
、

今
後

も
強

み
を

伸
ば

し
、

持
続

的
に

発
展

さ
せ

て
い

く
た

め
に

は
、

様
々

な

情
勢

の
変

化
・
課

題
に

対
応

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

農
林

業
経

営
と

そ
れ

を
支

え
る

高
度

な
人

材
を

育
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
専
門
職
大

学
の

開
学

・
運

営
 

・
開

学
に

向
け

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

入
試

内
容

等
の

具
体

的
事

項
を

定
め

る
基

本
計

画
や

施
設

整
備

等
の

検
討

 
・
卒

業
生

の
県

内
定

着
に

向
け

て
、

関
係

団
体

と
連

携
し

た
支

援
体

制
の

構
築

 
・
専

門
職

大
学

の
講

義
や

現
場

で
の

実
習

を
通

し
て

、
経

営
感

覚
と

現
場

感
覚

に
優

れ
、

理
論

に
裏

付
け

ら
れ

た
実

践
力

を
備

え
る

高
度

な
農

林
業

人
材

の
育

成
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
（
附
属
）

農
林

大
学

校
の

運
営

 
・
生

産
現

場
で

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
教

育
内

容
の

充
実

を
図

る
ほ

か
、

専
門

職
大

学
３

年
次

編
入

を
見

据
え

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

検
討

 
〇
 

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

③
リ
カ
レ
ン

ト
教

育
を

含
め

た
研

修
機

能
の

充
実

 
・
リ

カ
レ

ン
ト
講

座
や

公
開

講
座

の
開

設
、

農
林

業
者

の
経

営
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
研

修
等

、
農

林
業

経
営

者
等

が
体

系
的

・
継

続
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
機

会
の

提
供

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

東
北

農
林

専
門

職
大

学
（
仮

称
）
の

 

令
和

６
年

４
月

開
学

 
－

 
－

 
認

可
 

申
請

 
認

可
 

開
学

 

(入
学

者

4
0

人
) 
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
②

担
い

手
・

経
営

体
育

成
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

５
 

農
業

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
育

成
・
発

展
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
地

域
農

業
を

け
ん

引
す

る
担

い
手

と
し

て
、

生
産

力
・
収

益
性

が
高

く
、

他
産

業
並

み
の

所
得

を
確

保

で
き

る
経

営
の

確
立

、
よ

り
高

い
経

営
力

と
生

産
力

に
加

え
地

域
に

お
け

る
雇

用
の

創
出

や
付

加
価

値
の

拡
大

を
も

た
ら

す
経

営
へ

の
発

展
に

向
け

た
取

組
み

を
支

援
す

る
。

 

さ
ら

に
、

労
働

環
境

の
改

善
、

女
性

の
経

営
参

画
や

農
福

連
携

等
、

先
導

的
な

農
業

経
営

を
実

践
す

る

優
良

経
営

体
（
リ

ー
ダ

ー
経

営
体

）
を

育
成

す
る

。
 

 ～
現

状
・
課

題
～

 

○
高

齢
化

の
進

行
等

に
よ

り
農

家
や

農
業

就
業

人
口

が
減

少
す

る
な

か
で

、
本

県
農

業
を

持
続

的
に

発
展

さ
せ

て
い

く
た

め
に

は
、

高
い

生
産

力
と

経
営

力
を

持
ち

、
他

産
業

と
遜

色
な

い
水

準
の

所
得

を
確

保
で

き
る

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
や

、
地

域
に

雇
用

を
生

み
出

す
企

業
的

な
経

営
を

実
践

す
る

ス
ー

パ
ー

ト
ッ

プ
ラ

ン

ナ
ー

の
育

成
を

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
ま

た
、

次
代

の
農

業
と

し
て

の
魅

力
を

高
め

る
た

め
、

本
県

農
業

経
営

の
リ

ー
ダ

ー
経

営
体

※
の

育
成

に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

 

※
リ

ー
ダ

ー
経

営
体

：
高

い
生

産
力

に
加

え
、

労
働

環
境

の
改

善
や

女
性

の
経

営
参

画
、

農
福

連
携

等
を

先
導

的
に

実
践

す
る

な
ど

他
の

経
営

体
の

模
範

と
な

る
優

良
経

営
体

(販
売

額
が

概
ね

１
億

円
以

上
の

法
人

経
営

体
) 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
農

業
経

営
の

成
功

事
例

の
情

報
発

信
の

強
化

［
関

連
］ 

・
就

農
意

欲
を

喚
起

す
る

た
め

の
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
を

活
用

し
、

県
内

で
活

躍
す

る
農

業
者

の
優

良
事

例
の

情
報

発
信

 
・
認

定
農

業
者

等
と

生
産

力
の

高
い

企
業

的
経

営
体

の
交

流
会

（
ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
等

）
の

開
催

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
地

域
農

業
を

け
ん

引
す

る
担

い
手

の
育

成
支

援
 

（
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

、
ス

ー
パ

ー
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

） 
・
専

門
家

の
助

言
に

よ
る

経
営

発
展

や
法

人
化

へ
の

支
援

 
・
高

度
な

経
営

力
を

有
す

る
経

営
体

の
育

成
に

向
け

た
農

業
経

営
塾

の
開

催
 

・
雇

用
創

出
や

付
加

価
値

の
拡

大
な

ど
、

企
業

的
な

地
域

の
担

い
手

を
目

指
す

経
営

発
展

へ
の

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
先

導
的

な
農

業
経

営
を

実
践

す
る

優
良

経
営

体
の

育
成

支
援

（
リ

ー
ダ

ー
経

営
体

）
 

・
労

働
環

境
改

善
な

ど
に

向
け

た
専

門
家

に
よ

る
助

言
 

・
女

性
や

従
業

員
の

経
営

力
向

上
に

向
け

た
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

④
青

年
農

業
士

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
支

援
 

・
経

営
力

向
上

や
地

域
農

業
の

振
興

を
図

る
た

め
の

研
修

会
等

の
開

催
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

農
産

物
販

売
額

1
,0

0
0

万
円

以
上

の
経

営
体

数
 

3
,4

4
2 

経
営

体
 

（
R
2

年
） 

3
,6

0
0 

経
営

体
 

3
,7

5
0 

経
営

体
 

3
,9

0
0 

経
営

体
 

4
,0

5
0 

経
営

体
 

農
産

物
販

売
額

3
,0

0
0

万
円

以
上

の
経

営
体

数
 

6
3
1 

経
営

体
 

（
R
2

年
） 

6
5
9 

経
営

体
 

6
8
6 

経
営

体
 

7
1
3 

経
営

体
 

7
4
0 

経
営

体
 

農
産

物
販

売
額

1
億

円
以

上
の

 
経

営
体

数
 

1
2
2 

経
営

体
 

（
R
2

年
） 

1
2
8 

経
営

体
 

1
3
3 

経
営

体
 

1
3
8 

経
営

体
 

1
4
3 

経
営

体
 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
農

林
業

セ
ン

サ
ス

」
 

 

 
 

 
 

 

- 45 -



※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
②

担
い

手
・

経
営

体
育

成
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

６
 

多
様

な
担

い
手

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
地

域
農

業
の

持
続

的
な

発
展

の
た

め
、

多
様

な
担

い
手

と
地

域
農

業
を

け
ん

引
す

る
経

営
体

と
の

連

携
・
協

働
に

よ
る

地
域

農
業

の
発

展
に

向
け

た
組

織
的

な
取

組
み

や
、

小
規

模
家

族
経

営
体

に
お

け

る
新

規
就

農
者

へ
の

経
営

継
承

な
ど

に
よ

る
発

展
的

再
生

や
女

性
の

活
躍

を
促

進
す

る
取

組
み

を
支

援
す

る
。

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
本

県
農

業
を

持
続

的
に

発
展

さ
せ

て
い

く
た

め
に

は
、

地
域

農
業

を
け

ん
引

す
る

経
営

体
の

育
成

に
加

え
、

営
農

組
織

や
新

規
就

農
者

を
含

む
小

規
模

家
族

経
営

、
女

性
農

業
者

な
ど

地
域

農
業

を
支

え
る

多

様
な

担
い

手
を

育
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
集

落
営

農
の

組
織

化
 

・
多

様
な

農
業

者
が

参
画

す
る

集
落

単
位

の
組

織
化

の
た

め
の

助
成

や
指

導
助

言
、

研
修

会
等

の
開

催
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
地

域
の

持
続

・
発

展
に

向
け

た
地

域
ぐ

る
み

の
取

組
み

の
促

進
 

・
省

力
化

・
労

力
補

完
等

を
図

る
取

組
み

や
、

担
い

手
確

保
の

受
け

皿
と

な
る

取
組

み
へ

の
支

援
 

・
生

産
体

制
の

強
化

に
向

け
た

取
組

み
へ

の
支

援
 

・
事

業
の

継
承

・発
展

に
向

け
た

取
組

み
へ

の
支

援
 

・
経

営
的

な
課

題
解

決
に

向
け

た
専

門
家

に
よ

る
助

言
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

③
新

た
な

担
い

手
に

よ
る

経
営

の
発

展
的

再
生

の
促

進
 

・
小

規
模

家
族

経
営

体
の

世
代

交
代

を
契

機
と

す
る

、
地

域
農

業
の

担
い

手
不

足
解

消
や

経
営

の
発

展
的

再
生

に
向

け
た

取
組

み
へ

の
支

援
 

・
新

規
就

農
者

の
経

営
発

展
に

向
け

た
取

組
み

へ
の

支
援

 
・
経

営
的

な
課

題
解

決
に

向
け

た
専

門
家

に
よ

る
助

言
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

新
規

就
農

者
受

入
協

議
会

等
の

設
置

数
 

1
5

組
織

 

（
R
2

年
度

）
 

2
0

組
織

 
2
5

組
織

 
3
0

組
織

 
3
5

組
織

 

女
性

新
規

就
農

者
数

 
5
6

人
 

（
R
2

年
度

）
 

6
0

人
 

7
0

人
 

8
5

人
 

1
0
0

人
 

出
典

：
農

業
経

営
・

所
得

向
上

推
進

課
調

べ
 

 

④
女

性
農

業
者

の
活

躍
促

進
[関

連
] 

・
女

性
の

労
働

環
境

改
善

へ
の

支
援

 
・
女

性
活

躍
の

場
の

拡
大

へ
の

支
援

 
・
女

性
の

取
組

み
に

係
る

情
報

発
信

へ
の

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

⑤
広

域
的

な
取

組
み

の
推

進
[関

連
] 

・
広

域
的

な
女

性
農

業
者

組
織

に
よ

る
公

開
講

座
・
情

報
発

信
活

動
へ

の
支

援
 

・
農

業
発

展
に

資
す

る
広

域
の

組
織

的
研

修
・
研

究
・
交

流
活

動
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
②

担
い

手
・

経
営

体
育

成
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

７
 

農
業

経
営

力
向

上
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
経

営
力

向
上

と
組

織
力

の
強

化
な

ど
、

農
業

経
営

の
発

展
に

向
け

た
法

人
化

な
ど

の
取

組
み

を
推

進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
高

い
生

産
力

や
販

売
力

、
収

益
性

、
経

営
の

継
続

性
を

有
し

、
安

定
的

な
地

域
雇

用
を

可
能

と
す

る
法

人

経
営

体
を

増
や

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

○
ま

た
、

次
代

の
本

県
農

業
経

営
の

リ
ー

ダ
ー

経
営

体
と

し
て

、
高

い
生

産
力

・
経

営
力

に
加

え
、

労
働

環

境
の

改
善

や
女

性
の

経
営

参
画

、
農

福
連

携
等

を
先

導
的

に
実

践
す

る
取

組
み

を
支

援
す

る
必

要
が

あ

る
。

 

○
農

業
経

営
に

お
け

る
経

営
や

技
術

に
係

る
課

題
解

決
に

つ
い

て
は

、
農

業
者

自
身

の
情

報
収

集
等

で
は

限
界

が
あ

り
、

農
業

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
に

よ
る

経
営

・
農

業
技

術
の

先
進

的
な

情
報

の
共

有
や

、
農

業

者
間

の
連

携
に

よ
る

課
題

解
決

を
促

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
農

業
経

営
の

法
人

化
 

・
県

と
関

係
団

体
、

専
門

家
等

で
構

成
す

る
農

業
経

営
相

談
所

に
よ

る
、

農
業

経
営

の
法

人
化

な
ど

、
農

業
経

営
の

発
展

へ
の

支
援

 
・
各

総
合

支
庁

に
設

置
し

て
い

る
農

業
経

営
支

援
チ

ー
ム

に
よ

る
法

人
化

の
取

組
み

な
ど

へ
の

伴
走

支
援

 
・
法

人
化

の
機

運
醸

成
や

経
営

向
上

力
向

上
の

た
め

の
研

修
会

の
開

催
 

・
法

人
化

に
伴

う
課

題
解

決
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
含

め
た

研
修

機
能

の
充

実
[関

連
] 

・
リ

カ
レ

ン
ト
講

座
や

公
開

講
座

の
開

設
、

農
林

業
者

の
経

営
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
研

修
等

、
農

林
業

経
営

者
等

が
体

系
的

・
継

続
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
機

会
の

提
供

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
先

導
的

な
農

業
経

営
を

実
践

す
る

優
良

経
営

体
の

育
成

支
援

（
リ

ー
ダ

ー
経

営
体

）
[関

連
] 

・
労

働
環

境
改

善
な

ど
に

向
け

た
専

門
家

に
よ

る
助

言
 

・
女

性
や

従
業

員
の

経
営

力
向

上
に

向
け

た
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

④
認

定
農

業
者

の
活

動
支

援
 

・
県

域
・
地

域
の

認
定

農
業

者
組

織
の

経
営

力
向

上
に

向
け

 
た

研
修

会
の

開
催

 
・
認

定
農

業
者

と
生

産
力

の
高

い
企

業
的

経
営

体
の

交
流

会
（
ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
等

）
の

開
催

 
・
農

業
経

営
改

善
計

画
の

達
成

に
向

け
た

経
営

指
導

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
○
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

農
業

法
人

数
 

7
5
2

法
人

 
（
R
2

年
度

）
 7

8
0

法
人

 8
2
0

法
人

 8
6
0

法
人

 9
0
0

法
人

 

出
典

：
農

業
経

営
・

所
得

向
上

推
進

課
調

べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
②

担
い

手
・

経
営

体
育

成
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

８
 

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
・
集

約
化

促
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
市

町
村

や
農

業
委

員
会

等
に

よ
る

地
域

に
お

け
る

話
合

い
、

マ
ッ

チ
ン

グ
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、

県
内

全
域

で
農

地
中

間
管

理
機

構
の

活
用

を
促

進
し

、
担

い
手

へ
の

農
地

の
集

積
・
集

約
化

を
推

進

す
る

。
 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
生

産
性

の
向

上
・
競

争
力

の
強

化
に

は
、

地
域

の
中

心
的

な
担

い
手

へ
の

一
層

の
農

地
集

積
・
集

約
化

が
重

要
で

あ
り

、
実

現
の

た
め

に
は

、
地

域
の

話
し

合
い

に
よ

り
実

質
化

を
進

め
た

「
人

・
農

地
プ

ラ
ン

」
の

着
実

な
実

行
が

必
要

で
あ

る
（
R1

年
度

末
66

.4
％

、
全

国
第

４
位

）
。

 

○
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

率
は

増
加

し
て

お
り

、
平

成
2
6

年
度

か
ら

始
ま

っ
た

農
地

中
間

管
理

事
業

に
よ

る
農

地
の

貸
し

付
け

面
積

は
令

和
元

年
度

末
ま

で
に

1
4
,0

92
h
a
、

う
ち

担
い

手
へ

の
新

規
集

積
は

5
,3

7
2
h
a

と
な

っ
て

い
る

。
 

○
平

場
の

水
田

地
帯

で
は

、
農

地
中

間
管

理
事

業
の

活
用

が
一

巡
し

た
地

域
が

多
い

。
一

方
で

、
中

山
間

地
域

や
畑

・
樹

園
地

で
の

活
用

は
十

分
で

は
な

く
、

農
地

中
間

管
理

事
業

を
活

用
し

な
が

ら
耕

作
条

件
を

改
善

で
き

る
農

地
整

備
事

業
を

実
施

す
る

な
ど

、
農

地
中

間
管

理
事

業
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
平

場
の

水
田

地
帯

を
中

心
に

、
集

積
か

ら
集

約
化

を
進

め
、

よ
り

効
率

的
な

担
い

手
に

よ
る

農
地

利
用

を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
農

地
利

用
の

最
適

化
の

推
進

 
・
実

質
化

し
た

「
人

・
農

地
プ

ラ
ン

」
の

着
実

な
実

行
及

び
定

期
的

な
見

直
し

に
係

る
市

町
村

や
農

業
委

員
会

等
に

よ
る

地
域

に
お

け
る

話
合

い
へ

の
支

援
 

・
各

農
業

委
員

会
に

置
か

れ
る

農
地

利
用

最
適

化
推

進
委

員
等

の
農

地
集

積
活

動
を

促
進

す
る

た
め

の
情

報
提

供
に

よ
る

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
農

地
中

間
管

理
機

構
の

活
用

促
進

 
・
農

地
中

間
管

理
機

構
を

フ
ル

活
用

し
た

機
構

関
連

農
地

整
備

事
業

に
よ

り
、

農
地

の
集

積
・
集

約
化

を
推

進
 

・
市

町
村

や
農

業
委

員
会

等
と

の
協

働
に

よ
り

、
農

地
中

間
管

理
機

構
を

活
用

し
た

農
地

の
集

積
・
集

約
化

の
推

進
 

・
担

い
手

へ
の

集
積

・
集

約
化

が
遅

れ
て

い
る

中
山

間
地

域
や

畑
・
樹

園
地

で
の

農
地

中
間

管
理

事
業

の
活

用
を

促
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
率

 
6
6
.4

％
 

（
R
1

年
度

）
 

7
5
% 

8
0
% 

8
5
% 

9
0
% 

農
地

中
間

管
理

機
構

関
連

農
地

 

整
備

事
業

に
よ

る
農

地
整

備
面

積
 

（
累

計
）
 

3
h
a 

（
R
1

年
度

）
 

8
0
h
a 

1
5
0
h
a 

2
2
0
h
a 

3
0
0
h
a 

 
出
典

：
上

段
 
農

林
水

産
省

「
担

い
手

の
農

地
利

用
集

積
状

況
調

査
」

 

下
段

 
農

村
計

画
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
②

担
い

手
・

経
営

体
育

成
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

９
 

ス
マ

ー
ト

農
業

普
及

加
速

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
施

設
栽

培
の

環
境

制
御

技
術

や
農

薬
散

布
ド

ロ
ー

ン
な

ど
収

益
性

が
高

く
省

力
効

果
の

大
き

い
技

術

の
開

発
・
実

証
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
活

用
方

法
の

周
知

を
行

い
、

農
業

人
材

の
育

成
を

通
し

た
、

ス

マ
ー

ト
農

業
の

普
及

を
加

速
す

る
。

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
ス

マ
ー

ト
農

業
の

普
及

推
進

の
た

め
、

県
内

各
地

で
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

新
技

術
の

実
証

等
を

行
い

、
普

及

に
向

け
て

現
状

で
の

課
題

（
収

益
性

の
向

上
や

人
材

の
育

成
な

ど
）
を

明
ら

か
に

し
た

。
 

○
現

場
で

は
、

比
較

的
導

入
コ

ス
ト
が

小
さ

く
、

利
便

性
が

高
く

省
力

化
効

果
が

共
有

さ
れ

て
い

る
機

器
、

サ

ー
ビ

ス
の

導
入

や
、

農
薬

散
布

用
ド

ロ
ー

ン
の

活
用

が
進

ん
で

い
る

。
 

 
 

 

○
ス

マ
ー

ト
農

業
の

普
及

加
速

に
は

、
「
収

益
性

の
向

上
」
が

重
要

で
あ

り
、

収
益

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
る

技
術

の

開
発

及
び

実
証

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
こ

れ
ま

で
個

別
技

術
の

実
証

を
中

心
に

実
施

し
て

き
た

も
の

の
、

普
及

加
速

の
た

め
大

規
模

な
社

会
実

装

に
つ

な
が

る
取

組
み

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
技

術
や

機
器

の
導

入
だ

け
で

は
コ

ス
ト
削

減
に

な
ら

な
い

た
め

、
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
機

器
や

サ
ー

ビ
ス

を

十
分

に
使

い
こ

な
す

「
人

材
の

育
成

」
が

必
要

で
あ

る
。

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
技

術
の

開
発

・
実

証
 

・
生

産
効

率
の

高
い

技
術

の
研

究
開

発
の

実
施

 
・
省

力
化

技
術

の
研

究
開

発
の

実
施

 
・
省

力
化

・
能

力
平

準
化

に
効

果
の

大
き

い
機

械
等

の
現

地

実
証

（
農

薬
散

布
ド

ロ
ー

ン
等

）
 

・
野

菜
パ

イ
プ

ハ
ウ

ス
の

環
境

制
御

装
置

の
現

地
実

証
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
技

術
の

普
及

加
速

 
・
産

地
単

位
で

の
「
つ

や
姫

」
の

衛
星

リ
モ

ー
ト
セ

ン
シ

ン
グ

に
よ

る
省

力
的

な
生

育
診

断
の

実
践

 
・
さ

く
ら

ん
ぼ

の
降

霜
ア

ラ
ー

ト
な

ど
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

現
地

実
装

 
・
す

い
か

で
実

証
し

た
省

力
化

や
高

品
質

化
の

ス
マ

ー
ト

技
術

の
実

践
 

・
中

山
間

地
域

等
の

条
件

不
利

地
域

に
お

け
る

持
続

可
能

な
農

業
の

確
立

に
向

け
た

ス
マ

ー
ト
農

業
技

術
の

導
入

 
[関

連
] 

・
ト

マ
ト

等
の

施
設

果
菜

類
に

お
け

る
、

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
装

置
に

よ
る

「
ハ

ウ
ス

環
境

の
見

え
る

化
」

と
、

定
期

的
な

生
育

調
査

に
よ

る
「
生

育
の

見
え

る
化

」
の

実
践

に
よ

り
産

地
の

高
位

平
準

化
の

推
進

[関
連

] 
・
畜

産
に

お
け

る
生

産
性

向
上

と
省

力
化

に
向

け
た

IC
T

技
術

(分
娩

・
発

情
通

報
シ

ス
テ

ム
等

)の
導

入
[関

連
] 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

ス
マ

ー
ト
農

業
の

取
組

件
数

（
累

計
）
 

7
7

件
 

(R
1

年
度

) 
1
0
5

件
 

1
2
0

件
 

1
3
5

件
 

1
5
0

件
 

出
典

：
農

業
技

術
環

境
課

調
べ

 

③
技

術
を

活
用

す
る

人
材

の
育

成
 

・
労

務
管

理
や

生
産

管
理

を
一

体
的

に
行

え
る

経
営

管
理

ツ
ー

ル
の

活
用

支
援

 
・
学

生
・
農

業
者

を
対

象
と

し
た

ス
マ

ー
ト
農

業
技

術
講

座
の

開
催

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
②

担
い

手
・

経
営

体
育

成
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
0
 

農
業

情
報

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
充

実
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
新

た
な

農
業

情
報

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

開
設

す
る

と
と

も
に

、
先

端
技

術
や

支
援

施
策

の
情

報
の

一
元

化
を

進
め

る
な

ど
に

よ
る

農
業

者
へ

の
情

報
発

信
機

能
の

充
実

・
強

化
に

取
り

組
む

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
消

費
者

ニ
ー

ズ
に

的
確

に
対

応
で

き
る

「
自

立
し

た
農

業
者

の
育

成
支

援
」
を

目
的

に
、

生
産

技
術

や
流

通
販

売
な

ど
の

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

提
供

す
る

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「
や

ま
が

た
ア

グ
リ

ネ
ッ

ト
（
愛

称
：
あ

ぐ
り

ん
）
」
を

平
成

14
年

10
月

か
ら

運
営

し
て

い
る

が
、

ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト
へ

の
対

応
な

ど
利

便
性

の

向
上

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 

○
気

象
災

害
や

病
害

虫
防

除
等

の
対

策
に

必
要

な
情

報
を

、
確

実
に

迅
速

に
農

業
者

へ
届

け
る

た
め

、
Ｓ

Ｎ

Ｓ
等

に
対

応
し

た
情

報
媒

体
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
ス

マ
ー

ト
農

業
の

情
報

や
県

の
施

策
・
補

助
事

業
等

、
散

在
す

る
情

報
を

一
元

化
し

、
農

業
者

の
利

便
性

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

※
「
や

ま
が

た
ア

グ
リ

ネ
ッ

ト
」
の

メ
ル

マ
ガ

配
信

農
家

数
：
2
,7

4
6

名
 

ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
ア

ク
セ

ス
割

合
：
２

割
（
令

和
3

年
2

月
1

日
現

在
）
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
農

業
情

報
サ

イ
ト

等
を

活
用

し
た

情
報

発
信

の
充

実
強

化
 

・
あ

ぐ
り

ん
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

等
の

発
行

回
数

の
増

加
に

よ
る

情
報

発
信

の
強

化
 

・
農

林
水

産
部

の
支

援
施

策
を

は
じ

め
と

し
た

農
業

情
報

の
一

元
化

に
よ

る
窓

口
機

能
の

強
化

 
・
ス

マ
ー

ト
農

業
等

の
先

端
技

術
情

報
の

掲
載

を
充

実
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
新

農
業

情
報

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
の

整
備

 
・
検

討
委

員
会

の
設

置
・
運

営
に

よ
る

整
備

内
容

の
検

討
 

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

へ
の

対
応

が
可

能
な

新
た

な
シ

ス
テ

ム
を

備
え

た
新

農
業

情
報

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
へ

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
 

〇
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

新
農

業
情

報
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ

の
登

録
利

用
者

数
 

―
 

(R
2

年
度

) 

サ
イ

ト
 

稼
働

 
1
5
0

人
 

3
5
0

人
 

5
5
0

人
 

出
典

：
農

業
技

術
環

境
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

１
 

意
欲
あ

る
多

様
な
担

い
手

の
育
成

・
確

保
 
②

担
い

手
・

経
営

体
育

成
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

１
1
 

農
業

経
営

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
記

録
的

な
大

雨
・
大

雪
な

ど
頻

発
・
激

甚
化

す
る

自
然

災
害

や
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

農
産

物
の

価
格

低
下

等
の

農
業

経
営

に
お

け
る

様
々

な
リ

ス
ク

に
対

応
し

、
農

業
経

営
の

安

定
化

を
図

る
た

め
、

行
政

と
農

業
関

係
団

体
が

連
携

し
た

オ
ー

ル
山

形
の

推
進

体
制

を
構

築
し

、
各

種

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

へ
の

加
入

促
進

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

る
。

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
記

録
的

な
大

雨
・
大

雪
な

ど
頻

発
・
激

甚
化

す
る

自
然

災
害

や
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

農
産

物
の

価
格

低
下

な
ど

経
営

へ
の

リ
ス

ク
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
農

業
経

営
の

安
定

化
に

向

け
て

、
収

入
保

険
制

度
や

農
業

共
済

制
度

な
ど

各
種

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト
へ

の
加

入
を

促
進

す
る

必
要

が

あ
る

。
 

○
一

方
、

各
種

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト
に

つ
い

て
、

農
業

者
の

理
解

が
進

ん
で

い
な

い
こ

と
や

、
経

営
形

態
に

よ
っ

て
適

切
な

制
度

を
選

択
す

る
こ

と
が

難
し

い
な

ど
の

課
題

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

制
度

に
係

る
情

報
提

供
な

ど

に
よ

る
理

解
促

進
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
オ

ー
ル

山
形

の
推

進
体

制
の

構
築

 
・
行

政
、

農
業

関
係

団
体

等
の

各
種

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト
の

実
施

主
体

等
で

構
成

す
る

オ
ー

ル
山

形
の

推
進

組
織

の
立

ち
上

げ
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
加

入
促

進
に

向
け

た
取

組
み

の
推

進
 

・
農

業
者

の
理

解
促

進
に

向
け

て
、

経
営

形
態

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
相

談
や

各
種

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト
の

制
度

を
紹

介
す

る
な

ど
の

取
組

み
の

展
開

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
農

作
業

中
の

事
故

防
止

に
向

け
た

啓
発

 
・
農

作
業

事
故

防
止

に
向

け
た

農
作

業
安

全
キ

ャ
ラ

バ
ン

の

展
開

や
講

習
会

な
ど

の
開

催
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

 
 

 
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

農
業

経
営

の
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
の

 

加
入

推
進

組
織

の
立

ち
上

げ
 

―
 

(R
2

年
度

)  
設

立
 

－
 

－
 

－
 

青
色

申
告

者
に

占
め

る
収

入
保

険
の

加
入

割
合

 

1
7
.8

% 

(R
3

年
度

)  
－

 
2
4
.6

% 
3
5
.0

% 
3
5
.0

% 

出
典

：
農

政
企

画
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

２
 

活
気
あ

る
し

な
や
か

な
農

村
の
創

造
 

③
基

盤
強

化
・

強
靭

化
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
2
 

水
田

農
業

の
低

コ
ス

ト
化

に
向

け
た

基
盤

整
備

促
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
農

地
の

大
区

画
化

や
用

排
水

路
の

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

化
等

に
よ

る
低

コ
ス

ト
・
省

力
化

な
ど

、
担

い
手

が

効
率

的
に

営
農

で
き

る
基

盤
整

備
と

、
農

地
の

集
約

化
を

促
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
主

食
用

米
の

需
要

量
が

減
少

し
て

い
る

中
で

、
「
生

産
の

目
安

」
に

基
づ

く
需

要
に

応
じ

た
米

づ
く

り
に

よ

る
農

業
所

得
の

確
保

と
収

益
性

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
た

め
に

は
、

ブ
ラ

ン
ド

化
に

加
え

、
低

コ
ス

ト
・
省

力

化
が

不
可

欠
で

あ
る

。
 

○
担

い
手

へ
の

農
地

の
集

積
・
集

約
化

を
加

速
さ

せ
、

米
の

生
産

コ
ス

ト
の

削
減

等
を

図
る

た
め

、
農

地
の

大
区

画
化

や
水

管
理

の
省

力
化

等
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
低

コ
ス

ト
・
省

力
化

に
向

け
た

基
盤

整
備

 
・
地

域
ニ

ー
ズ

や
特

性
を

踏
ま

え
た

農
地

の
大

区
画

化
と

用
排

水
路

の
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
化

の
推

進
 

・
自

動
操

舵
農

機
（
ト
ラ

ク
タ

ー
、

田
植

え
機

）
が

稼
働

し
や

す
い

大
区

画
形

状
の

基
盤

整
備

の
推

進
 

・
基

盤
整

備
と

併
せ

た
自

動
給

水
栓

の
導

入
な

ど
、

水
管

理
の

ＩＣ
Ｔ

化
に

向
け

た
施

設
整

備
の

推
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
担

い
手

へ
の

農
地

の
集

約
化

の
促

進
 

・
基

盤
整

備
を

契
機

と
し

た
水

田
に

お
け

る
担

い
手

へ
の

農
地

の
集

約
化

の
促

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

農
地

整
備

実
施

地
区

の
大

区
画

整

備
面

積
（
累

計
）
 

3
,5

6
0h

a 

（
H

3
0

年
度

）
 

4
,1

3
0h

a 
4
,3

2
0h

a 
4
,5

1
0h

a 
4
,7

0
0h

a 

基
盤

整
備

を
実

施
し

た
農

地
で

の

担
い

手
に

集
約

化
さ

れ
る

割
合

 

（
累

計
）
 

4
1
% 

（
H

3
0

年
度

）
 

8
4
% 

8
6
% 

8
8
% 

9
0
% 

 
出

典
：
農

村
計

画
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

２
 

活
気
あ

る
し

な
や
か

な
農

村
の
創

造
 

③
基

盤
強

化
・

強
靭

化
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
3
 

次
世

代
人

材
の

定
着

に
向

け
た

園
芸

団
地

形
成

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
次

世
代

を
担

う
意

欲
あ

る
農

業
者

の
定

着
・
経

営
発

展
に

向
け

た
、

Ｊ
Ａ

等
の

関
係

機
関

と
の

連
携

に

よ
る

新
た

な
担

い
手

の
確

保
・
育

成
が

可
能

な
園

芸
団

地
の

形
成

を
推

進
す

る
。

 

○
水

田
か

ら
高

収
益

作
物

へ
の

転
換

に
向

け
て

、
排

水
改

良
・
地

下
か

ん
が

い
等

の
水

田
の

畑
地

化
・

汎
用

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
産

地
形

成
に

向
け

た
園

芸
作

物
の

導
入

を
支

援
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
栽

培
管

理
や

作
業

の
効

率
化

が
図

ら
れ

、
省

力
機

械
化

体
系

の
導

入
に

よ
る

低
コ

ス
ト

生
産

が
可

能
な

大
規

模
園

芸
団

地
の

整
備

を
推

進
し

、
令

和
２

年
度

ま
で

に
２

０
団

地
が

形
成

さ
れ

た
。

 

○
今

後
、

生
産

者
の

高
齢

化
や

担
い

手
不

足
が

進
行

す
る

中
で

、
新

た
な

担
い

手
の

確
保

と
育

成
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
新

た
な

園
芸

産
地

づ
く

り
に

向
け

、
ＪＡ

等
の

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
新

規

就
農

者
等

の
受

入
れ

と
新

た
な

担
い

手
の

育
成

が
可

能
な

園
芸

団
地

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
果

樹
生

産
者

の
高

齢
化

な
ど

に
よ

る
栽

培
面

積
の

減
少

に
加

え
、

令
和

３
年

４
月

の
凍

霜
害

な
ど

度
重

な

る
気

象
災

害
に

よ
り

、
本

県
の

果
樹

農
業

を
取

り
巻

く
環

境
は

厳
し

さ
を

増
し

て
い

る
。

 

○
「
果

樹
王

国
や

ま
が

た
」
の

さ
ら

な
る

発
展

に
は

、
新

た
な

担
い

手
の

育
成

と
産

地
の

維
持

・
拡

大
に

向
け

た
「
先

行
投

資
型

果
樹

団
地

」
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
園

芸
団

地
及

び
果

樹
団

地
の

形
成

に
向

け
た

支
援

体
制

の
整

備
 

・
市

町
村

、
JA

、
土

地
改

良
区

、
県

等
で

構
成

す
る

支
援

チ
ー

ム
に

よ
る

園
芸

団
地

及
び

果
樹

団
地

の
形

成
へ

の
支

援
 

・
既

存
団

地
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
園

芸
団

地
の

整
備

へ
の

支
援

 
・
園

芸
団

地
の

形
成

に
向

け
た

生
産

施
設

・
農

業
機

械
等

の
整

備
に

対
す

る
補

助
 

・
既

存
団

地
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
先

行
投

資
型

果
樹

団
地

の
整

備
へ

の
支

援
 

・
果

樹
団

地
の

形
成

に
向

け
た

新
植

・
改

植
、

生
産

施
設

、

養
成

管
理

等
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

④
水

田
農

業
の

高
付

加
価

値
化

に
向

け
た

基
盤

整
備

 
・
園

芸
団

地
化

の
形

成
に

向
け

た
水

田
の

暗
渠

排
水

や
地

下
か

ん
が

い
施

設
等

の
基

盤
整

備
の

推
進

 

・
園

芸
作

物
で

活
用

す
る

井
戸

等
の

整
備

や
防

霜
・
防

除
用

水
等

の
確

保
の

た
め

の
既

存
畑

地
か

ん
が

い
施

設
等

の

活
用

 

・
園

芸
作

物
の

導
入

に
向

け
た

栽
培

実
証

ほ
場

の
設

置
へ

の
支

援
 

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

大
規

模
園

芸
団

地
の

数
（
累

計
）
 

2
0

団
地

 

（
R
2

年
度

）
 

2
2

団
地

 
2
4

団
地

 
2
6

団
地

 
2
8

団
地

 

水
田

畑
地

化
整

備
面

積
（
累

計
）
 

2
,5

8
0h

a 

（
R
1

年
度

）
 

3
,1

3
0h

a 
3
,3

5
0h

a 
3
,6

3
0h

a 
4
,0

0
0h

a 

果
樹

団
地

の
面

積
（
累

計
）
 

0
h
a 

(R
3

年
度

) 
－

 
2
0
h
a 

4
0
h
a 

6
0
h
a 

出
典

：
上

段
・
下

段
 

園
芸

大
国

推
進

課
調

べ
 

中
段

 
農

村
計

画
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

２
 

活
気
あ

る
し

な
や
か

な
農

村
の
創

造
 

③
基

盤
強

化
・

強
靭

化
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
4
 

災
害

等
に

強
い

農
業

・
農

村
づ

く
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
頻

発
・
激

甚
化

す
る

自
然

災
害

に
適

切
に

対
応

し
、

農
村

の
安

全
・
安

心
な

暮
ら

し
の

実
現

に
向

け
た

、

た
め

池
の

適
正

な
管

理
・
保

全
・
改

廃
等

の
防

災
・
減

災
対

策
と

、
持

続
的

な
農

業
生

産
を

可
能

に
す

る
農

業
用

水
の

安
定

供
給

を
果

た
す

農
業

水
利

施
設

の
長

寿
命

化
を

推
進

す
る

。
 

○
限

り
あ

る
農

業
用

水
を

有
効

活
用

す
る

た
め

の
高

度
利

用
に

向
け

た
取

組
み

を
推

進
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
地

震
や

集
中

豪
雨

に
伴

う
農

業
用

た
め

池
の

決
壊

に
よ

る
人

命
、

財
産

へ
の

被
害

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
 

○
県

内
の

た
め

池
の

半
数

以
上

が
、

集
落

や
個

人
が

管
理

す
る

た
め

池
で

あ
り

、
組

織
の

弱
体

化
や

高
齢

化
に

よ
り

、
た

め
池

の
適

切
な

管
理

が
困

難
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

 

○
県

が
造

成
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

の
半

数
以

上
が

標
準

的
な

耐
用

年
数

を
超

過
し

、
老

朽
化

の
進

行
が

顕
著

な
状

況
に

あ
る

。
 

○
施

設
の

老
朽

化
に

よ
り

、
揚

水
機

の
緊

急
停

止
、

送
水

管
の

破
損

等
、

突
発

的
な

事
故

が
発

生
し

、
営

農

に
支

障
を

き
た

し
て

い
る

。
 

○
農

村
地

域
の

過
疎

化
、

高
齢

化
、

混
住

化
等

の
進

行
に

伴
う

集
落

機
能

の
低

下
に

よ
り

、
地

域
の

共
同

活

動
に

よ
り

支
え

ら
れ

て
い

る
農

業
・
農

村
の

多
面

的
機

能
の

発
揮

に
支

障
が

生
じ

て
い

る
ほ

か
、

農
業

用

水
路

等
の

保
全

管
理

に
対

す
る

担
い

手
農

家
の

負
担

が
増

加
し

て
い

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
た

め
池

等
の

強
靭

化
に

向
け

た
基

盤
整

備
 

・
耐

震
及

び
豪

雨
対

策
調

査
結

果
に

基
づ

く
、

集
中

的
か

つ
計

画
的

な
た

め
池

の
改

修
・
整

備
 

・
適

切
に

維
持

管
理

さ
れ

て
い

な
い

た
め

池
の

廃
止

や
統

廃
合

 
・
た

め
池

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
、

た
め

池
の

適
切

な
保

全
管

理
体

制
の

構
築

及
び

非
か

ん
が

い
期

間
の

洪
水

調
節

機
能

の
体

制
強

化
 

・
近

年
の

豪
雨

等
に

よ
る

被
災

状
況

を
踏

ま
え

た
、

計
画

的
な

排
水

機
場

や
排

水
路

の
整

備
 

・
災

害
発

生
時

に
お

け
る

迅
速

な
復

旧
等

へ
の

技
術

的
な

支
援

 
・
農

地
地

す
べ

り
防

止
区

域
に

お
け

る
定

期
、

日
常

、
緊

急
点

検
に

よ
る

適
切

な
維

持
管

理
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
農

業
用

水
の

安
定

供
給

と
高

度
利

用
に

向
け

た
基

盤
整

備
 

・
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

の
劣

化
状

況
等

を
踏

ま
え

た
計

画
的

な
更

新
整

備
 

・
県

管
理

施
設

の
適

切
な

保
全

管
理

と
土

地
改

良
区

等
の

体
制

強
化

を
含

め
た

円
滑

な
施

設
の

維
持

管
理

へ
の

支
援

 
・
民

間
発

電
事

業
者

等
と

の
連

携
や

施
設

整
備

に
よ

る
小

水
力

発
電

の
導

入
促

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

優
先

す
る

防
災

重
点

農
業

用
た

め
池

※

の
対

策
実

施
率

 

3
0
.5

％
 

(R
2

年
度

) 
4
2
％

 
5
5
％

 
6
7
％

 
8
0
％

 

※
「優

先
す

る
防

災
重

点
農

業
用

た
め

池
」：

堤
高

10
ｍ

以
上

ま
た

は
貯

水
量

10
万

ｍ
3

以
上

で
下

流
域

に
比

較
的

影
響

の
大

き
い

た
め

池
 

 

 
 

 
 

 
 

出
典

：
農

村
計

画
課

調
べ

 

③
多

面
的

機
能

の
維

持
・
発

揮
に

向
け

た
地

域
の

共
同

活
動

へ
の

支
援

 
・
多

面
的

機
能

支
払

制
度

を
活

用
し

た
農

地
や

農
業

用
水

路
等

の
維

持
・
保

全
活

動
を

支
援

 
・
水

田
の

持
つ

雨
水

貯
留

機
能

を
活

用
し

た
「
田

ん
ぼ

ダ
ム

」
の

取
組

み
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

２
 

活
気
あ

る
し

な
や
か

な
農

村
の
創

造
 

③
基

盤
強

化
・

強
靭

化
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
5
 

鳥
獣

被
害

対
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
市

町
村

の
被

害
防

止
計

画
に

基
づ

き
、

市
町

村
が

中
心

と
な

っ
た

総
合

的
な

被
害

防
止

活
動

を
支

援

す
る

。
 

〇
地

域
で

活
動

す
る

リ
ー

ダ
ー

等
の

人
材

確
保

・
育

成
を

促
進

し
、

住
民

主
体

の
集

落
単

位
に

よ
る

主
要

な
対

策
を

組
み

合
わ

せ
た

総
合

的
な

鳥
獣

被
害

対
策

を
推

進
す

る
。

 

〇
特

に
イ

ノ
シ

シ
の

被
害

対
策

を
強

化
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
野

生
鳥

獣
に

よ
る

農
作

物
被

害
の

被
害

総
額

は
４

億
円

台
ま

で
減

少
し

た
も

の
の

、
イ

ノ
シ

シ
は

生
息

域

が
拡

大
し

、
生

息
頭

数
が

増
加

し
て

お
り

、
イ

ノ
シ

シ
に

よ
る

農
作

物
被

害
額

が
急

増
か

ら
微

増
に

転
じ

る

も
予

断
を

許
さ

な
い

状
況

に
あ

る
。

 

○
鳥

獣
に

よ
る

被
害

は
、

農
作

物
へ

の
直

接
的

な
被

害
の

み
な

ら
ず

、
農

業
者

の
営

農
意

欲
の

減
退

や
耕

作
放

棄
地

の
増

加
等

を
も

た
ら

し
、

農
林

業
に

深
刻

な
影

響
を

与
え

て
い

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
鳥

獣
被

害
防

止
対

策
活

動
へ

の
支

援
 

・
市

町
村

の
被

害
防

止
計

画
に

基
づ

き
、

市
町

村
が

中
心

と
な

り
実

施
す

る
侵

入
防

止
柵

の
設

置
、

わ
な

の
増

設
、

追
払

い
活

動
、

有
害

捕
獲

な
ど

、
被

害
防

止
対

策
活

動
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
鳥

獣
被

害
防

止
対

策
の

地
域

主
体

に
よ

る
推

進
 

・
鳥

獣
被

害
対

策
を

推
進

す
る

地
域

で
活

動
す

る
リ

ー
ダ

ー
等

の
研

修
等

に
よ

る
人

材
確

保
・
育

成
の

促
進

 
・
被

害
防

除
対

策
（
侵

入
防

止
柵

の
設

置
等

）
、

生
息

環
境

管
理

（
放

棄
果

実
の

除
去

等
）
及

び
捕

獲
対

策
を

組
み

合
せ

た
、

地
域

の
実

情
に

あ
っ

た
住

民
主

体
の

集
落

単
位

に
よ

る
総

合
的

か
つ

継
続

的
な

鳥
獣

被
害

対
策

の
実

践
と

、
そ

の
成

果
の

周
辺

地
域

へ
の

波
及

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
イ

ノ
シ

シ
の

豚
熱

対
策

の
支

援
 

・
イ

ノ
シ

シ
の

豚
熱

防
疫

対
策

物
品

の
購

入
へ

の
支

援
等

、
豚

熱
ま

ん
延

防
止

に
向

け
た

取
組

み
の

推
進

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

 
 

 
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

鳥
獣

に
よ

る
農

作
物

被
害

額
 

4
6
4

百
万

円
 

(R
1

年
度

) 
41

5
百

万
円

 3
90

百
万

円
 3

70
百

万
円

 
35

0
百

万
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
野

生
鳥

獣
に

よ
る

農
作

物
被

害
状

況
調

査
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

２
 

活
気
あ

る
し

な
や
か

な
農

村
の
創

造
 

④
地

域
活

性
化

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
6
 

元
気

な
農

村
（
む

ら
）
づ

く
り

総
合

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
農

林
水

産
物

等
の

豊
富

な
地

域
資

源
と

女
性

や
若

者
等

の
力

を
活

か
し

、
付

加
価

値
の

創
出

や
働

く

場
を

生
み

出
す

地
域

内
起

業
を

促
進

さ
せ

る
と

と
も

に
、

多
様

な
産

業
分

野
、

業
種

・
業

界
の

垣
根

を

越
え

た
連

携
・
協

働
に

よ
る

「
地

域
の

統
合

力
」
を

発
揮

さ
せ

る
。

 
 
～

現
状

・
課

題
～

 

○
農

業
の

就
業

人
口

の
減

少
・
高

齢
化

が
顕

著
で

、
営

農
・
生

産
条

件
が

不
利

な
中

山
間

地
域

を
は

じ
め

と

し
た

農
山

村
に

お
い

て
、

地
域

農
業

を
維

持
・
発

展
さ

せ
て

い
く

た
め

に
は

、
①

所
得

と
雇

用
機

会
の

確

保
、

②
定

住
・
営

農
継

続
に

向
け

た
条

件
整

備
、

③
地

域
を

支
え

る
新

た
な

活
力

の
創

出
、

に
向

け
た

取

組
み

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
そ

の
た

め
、

県
内

の
農

山
村

に
お

け
る

、
①

多
様

な
農

業
経

営
（
複

合
経

営
等

）
の

推
進

、
②

地
域

資
源

の
発

掘
・
磨

き
上

げ
や

他
産

業
と

の
連

携
、

③
地

域
経

済
の

循
環

拡
大

、
な

ど
、

農
業

生
産

活
動

等
の

維

持
・
発

展
に

向
け

た
先

進
的

な
取

組
み

を
促

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

○
ま

た
、

本
県

は
、

県
内

各
地

で
四

季
折

々
に

多
彩

で
豊

富
な

果
物

が
生

産
さ

れ
て

い
る

と
い

う
全

国
的

に

も
稀

な
特

長
を

有
し

て
い

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

果
物

の
旬

が
短

く
、

年
間

を
通

し
た

活
用

が
難

し
い

な
ど

、

本
県

の
果

物
全

体
の

魅
力

を
十

分
に

は
活

用
で

き
て

い
な

い
現

状
が

あ
り

、
こ

う
し

た
多

彩
で

豊
富

な
果

物
の

魅
力

を
国

内
外

に
発

信
し

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

げ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
元

気
な

農
村

づ
く
り

に
向

け
た

機
運

醸
成

 
・
中

山
間

地
域

を
は

じ
め

と
し

た
農

山
村

に
お

け
る

地
域

農
業

の
維

持
・
発

展
に

向
け

た
取

組
み

の
方

向
性

な
ど

に
つ

い
て

の
検

討
・協

議
 

・
中

山
間

地
域

等
の

先
進

的
な

取
組

み
に

関
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

 
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
地

域
づ

く
り

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
・
確

保
 

・
地

域
活

性
化

の
取

組
み

の
中

心
的

な
役

割
を

担
う

人
材

の
育

成
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
話

合
い

に
よ

る
合

意
形

成
支

援
 

・
集

落
・
組

織
等

に
お

け
る

話
合

い
に

よ
る

地
域

の
将

来
像

の
共

有
を

図
る

た
め

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
等

を
通

し
た

、
地

域
に

お
け

る
行

動
計

画
（
実

践
的

集
落

戦
略

な
ど

）
の

策
定

へ
の

支
援

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

県
の

支
援

に
よ

る
活

力
あ

る
地

域
づ

く

り
の

実
践

件
数

 

（
平

成
2
6

年
度

か
ら

の
累

計
）
 

2
7

件
 

(R
2

年
度

) 
3
9

件
 

5
1

件
 

6
3

件
 

7
5

件
 

 
出

典
：
農

政
企

画
課

調
べ

 

④
地

域
資

源
を

活
用

し
た

付
加

価
値

創
出

の
支

援
 

・
行

動
計

画
等

に
基

づ
き

実
施

す
る

地
域

の
将

来
像

の
実

現

に
向

け
た

先
進

的
な

取
組

み
の

立
上

げ
（
試

行
）
の

支
援

 
・
農

林
水

産
物

等
の

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

や
付

加
価

値
の

高
い

農
作

物
の

導
入

等
の

所
得

向
上

に
つ

な
が

る
取

組
み

の
芽

出
し

へ
の

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

⑤
多

彩
で

豊
富

な
果

物
を

活
用

し
た

情
報

発
信

の
推

進
 

・
さ

く
ら

ん
ぼ

を
は

じ
め

と
す

る
本

県
の

多
彩

で
豊

富
な

果
物

の
魅

力
を

活
用

し
た

、
県

内
外

へ
の

情
報

発
信

と
地

域
活

性
化

の
取

組
み

の
推

進
 

〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

２
 

活
気
あ

る
し

な
や
か

な
農

村
の
創

造
 

④
地

域
活

性
化

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
7
 

中
山

間
・
棚

田
地

域
持

続
的

農
地

保
全

・
振

興
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
集

落
の

話
し

合
い

を
踏

ま
え

た
集

落
の

将
来

像
や

行
動

計
画

の
作

成
等

に
よ

り
、

担
い

手
と

農
地

の

利
用

・
保

全
の

課
題

を
解

決
す

る
。

ま
た

、
良

好
な

景
観

形
成

な
ど

魅
力

あ
る

地
域

資
源

を
有

す
る

棚

田
地

域
に

お
い

て
施

策
横

断
的

な
取

組
み

を
促

進
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
中

山
間

地
域

等
の

農
村

集
落

に
お

い
て

は
、

農
家

や
人

口
の

減
少

に
よ

り
、

農
地

や
美

し
い

農
村

の
景

観
・
自

然
環

境
、

地
域

に
受

け
継

が
れ

て
き

た
伝

統
文

化
、

さ
ら

に
は

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

さ
え

も

困
難

に
な

り
つ

つ
あ

る
。

 

○
農

業
者

の
減

少
や

高
齢

化
に

加
え

、
平

地
に

比
べ

営
農

条
件

が
悪

く
生

産
条

件
が

不
利

な
農

地
が

多
い

こ
と

か
ら

、
農

地
や

農
業

用
水

路
の

維
持

管
理

が
困

難
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

 

○
上

流
域

に
あ

り
農

業
生

産
条

件
が

特
に

不
利

な
棚

田
地

域
は

、
棚

田
と

い
う

地
域

資
源

が
あ

り
つ

つ
も

、
耕

作
の

継
続

が
困

難
で

荒
廃

の
危

機
に

直
面

し
て

い
る

。
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
中

山
間

地
域

な
ど

に
お

け
る

農
地

保
全

 
・
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
制

度
や

多
面

的
機

能
支

払
制

度
を

活
用

し
た

農
地

や
農

業
用

水
路

等
の

保
全

の
取

組
み

へ
の

支
援

 
・
中

山
間

地
域

等
の

条
件

不
利

地
域

に
お

け
る

持
続

可
能

な
農

業
の

確
立

に
向

け
た

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
導

入
促

進
 

・
荒

廃
農

地
の

実
態

調
査

と
再

生
利

用
等

、
必

要
な

荒
廃

農
地

の
解

消
に

向
け

た
取

組
み

へ
の

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
話

合
い

に
よ

る
合

意
形

成
支

援
[関

連
] 

・
集

落
・
組

織
等

に
お

け
る

話
合

い
に

よ
る

地
域

の
将

来
像

の
共

有
を

図
る

た
め

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
等

を
通

し

た
、

地
域

に
お

け
る

行
動

計
画

（
実

践
的

集
落

戦
略

な
ど

）

の
策

定
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

中
山

間
地

域
の

農
地

保
全

取
組

面
積

 
8
,4

3
4
ｈ

a 

(R
2

年
度

) 
8
,5

4
0h

a 
8
,6

4
0h

a 
8
,7

4
0h

a 
8
,8

5
0h

a 

棚
田

地
域

振
興

法
に

お
け

る
指

定
棚

田
地

域
振

興
活

動
計

画
の

認
定

地
区

数
（
累

計
）
 

3
地

区
 

(R
2

年
度

) 
6

地
区

 
9

地
区

 
1
2

地
区

 
1
5

地
区

 

出
典

：
農

村
計

画
課

調
べ

 

③
地

域
資

源
を

活
用

し
た

付
加

価
値

創
出

の
支

援
[関

連
] 

・
行

動
計

画
等

に
基

づ
き

実
施

す
る

地
域

の
将

来
像

の
実

現

に
向

け
た

先
進

的
な

取
組

み
の

立
上

げ
（
試

行
）
へ

の
支

援
 

・
農

林
水

産
物

等
の

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

や
付

加
価

値
の

高
い

農
作

物
の

導
入

等
の

所
得

向
上

に
つ

な
が

る
取

組
み

の
芽

出
し

へ
の

支
援

 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

④
棚

田
地

域
の

振
興

 
・
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
制

度
に

よ
る

農
地

の
保

全
 

・
や

ま
が

た
の

棚
田

2
0

選
を

は
じ

め
と

す
る

棚
田

の
地

域
資

源
の

観
光

活
用

や
魅

力
の

発
信

 
・
棚

田
地

域
振

興
法

に
基

づ
い

た
指

定
棚

田
地

域
に

お
け

る
活

動
計

画
の

作
成

や
実

践
活

動
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

２
 

活
気
あ

る
し

な
や
か

な
農

村
の
創

造
 

④
地

域
活

性
化

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
8
 

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
地

域
で

豊
富

に
存

在
す

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
活

用
し

、
農

林
漁

業
者

の
所

得
向

上
と

地
域

活

性
化

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
、

農
林

水
産

分
野

へ
の

導
入

を
推

進
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
農

業
水

利
施

設
を

活
用

し
た

小
水

力
発

電
は

、
県

で
施

設
を

整
備

し
土

地
改

良
区

が
発

電
主

体
と

な
る

こ

と
に

よ
り

進
め

て
き

た
が

、
更

な
る

推
進

を
図

る
観

点
か

ら
民

間
発

電
事

業
者

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

施
設

が
県

内
各

地
に

整
備

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
需

要
が

増
大

し
、

発
電

利
用

が
進

む
一

方
、

熱
利

用
が

進
ん

で
い

な
い

こ
と

か
ら

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
循

環
利

用
と

熱

利
用

を
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
小

水
力

発
電

の
導

入
促

進
 

・
民

間
発

電
事

業
者

等
と

の
連

携
や

施
設

整
備

に
よ

る
小

水
力

発
電

の
導

入
促

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
利

用
促

進
[関

連
] 

・
木

質
燃

料
の

供
給

施
設

の
整

備
や

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
ボ

イ
ラ

ー
の

導
入

等
へ

の
支

援
 

・
中

山
間

地
域

に
お

け
る

成
長

の
早

い
ヤ

ナ
ギ

を
利

用
し

た
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

圃
場

の
生

産
モ

デ
ル

事
業

等
へ

の
支

援
 

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

小
水

力
発

電
出

力
の

合
計

（
累

計
）
 

1
,9

2
7
ｋ
W

 

(R
2

年
度

)  
2
,0

6
0
ｋ
W

 2
,2

4
0
ｋ
W

 2
,4

3
8
ｋ
W

 2
,5

7
3
ｋ
W

 

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
供

給
量

[関
連

] 
2
0
2

千
ｔ 

(R
1

年
) 

2
2
7

千
t 

2
4
0

千
t 

2
5
2

千
ｔ 

2
6
5

千
t 

出
典

：
上

段
 
農

村
計

画
課

調
べ

 
 

 
 
 

下
段

 
森

林
ノ

ミ
ク

ス
推

進
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

２
 

活
気
あ

る
し

な
や
か

な
農

村
の
創

造
 

⑤
環

境
保

全
型

農
業

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
9
 

持
続

可
能

な
農

業
生

産
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
環

境
保

全
型

農
業

を
県

内
全

域
に

拡
大

さ
せ

る
た

め
、

特
別

栽
培

農
産

物
の

認
証

取
得

な
ど

、
農

業

者
へ

の
支

援
策

を
講

じ
る

と
と

も
に

､環
境

保
全

効
果

の
根

拠
デ

ー
タ

の
公

表
等

に
よ

り
、

消
費

者
の

理
解

醸
成

に
取

り
組

む
。

 

○
県

産
農

産
物

の
安

全
・
安

心
確

保
に

向
け

た
取

組
み

レ
ベ

ル
と

、
輸

出
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
の

向
上

に
つ

な

が
る

、
国

際
水

準
Ｇ

Ａ
Ｐ

等
の

導
入

と
認

証
取

得
を

積
極

的
に

推
奨

す
る

。
 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
本

県
農

業
の

持
続

性
を

確
保

す
る

た
め

に
推

進
し

て
き

た
有

機
農

業
や

特
別

栽
培

等
の

環
境

保
全

型

農
業

は
、

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓの

観
点

か
ら

そ
の

重
要

性
が

高
ま

っ
て

い
る

。
 

○
環

境
保

全
型

農
業

の
拡

大
の

た
め

に
は

、
効

果
的

な
支

援
制

度
の

運
用

等
に

よ
り

農
業

者
の

取
組

み
を

喚
起

す
る

と
と

も
に

、
消

費
者

の
評

価
獲

得
に

よ
り

購
買

意
欲

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
少

子
高

齢
化

に
よ

り
縮

小
す

る
国

内
市

場
に

お
け

る
競

争
力

強
化

に
向

け
、

消
費

者
が

重
視

す
る

「
安

全
性

」
の

確
保

に
向

け
た

取
組

み
と

、
輸

出
を

は
じ

め
と

し
た

国
内

外
の

取
引

要
件

と
な

る
、

「
国

際
水

準

Ｇ
Ａ

Ｐ
」
等

の
導

入
及

び
認

証
取

得
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
こ

の
た

め
、

Ｇ
Ａ

Ｐ
指

導
体

制
の

構
築

・
強

化
を

図
り

な
が

ら
、

農
業

者
の

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

理
解

醸
成

に
よ

る
国

際
水

準
Ｇ

Ａ
Ｐ

の
導

入
・
認

証
取

得
及

び
こ

れ
ま

で
取

り
組

ん
で

き
た

山
形

県
版

G
A

P
か

ら
国

際
水

準
Ｇ

Ａ
Ｐ

へ
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
環

境
保

全
型

農
業

の
全

県
的

拡
大

 
・
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

金
の

活
用

促
進

に
向

け
た

農
家

へ
の

情
報

提
供

や
市

町
村

へ
の

働
き

か
け

 
・
特

別
栽

培
農

産
物

認
証

制
度

説
明

会
の

開
催

 
・
有

機
農

業
相

談
窓

口
と

熟
練

有
機

農
業

者
（
や

ま
が

た
有

機
農

業
の

匠
）
の

連
携

に
よ

る
栽

培
技

術
や

認
証

取
得

に
関

す
る

研
修

・
指

導
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
環

境
保

全
型

農
業

に
対

す
る

消
費

者
の

理
解

醸
成

 
・
年

次
報

告
等

に
よ

る
地

球
温

暖
化

防
止

効
果

の
公

表
 

・
展

示
圃

等
を

活
用

し
た

生
物

多
様

性
保

全
効

果
の

調
査

と
結

果
公

表
 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

等
に

よ
る

環
境

保
全

型
農

業
に

関
す

る
情

報
発

信
  

・
全

国
展

示
会

・
商

談
会

に
向

け
た

出
展

へ
の

支
援

 
・
環

境
保

全
型

農
業

に
関

す
る

県
内

販
売

促
進

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

特
別

栽
培

農
産

物
認

証
面

積
 

1
4
,8

00
h
a 

（
R
1

年
度

）
 1

5
,6

00
h
a 

1
6
,0

00
h
a 

1
6
,4

00
h
a 

1
6
,8

00
h
a 

国
際

Ｇ
Ａ

Ｐ
認

証
取

得
件

数
 

（
累

計
）
 

3
6

件
 

（
R
1

年
度

）
 

3
8

件
 

4
2

件
 

4
6

件
 

5
0

件
 

出
典

：
農

業
技

術
環

境
課

調
べ

 

③
国

際
水

準
Ｇ

Ａ
Ｐ

等
の

導
入

及
び

認
証

Ｇ
Ａ

Ｐ
取

得
の

推

進
 

・
普

及
指

導
員

を
対

象
と

し
た

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

等
に

よ
る

指
導

体
制

の
強

化
 

・
農

業
者

を
対

象
と

し
た

Ｇ
Ａ

Ｐ
研

修
等

に
よ

る
国

際
水

準
 

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

導
入

及
び

認
証

取
得

の
啓

発
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

④
主

要
農

作
物

及
び

地
域

特
産

作
物

の
病

害
虫

防
除

対

策
の

確
立

 

・
主

要
農

作
物

の
難

防
除

病
害

虫
に

対
す

る
防

除
技

術
の

確
立

 

・
地

域
特

産
作

物
の

生
産

の
た

め
の

農
薬

の
登

録
拡

大
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑥

土
地

利
用

型
作

物
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
0
 

県
産

米
ブ

ラ
ン

ド
化

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
売

れ
る

米
づ

く
り

に
向

け
て

、
「
つ

や
姫

」
や

「
雪

若
丸

」
等

の
県

産
米

ブ
ラ

ン
ド

化
戦

略
を

構
築

し
、

戦

略
に

基
づ

い
た

生
産

・
流

通
・
販

売
を

展
開

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
「
つ

や
姫

」
に

つ
い

て
は

、
更

な
る

高
品

質
・
良

食
味

米
生

産
に

加
え

適
正

収
量

確
保

に
向

け
た

取
組

み

を
進

め
る

と
と

も
に

、
ト
ッ

プ
ブ

ラ
ン

ド
米

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

価
格

ポ
ジ

シ
ョ

ン
を

維
持

し
な

が
ら

、
幅

広
く

需
要

拡
大

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
「
雪

若
丸

」
に

つ
い

て
は

、
高

品
質

・
良

食
味

米
の

安
定

生
産

と
適

正
収

量
の

確
保

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

大
都

市
圏

を
中

心
と

し
た

認
知

度
向

上
と

購
買

を
促

進
す

る
取

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
県

産
米

の
一

層
の

評
価

向
上

を
図

る
た

め
、

高
品

質
・
良

食
味

米
の

安
定

生
産

に
継

続
し

て
取

り
組

む

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
生

産
者

の
減

少
や

規
模

拡
大

に
対

応
す

る
た

め
、

低
コ

ス
ト
栽

培
技

術
の

検
証

等

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
「
つ

や
姫

」
の

ブ
ラ

ン
ド

化
戦

略
の

推
進

 
・
先

進
技

術
を

活
用

し
た

「
ス

マ
ー

ト
つ

や
姫

」
の

実
装

に
よ

る
、

品
質

・
食

味
・
収

量
の

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
の

推
進

 
・
次

世
代

ユ
ー

ザ
ー

や
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
な

ど
の

購
買

促
進

・
消

費
拡

大
に

向
け

、
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
や

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
か

し
た

新
た

な
手

法
に

よ
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

展
開

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
「
雪

若
丸

」
の

ブ
ラ

ン
ド

化
戦

略
の

推
進

 
・
各

生
産

組
織

へ
の

専
任

サ
ポ

ー
タ

ー
の

配
置

に
よ

る
、

ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト
の

両
面

か
ら

の
サ

ポ
ー

ト
を

通
し

た
、

品
質

・
食

味
・
収

量
の

高
位

安
定

化
ミ
ッ

シ
ョ
ン

の
展

開
 

・
Ｃ

Ｍ
を

核
と

し
た

ク
ロ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

等
に

よ
る

、
購

買
層

に
対

応
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
展

開
 

・
多

様
な

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
た

需
要

開
拓

の
推

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
ス

マ
ー

ト
農

業
や

コ
ス

ト
低

減
技

術
に

よ
る

県
産

米
の

品
質

・
評

価
の

向
上

 
・
米

づ
く

り
運

動
を

中
心

に
、

先
進

技
術

の
導

入
に

よ
る

県
産

米
全

体
の

評
価

向
上

を
図

る
た

め
の

高
品

質
・
良

食
味

米
生

産
の

推
進

 
・
品

質
・
食

味
を

維
持

し
た

新
た

な
コ

ス
ト
低

減
技

術
の

普
及

に
向

け
た

検
証

・
実

践
（
直

播
、

高
密

度
播

種
栽

培
等

）
 

・
省

力
化

や
コ

ス
ト

低
減

に
向

け
た

生
産

施
設

・
農

業
機

械
等

の
整

備
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

「
つ

や
姫

」
の

相
対

取
引

価
格

の
 

全
国

順
位

 

２
位

 

（
R
2

年
） 

２
位

 
２

位
 

１
位

 
１

位
 

「
雪

若
丸

」
の

全
国

認
知

度
 

3
3
％

 

（
R
2

年
） 

6
0
％

 
8
0
％

 
8
0
％

 
8
0
％

 

出
典

：
上

段
 

農
林

水
産

省
「
米

の
相

対
取

引
価

格
」
 

下
段

 
山

形
県

広
報

効
果

測
定

調
査

 
 

 
 

 
 

④
水

稲
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

の
開

発
 

・
所

得
確

保
が

期
待

で
き

る
極

良
食

味
品

種
や

多
収

品
種

の
開

発
 

〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑥

土
地

利
用

型
作

物
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
1
 

需
要

に
応

じ
た

米
生

産
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
地

域
農

業
再

生
協

議
会

や
関

係
機

関
と

連
携

し
、

県
農

業
再

生
協

議
会

に
お

い
て

設
定

す
る

「
生

産

の
目

安
」
に

オ
ー

ル
山

形
で

取
り

組
み

、
需

要
に

応
じ

た
米

生
産

を
推

進
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
人

口
減

少
及

び
食

の
多

様
化

で
、

主
食

用
米

の
需

要
量

は
毎

年
10

万
ト
ン

程
度

の
減

少
を

続
け

て
い

る

こ
と

か
ら

、
関

係
機

関
・
団

体
と

連
携

し
て

オ
ー

ル
山

形
で

需
要

に
応

じ
た

米
生

産
に

取
り

組
む

必
要

が

あ
る

。
 

○
主

食
用

米
と

非
主

食
用

米
で

は
生

産
者

の
所

得
に

格
差

が
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
交

付
金

を
活

用
し

て
、

地

域
の

実
情

に
応

じ
た

作
付

転
換

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 

    

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
需

要
に

応
じ

た
米

生
産

の
推

進
 

・
地

域
農

業
再

生
協

議
会

及
び

関
係

機
関

・
団

体
に

よ
る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
会

議
に

お
け

る
、

需
要

に
応

じ
た

米
生

産
の

あ
り

方
の

検
討

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

米
生

産
の

推
進

 
・
主

食
用

米
以

外
に

、
交

付
金

の
活

用
に

よ
る

、
飼

料
用

米
や

米
粉

用
米

、
新

市
場

開
拓

用
米

、
W

C
S

用
稲

、
加

工
用

米
等

の
取

組
み

を
拡

大
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

「
生

産
の

目
安

」
の

範
囲

内
に

お
け

る

主
食

用
米

生
産

 

1
0
0
％

 

（
R
２

年
）
 

1
0
0
％

 
1
0
0
％

 
1
0
0
％

 
1
0
0
％

 

 
出

典
：
農

林
水

産
省

「
水

田
に

お
け

る
作

付
状

況
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑥

土
地

利
用

型
作

物
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
2
 

土
地

利
用

型
作

物
安

定
生

産
・
評

価
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
県

産
大

豆
及

び
そ

ば
の

高
品

質
・
高

収
量

等
安

定
生

産
技

術
の

普
及

を
進

め
る

と
と

も
に

、
規

模
拡

大

を
見

据
え

、
生

産
管

理
の

効
率

化
を

推
進

す
る

。
 

○
県

産
大

豆
及

び
そ

ば
に

つ
い

て
、

実
需

者
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

優
良

品
種

や
県

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
等

の

導
入

を
進

め
、

産
地

評
価

の
向

上
を

推
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
県

産
大

豆
、

そ
ば

に
つ

い
て

、
実

需
者

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
産

地
づ

く
り

の
た

め
、

品
質

と
収

量
の

両
面

で

安
定

し
た

生
産

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
大

豆
・
そ

ば
作

付
面

積
の

規
模

拡
大

を
見

据
え

、
ス

マ
ー

ト
農

業
等

を
活

用
し

た
生

産
管

理
の

効
率

化
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

 

○
生

産
者

、
実

需
者

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
県

産
大

豆
・
そ

ば
の

利
用

拡
大

を
図

る
た

め
、

産
地

と
し

て
の

評

価
を

高
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
大

豆
、

そ
ば

安
定

生
産

の
基

本
と

な
る

優
良

な
種

子
を

継
続

的
に

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
高

品
質

・
高

収
量

等
安

定
生

産
の

推
進

 
・
大

豆
「
里

の
ほ

ほ
え

み
」
「
シ

ュ
ウ

リ
ュ

ウ
」
の

生
産

拡
大

と
収

量
･品

質
の

高
位

安
定

技
術

の
普

及
推

進
 

・
そ

ば
の

品
質

・
収

量
を

高
め

る
栽

培
技

術
の

普
及

推
進

 
・
優

良
事

例
研

修
会

等
の

開
催

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
生

産
管

理
の

効
率

化
の

推
進

 
・
規

模
拡

大
を

見
据

え
た

、
機

械
化

一
貫

体
系

や
ロ

ボ
ッ

ト
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
ス

マ
ー

ト
農

業
の

推
進

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
県

産
大

豆
・
そ

ば
産

地
評

価
の

向
上

 
・
儲

か
る

大
豆

づ
く

り
優

良
事

例
等

の
紹

介
に

よ
る

、
生

産
者

の
意

識
改

革
と

、
農

家
経

営
安

定
化

の
推

進
 

・
県

産
そ

ば
の

知
名

度
向

上
を

図
る

た
め

、
「
山

形
Ｂ

Ｗ
５

号
」

の
普

及
を

契
機

と
し

た
県

産
そ

ば
の

Ｐ
Ｒ

施
策

の
展

開
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

④
優

良
種

子
の

種
子

更
新

体
制

の
整

備
 

・
農

業
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
原

種
生

産
 

・
作

付
計

画
に

沿
っ

た
種

子
増

産
に

よ
る

種
子

更
新

体
制

の
強

化
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

大
豆

「
里

の
ほ

ほ
え

み
」
「
シ

ュ
ウ

リ
ュ

ウ
」
作

付
面

積
拡

大
 

2
,6

5
4h

a 

（
R
1

年
） 

2
,8

0
0h

a 
3
,0

0
0h

a 
3
,2

0
0h

a 
3
,5

0
0h

a 

そ
ば

「
山

形
Ｂ

Ｗ
５

号
」
作

付
面

積
拡

大
 

7
9
h
a 

（
R
1

年
） 

1
0
0
h
a 

1
2
0
h
a 

1
4
0
h
a 

1
6
0
h
a 

 
出

典
：
県

産
米

ブ
ラ

ン
ド

推
進

課
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑦

果
樹

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
3
 

山
形

さ
く
ら

ん
ぼ

世
界

一
ブ

ラ
ン

ド
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
「
山

形
さ

く
ら

ん
ぼ

」
の

高
品

質
生

産
・
厳

選
出

荷
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
省

力
・
軽

労
化

技
術

の
導

入

や
労

働
力

確
保

対
策

の
推

進
、

新
興

産
地

の
育

成
等

に
よ

る
生

産
力

の
強

化
や

、
「
や

ま
が

た
紅

王
」

の
導

入
や

超
大

玉
品

種
の

開
発

、
輸

出
拡

大
等

に
よ

る
ブ

ラ
ン

ド
力

の
強

化
に

取
り

組
む

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
近

年
、

生
産

量
や

果
実

品
質

が
不

安
定

に
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
適

正
な

栽
培

管
理

に
よ

る
気

候
変

動

に
左

右
さ

れ
な

い
栽

培
技

術
の

定
着

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
令

和
２

年
３

月
９

日
に

品
種

登
録

さ
れ

た
大

玉
品

種
「
や

ま
が

た
紅

王
」
は

、
生

産
者

登
録

制
度

に
よ

り
導

入
を

推
進

し
て

お
り

、
早

期
ブ

ラ
ン

ド
化

に
向

け
た

生
産

対
策

と
流

通
・
販

売
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
品

種
構

成
が

「
佐

藤
錦

」
に

偏
っ

て
い

る
た

め
、

収
穫

・
出

荷
作

業
が

集
中

し
や

す
く

、
労

働
力

確
保

や
省

力
・
軽

労
的

な
生

産
方

式
の

導
入

に
よ

る
生

産
基

盤
の

強
化

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
山

形
さ

く
ら

ん
ぼ

は
国

内
で

は
日

本
一

の
ブ

ラ
ン

ド
産

地
と

し
て

定
着

し
て

い
る

が
、

海
外

で
の

認
知

度
が

低
い

こ
と

か
ら

、
ブ

ラ
ン

ド
確

立
に

向
け

た
大

玉
品

種
の

開
発

等
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
オ

ー
ル

山
形

に
よ

る
生

産
力

・
ブ

ラ
ン

ド
力

の
強

化
 

・
「
オ

ー
ル

山
形

」
体

制
で

構
成

す
る

協
議

会
を

核
と

し
た

、
高

品
質

安
定

生
産

、
厳

選
出

荷
、

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
「
や

ま
が

た
紅

王
」
の

高
品

質
生

産
と

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

 
・
「
や

ま
が

た
紅

王
」
ブ

ラ
ン

ド
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
会

議
を

核
と

し
た

早
期

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

 
・
生

産
者

登
録

制
度

の
運

用
に

よ
る

、
知

的
財

産
の

保
護

 
・
高

品
質

安
定

生
産

技
術

の
開

発
と

普
及

推
進

 
・
先

行
販

売
・
本

格
販

売
に

お
け

る
消

費
地

等
へ

の
Ｐ

Ｒ
 

・
輸

出
を

見
据

え
た

国
外

等
へ

の
長

距
離

輸
送

試
験

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
産

地
の

基
盤

強
化

 
・
高

齢
化

や
大

規
模

化
に

対
応

す
る

た
め

の
、

Ｙ
字

、
Ｖ

字
、

平
棚

仕
立

て
な

ど
省

力
・軽

労
的

な
生

産
方

式
の

導
入

の
推

進
 

・
技

能
や

優
良

園
地

が
地

域
の

担
い

手
に

継
承

さ
れ

る
体

制
構

築
へ

の
支

援
等

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

④
さ

く
ら

ん
ぼ

労
働

力
の

確
保

 
・
さ

く
ら

ん
ぼ

労
働

力
確

保
対

策
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
を

核
と

し
た

、
労

働
力

確
保

の
取

組
み

の
支

援
 

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
ア

プ
リ

等
を

活
用

し
た

労
働

力
確

保
対

策
の

推
進

 
・
動

画
な

ど
を

活
用

し
た

求
職

者
の

技
術

習
得

へ
の

支
援

 
・
主

産
地

で
の

子
育

て
マ

マ
な

ど
潜

在
層

の
掘

り
起

こ
し

に
よ

る
労

働
力

確
保

の
先

駆
的

な
取

組
み

の
推

進
等

 

〇
 
〇
 

 
〇
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
） 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

さ
く

ら
ん

ぼ
産

出
額

 
3
5
1

億
円

 

（
Ｈ

2
6
～

3
0

年
平

均
）
 
3
5
3

億
円

 3
5
5

億
円

 3
5
7

億
円

 3
6
0

億
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
生

産
農

業
所

得
統

計
」
 

⑤
新

興
地

域
に

お
け

る
産

地
化

の
推

進
 

・
最

上
地

域
に

お
け

る
遅

場
産

地
と

し
て

の
ブ

ラ
ン

ド
確

立
 

・
庄

内
地

域
に

お
け

る
観

光
と

一
体

と
な

っ
た

ブ
ラ

ン
ド

確
立

 
・
栽

培
技

術
の

向
上

、
規

模
拡

大
へ

の
支

援
等

 

〇
 

 
〇
 

 
〇
 

⑥
さ

く
ら

ん
ぼ

世
界

一
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

 
・
超

大
玉

品
種

（
４

Ｌ
）
の

育
成

と
品

種
特

性
を

最
大

限
引

き
出

す
栽

培
管

理
技

術
の

開
発

 
・
海

外
で

の
品

種
Ｐ

Ｒ
と

さ
く

ら
ん

ぼ
の

輸
出

拡
大

 
・
大

規
模

栽
培

を
見

据
え

た
、

収
穫

ロ
ボ

ッ
ト
の

実
用

化
と

機
械

で
効

率
よ

く
収

穫
し

や
す

い
樹

形
の

導
入

 

〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑦

果
樹

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
4
 

西
洋

な
し

産
地

ブ
ラ

ン
ド

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
西

洋
な

し
の

生
産

力
の

向
上

対
策

に
取

組
み

な
が

ら
、

Ｇ
Ｉ「

山
形

ラ
・
フ

ラ
ン

ス
」
を

核
と

し
た

ブ
ラ

ン
ド

力
強

化
に

向
け

、
食

味
重

視
の

生
産

・
出

荷
・
販

売
活

動
を

展
開

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
「
山

形
ラ

・
フ

ラ
ン

ス
」
は

、
令

和
２

年
８

月
９

日
、

地
理

的
表

示
（
G

I）
保

護
制

度
と

し
て

登
録

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

本
登

録
を

契
機

と
し

、
生

産
・
出

荷
・
販

売
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
「
ラ

・
フ

ラ
ン

ス
」
で

は
食

べ
頃

の
判

断
や

流
通

過
程

に
お

け
る

取
り

扱
い

が
難

し
い

こ
と

か
ら

消
費

が
伸

び
悩

ん
で

お
り

、
食

べ
頃

判
断

の
周

知
に

よ
る

消
費

拡
大

や
ピ

ー
ル

カ
ッ

ト
技

術
の

普
及

に
よ

る
新

た
な

需
要

の
掘

り
起

こ
し

な
ど

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
老

木
化

に
加

え
、

病
害

（
胴

枯
病

等
）
の

発
生

に
よ

り
生

産
性

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

気
象

災
害

に

強
い

仕
立

て
方

の
導

入
や

病
害

虫
防

除
の

徹
底

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
Ｇ

Ｉ「
山

形
ラ

･フ
ラ

ン
ス

」
を

核
と

し
た

ブ
ラ

ン
ド

力
強

化
 

・
山

形
県

「
ラ

･フ
ラ

ン
ス

」
振

興
協

議
会

を
母

体
と

し
た

、
オ

ー
ル

山
形

体
制

に
よ

る
食

味
重

視
の

生
産

・
出

荷
・
販

売
の

推
進

 
・
地

理
的

表
示

（
Ｇ

Ｉ）
の

運
用

に
よ

る
ブ

ラ
ン

ド
力

強
化

 
・
ポ

ス
タ

ー
に

よ
る

「
販

売
開

始
基

準
日

」
の

啓
発

 
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
Ｇ

Ｉ「
山

形
ラ

・
フ

ラ
ン

ス
」
を

活
用

し
た

消
費

拡
大

 
・
産

地
追

熟
の

徹
底

に
よ

る
食

べ
頃

出
荷

の
推

進
 

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

に
よ

る
消

費
地

に
お

け
る

食
べ

頃
判

断
の

周
知

 
・
ピ

ー
ル

カ
ッ

ト
「
ラ

・
フ

ラ
ン

ス
」
の

推
進

に
よ

る
消

費
拡

大
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
気

候
変

動
に

対
応

し
た

生
産

力
向

上
対

策
 

・
新

た
な

仕
立

て
方

（
改

良
型

Ｙ
字

等
）
の

研
修

会
の

開
催

 
・
チ

ラ
シ

等
に

よ
る

重
要

病
害

対
策

（
胴

枯
病

、
輪

紋
病

等
）

の
徹

底
 

・
産

地
活

性
化

に
向

け
た

新
た

な
仕

立
て

法
（
軽

労
仕

立
て

）
の

開
発

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

西
洋

な
し

産
出

額
 

5
6

億
円

 

（
Ｈ

2
6
～

3
0

年
平

均
）
 
5
6

億
円

 
5
7

億
円

 
5
7

億
円

 
5
8

億
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
生

産
農

業
所

得
統

計
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑦

果
樹

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
5
 

り
ん

ご
産

地
生

産
力

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
消

費
者

ニ
ー

ズ
の

高
い

品
種

構
成

へ
の

誘
導

に
よ

る
市

場
評

価
の

向
上

と
、

省
力

・
軽

労
的

で
早

期

成
園

化
が

可
能

な
栽

培
方

式
に

よ
る

生
産

性
向

上
を

推
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
り

ん
ご

生
産

量
は

全
国

第
４

位
で

あ
る

が
、

主
産

地
に

比
べ

本
県

産
の

市
場

評
価

は
低

く
、

生
産

者
団

体
・
消

費
地

市
場

と
連

携
し

た
販

売
戦

略
の

検
討

と
消

費
者

ニ
ー

ズ
の

高
い

品
種

構
成

へ
の

誘
導

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
園

地
の

老
木

化
、

生
産

者
の

高
齢

化
、

担
い

手
の

不
足

等
か

ら
、

収
穫

・
出

荷
量

は
減

少
傾

向
に

あ
る

こ

と
か

ら
、

植
調

剤
利

用
等

の
省

力
化

技
術

の
体

系
化

や
早

期
成

園
化

が
可

能
で

省
力

・
軽

労
的

な
生

産

方
式

の
導

入
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
病

害
（
黒

星
病

等
）
の

発
生

に
よ

り
生

産
性

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

対
策

の
強

化
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
戦

略
推

進
体

制
の

強
化

 
・
消

費
地

市
場

と
の

連
携

に
よ

る
オ

ー
ル

山
形

で
の

取
組

み
の

推
進

 
・
有

利
販

売
に

向
け

た
販

売
戦

略
の

検
討

に
よ

る
産

地
強

化
の

推
進

 
・
消

費
者

ニ
ー

ズ
の

高
い

品
種

構
成

へ
の

誘
導

に
よ

る
市

場
評

価
の

向
上

 

〇
 
〇
 

 
〇
 

 

②
省

力
・
軽

労
栽

培
の

導
入

に
よ

る
生

産
性

向
上

 
・
高

齢
化

や
大

規
模

化
に

対
応

し
、

省
力

・
軽

労
的

で
早

期
成

園
化

可
能

な
栽

培
方

式
（
朝

日
ロ

ン
バ

ス
方

式
等

）
の

普
及

定
着

 
・
円

滑
な

園
地

継
承

に
向

け
た

モ
デ

ル
的

な
取

組
み

の
支

援
 

〇
 
〇
 

 
〇
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

③
り

ん
ご

黒
星

病
対

策
の

強
化

 
・
耕

種
的

防
除

を
組

み
合

わ
せ

た
総

合
的

対
策

の
推

進
 

・
防

除
対

策
会

議
や

地
区

別
検

討
会

の
開

催
 

 

〇
 
〇
 

 
〇
 

 
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

り
ん

ご
1
0
ａ
当

た
り

収
穫

量
 

2
,0

2
0
kg

/
10

a 

(H
2
7
～

Ｒ
１

年
平

均
) 

2
,0

6
0 

kg
/
1
0
a 

2
,1

0
0 

kg
/
1
0
a 

2
,1

5
0 

kg
/
1
0
a 

2
,2

0
0 

kg
/
1
0
a 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
果

樹
生

産
出

荷
統

計
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑦

果
樹

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
6
 

ぶ
ど

う
産

地
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
「
シ

ャ
イ

ン
マ

ス
カ

ッ
ト

」
の

導
入

促
進

と
品

質
の

高
位

平
準

化
や

戦
略

的
な

販
売

展
開

に
よ

る
ブ

ラ
ン

ド

構
築

を
図

る
と

と
も

に
、

ワ
イ

ン
用

ぶ
ど

う
等

の
省

力
栽

培
の

導
入

に
よ

り
、

産
地

の
活

性
化

に
取

り
組

む
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
本

県
の

ぶ
ど

う
は

「
デ

ラ
ウ

ェ
ア

」
が

多
く

、
生

食
用

の
生

産
量

は
全

国
第

３
位

、
ワ

イ
ン

用
は

全
国

第
４

位

で
あ

る
。

 

○
近

年
、

「
シ

ャ
イ

ン
マ

ス
カ

ッ
ト
」
は

栽
培

面
積

が
拡

大
し

て
い

る
も

の
の

、
ぶ

ど
う

栽
培

経
験

の
な

い
生

産

者
が

増
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

高
品

質
果

房
生

産
技

術
指

導
の

強
化

や
長

期
出

荷
産

地
と

し
て

の
ブ

ラ
ン

ド
確

立
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
国

産
ワ

イ
ン

の
需

要
の

高
ま

り
に

よ
り

、
栽

培
面

積
が

拡
大

し
て

お
り

、
県

内
ワ

イ
ナ

リ
ー

も
17

社
ま

で
増

え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

省
力

的
な

生
産

手
法

の
導

入
に

よ
る

ワ
イ

ン
用

ぶ
ど

う
の

さ
ら

な
る

生
産

拡
大

が
必

要

で
あ

る
。

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
ギ

フ
ト

需
要

に
対

応
し

た
「
シ

ャ
イ

ン
マ

ス
カ

ッ
ト

」
の

ブ
ラ

ン
ド

化
 

・
「
シ

ャ
イ

ン
マ

ス
カ

ッ
ト
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
を

母
体

と
し

た
、

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

 
・
既

存
品

種
か

ら
の

転
換

や
新

植
、

新
興

地
域

（
庄

内
）
へ

の
導

入
推

進
に

よ
る

産
地

拡
大

 
・
品

質
の

高
位

平
準

化
の

た
め

の
、

新
規

栽
培

者
等

を
対

象
と

し
た

栽
培

技
術

研
修

会
等

に
よ

る
普

及
・
定

着
 

・
長

期
貯

蔵
出

荷
の

推
進

及
び

Ｐ
Ｒ

の
強

化
 

〇
 
〇
 

 
〇
 
〇
 

②
ワ

イ
ン

用
ぶ

ど
う

等
の

導
入

推
進

 
・
ワ

イ
ナ

リ
ー

と
生

産
者

の
相

互
理

解
に

よ
る

、
ワ

イ
ン

用
ぶ

ど
う

品
種

の
安

定
供

給
へ

の
支

援
 

・
ぶ

ど
う

栽
培

に
取

り
組

む
ワ

イ
ナ

リ
ー

へ
の

技
術

支
援

 
・
省

力
的

な
栽

培
が

可
能

な
ワ

イ
ン

用
ぶ

ど
う

の
導

入
推

進
 

〇
 
〇
 

 
〇
 
〇
 

③
赤

系
大

粒
ぶ

ど
う

の
新

品
種

開
発

 
・
消

費
者

ニ
ー

ズ
の

高
く

、
皮

ご
と

食
べ

ら
れ

る
赤

系
の

大
粒

品
種

の
開

発
 

〇
 

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

 
 

 
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

ぶ
ど

う
産

出
額

 
1
0
8

億
円

 

（
Ｈ

2
6
～

3
0

年
平

均
）
 1

1
4

億
円

 1
2
1

億
円

 1
2
8

億
円

 1
3
5

億
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
生

産
農

業
所

得
統

計
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑦

果
樹

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
7
 

も
も

産
地

拡
大

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
８

月
上

旬
か

ら
９

月
中

旬
ま

で
の

品
種

リ
レ

ー
に

よ
り

出
荷

量
の

安
定

と
市

場
価

格
の

向
上

を
図

る
と

と

も
に

、
気

候
変

動
の

影
響

と
し

て
懸

念
さ

れ
る

病
害

・
立

枯
れ

症
の

増
加

、
品

質
低

下
に

対
応

し
た

栽

培
技

術
の

定
着

に
よ

り
生

産
力

向
上

に
取

り
組

む
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
も

も
は

全
国

４
位

の
産

地
で

あ
り

、
他

品
目

か
ら

の
転

換
等

に
よ

り
栽

培
面

積
が

増
加

し
て

い
る

も
の

の
、

出
荷

ロ
ッ

ト
が

少
な

く
、

市
場

評
価

が
低

い
こ

と
か

ら
、

８
月

上
旬

か
ら

９
月

中
旬

ま
で

の
リ
レ

ー
出

荷
を

可
能

と
す

る
補

完
品

種
の

導
入

を
推

進
し

、
ブ

ラ
ン

ド
力

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
立

枯
れ

症
状

が
面

積
拡

大
の

障
害

と
な

っ
て

お
り

、
さ

ら
に

せ
ん

孔
細

菌
病

の
発

生
に

よ
り

、
生

産
性

が

低
下

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
対

策
技

術
等

の
普

及
定

着
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
リ

レ
ー

出
荷

に
よ

る
も

も
産

地
の

強
化

 
・
「
北

の
桃

源
郷

も
も

づ
く

り
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
を

核
と

し
た

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

 
・
リ
レ

ー
出

荷
の

核
と

な
る

品
種

構
成

の
検

討
と

栽
培

面
積

拡
大

 

〇
 
〇
 

 
〇
 

 

②
気

候
変

動
に

対
応

し
た

生
産

力
向

上
対

策
 

・
立

枯
れ

症
に

強
く

、
品

質
の

安
定

し
た

栽
培

技
術

（
も

も
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
仕

立
て

等
）
の

導
入

推
進

 
・
せ

ん
孔

細
菌

病
に

対
す

る
総

合
的

防
除

の
普

及
推

進
 

〇
 
〇
 

 
〇
 

 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

も
も

産
出

額
 

2
9

億
円

 

（
Ｈ

2
6
～

3
0

年
平

均
）
 

3
0

億
円

 
3
2

億
円

 
3
4

億
円

 
3
6

億
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
生

産
農

業
所

得
統

計
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑦

果
樹

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
8
 

特
産

果
樹

産
地

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
地

域
特

産
果

樹
（
か

き
、

す
も

も
、

か
ん

き
つ

等
）
の

高
品

質
安

定
生

産
を

推
進

し
、

市
場

評
価

の
向

上

を
図

る
と

と
も

に
、

産
地

・
品

目
の

特
性

を
活

か
し

た
付

加
価

値
の

高
い

流
通

・
販

売
を

図
り

な
が

ら
、

産
地

の
強

化
や

新
た

な
産

地
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
か

き
は

、
価

格
の

低
迷

、
生

産
性

の
低

下
、

生
産

者
の

高
齢

化
に

よ
り

、
栽

培
面

積
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
大

玉
生

産
技

術
の

普
及

定
着

に
よ

る
生

産
性

向
上

と
加

工
品

開
発

に
よ

る
収

益
性

の
向

上
が

必

要
で

あ
る

。
 

○
す

も
も

は
、

地
域

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
の

開
発

等
に

よ
り

、
市

場
評

価
が

向
上

し
、

栽
培

面
積

が
拡

大
し

て
お

り
、

地
域

オ
リ

ジ
ナ

ル
晩

生
品

種
（
「
サ

ン
ル

ー
ジ

ュ
」
、

「
サ

ン
セ

プ
ト
」
、

「
光

李
」
等

）
を

加
え

た
長

期
出

荷

体
制

の
構

築
に

よ
る

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
地

球
温

暖
化

に
よ

り
、

本
県

で
も

か
ん

き
つ

の
栽

培
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
香

酸
か

ん
き

つ
（
す

だ
ち

等
）
の

導
入

及
び

実
需

者
と

の
連

携
に

よ
る

地
域

活
性

化
の

取
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
か

き
産

地
の

強
化

 
・
「
庄

内
柿

振
興

協
議

会
」
を

核
と

し
た

産
地

活
性

化
の

推
進

 
・
効

率
的

な
着

果
制

限
技

術
の

普
及

・
定

着
と

適
正

着
果

管
理

の
推

進
に

よ
る

大
玉

生
産

の
推

進
 

・
「
庄

内
柿

産
地

活
性

化
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
の

開
催

 
・
高

品
質

な
干

し
柿

生
産

と
衛

生
管

理
技

術
の

導
入

 
・
干

し
柿

等
の

加
工

品
開

発
に

よ
る

高
付

加
価

値
化

の
推

進
 

 
 

 
 

〇
 

②
す

も
も

産
地

の
強

化
 

・
「
サ

ン
ル

ー
ジ

ュ
」
、

「
サ

ン
セ

プ
ト

」
、

「
光

李
」
な

ど
地

域
で

育
成

し
た

優
良

な
品

種
・
系

統
晩

生
種

の
導

入
推

進
 

・
良

食
味

果
実

の
た

め
の

収
穫

基
準

の
設

定
・
定

着
 

 
〇
 

 
 

 

③
温

暖
化

に
対

応
し

た
地

域
活

性
化

 
・
香

酸
か

ん
き

つ
（
す

だ
ち

等
）
の

導
入

者
へ

の
技

術
支

援
 

・
地

域
の

飲
食

店
や

旅
館

で
の

活
用

に
よ

る
販

路
開

拓
と

生
産

の
拡

大
 

 
 

 
 

〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

 
 

 
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

か
き

10
ａ当

た
り
収

穫
量

 
88

0k
g/

10
a 

(H
27

～
Ｒ

１
年

平
均

) 
88

0 
kg

/1
0a

 
91

0 
kg

/1
0a

 
94

0 
kg

/1
0a

 
1,

00
0k

g/
10

a 

す
も

も
産

出
額

 
8

億
円

 

（
H

2
6
～

3
0

年
平

均
）
 

8
億

円
 

9
億

円
 

9
億

円
 

1
0

億
円

 

出
典

：
上

段
 
農

振
水

産
省

「
果

樹
生

産
出

荷
統

計
」

 

下
段

 
農

林
水

産
省

「
生

産
農

業
所

得
統

計
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑧

野
菜

・
花

き
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
9
 

山
形

え
だ

ま
め

日
本

一
産

地
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
産

出
額

日
本

一
を

目
指

し
、

機
械

化
等

に
よ

る
規

模
拡

大
と

長
期

安
定

出
荷

を
進

め
る

と
と

も
に

、
光

セ
ン

サ
ー

を
活

用
し

た
食

味
向

上
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

践
に

よ
り

ブ
ラ

ン
ド

力
の

向
上

を
図

る
。

 
  
～

現
状

・
課

題
～

 
○

米
政

策
の

転
換

に
伴

い
、

産
地

間
競

争
が

激
化

し
て

い
る

中
、

品
種

組
合

せ
等

に
よ

る
長

期
安

定
出

荷
の

確
立

や
機

械
化

体
系

の
普

及
拡

大
に

よ
る

生
産

基
盤

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

 
○

県
内

各
地

で
共

同
選

果
施

設
が

稼
働

し
は

じ
め

て
お

り
、

選
果

施
設

の
現

場
に

即
し

た
コ

ー
ル

ド
チ

ェ
ー

ン
体

制
を

構
築

し
、

高
品

質
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
産

地
規

模
拡

大
に

伴
い

、
品

質
の

バ
ラ

つ
き

が
拡

大
し

て
い

る
。

世
界

で
初

め
て

確
立

し
た

光
セ

ン
サ

ー
に

よ
る

え
だ

ま
め

食
味

評
価

技
術

を
用

い
て

、
生

産
面

と
販

売
面

の
両

面
で

の
活

用
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
 

   

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
山

形
え

だ
ま

め
の

生
産

基
盤

強
化

 
・
品

種
の

組
合

せ
に

よ
る

長
期

安
定

出
荷

の
推

進
 

・
大

規
模

機
械

化
体

系
の

安
定

生
産

技
術

の
普

及
 

・
選

果
施

設
と

機
械

導
入

に
よ

る
規

模
拡

大
の

推
進

 

〇
 
〇
 

 
〇
 
〇
 

②
鮮

度
保

持
技

術
の

導
入

に
よ

る
高

品
質

化
 

・
大

規
模

選
果

場
に

お
け

る
鮮

度
保

持
技

術
の

導
入

に
よ

る
コ

ー
ル

ド
チ

ェ
ー

ン
等

の
流

通
体

制
の

整
備

と
高

品
質

流
通

 
 

〇
 
〇
 

 
〇
 
〇
 

③
食

味
向

上
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
に

よ
る

品
質

向
上

と
販

売
力

強
化

 
・
科

学
的

な
根

拠
に

基
づ

い
た

食
味

基
準

の
設

定
に

よ
る

地
域

一
丸

と
な

っ
た

良
食

味
生

産
の

推
進

と
販

売
戦

略
へ

の
活

用
 

 

〇
 
〇
 

 
〇
 
〇
 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

え
だ

ま
め

産
出

額
 

4
9

億
円

 

(R
2

年
)  

5
0

億
円

 
5
1

億
円

 
5
2

億
円

 
5
3

億
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
生

産
農

業
所

得
統

計
」
 

- 69 -



※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑧

野
菜

・
花

き
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
0
 

や
ま

が
た

野
菜

ブ
ラ

ン
ド

力
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
ト

マ
ト

、
メ

ロ
ン

、
き

ゅ
う

り
な

ど
の

高
収

益
野

菜
の

高
品

質
化

や
技

術
の

継
承

を
図

る
た

め
、

ＩＣ
Ｔ

等
の

活
用

を
推

進
す

る
。

 

○
ね

ぎ
、

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

、
に

ら
な

ど
の

土
地

利
用

型
野

菜
の

高
品

質
化

や
安

定
生

産
、

分
業

化
・
大

規

模
化

を
図

る
た

め
、

栽
培

技
術

の
向

上
や

選
果

選
別

施
設

の
利

用
促

進
や

機
械

化
を

推
進

す
る

。
 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
全

県
で

産
地

化
が

進
む

ト
マ

ト
で

は
、

IC
T

を
活

用
し

た
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技

術
等

の
導

入
を

加
速

さ

せ
、

生
産

基
盤

の
強

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
ね

ぎ
は

最
上

地
域

を
中

心
に

県
内

全
域

、
ア

ス
パ

ラ
ガ

ス
は

最
上

・
置

賜
・
庄

内
地

域
、

に
ら

は
最

上
地

域
に

お
い

て
、

地
域

ご
と

の
特

徴
を

活
か

し
て

産
地

化
さ

れ
て

い
る

が
、

高
齢

化
に

伴
い

生
産

者
が

減
少

し
、

気
候

変
動

の
影

響
で

作
柄

が
不

安
定

と
な

っ
て

い
る

。
 

○
高

収
益

野
菜

で
は

、
個

々
の

生
産

者
単

位
で

は
、

収
量

・
品

質
に

ば
ら

つ
き

が
あ

り
、

技
術

の
高

品
質

平

準
化

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
土

地
利

用
型

野
菜

は
、

新
規

生
産

者
の

栽
培

技
術

向
上

と
、

機
械

導
入

や
分

業
化

に
よ

る
規

模
拡

大
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
高

収
益

型
野

菜
の

産
地

形
成

の
強

化
 

（
ト
マ

ト
） 

・
産

地
を

牽
引

す
る

モ
デ

ル
経

営
体

の
育

成
と

多
収

生
産

技
術

の
普

及
 

（
メ

ロ
ン

） 
・
若

手
や

新
規

生
産

者
の

栽
培

・
管

理
技

術
の

向
上

に
よ

る
生

産
体

制
の

強
化

 
（
き

ゅ
う

り
） 

・
選

果
施

設
を

活
用

し
た

分
業

化
や

高
品

質
化

の
推

進
 

・
環

境
等

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

活
用

し
た

多
収

化
・
熟

練
技

術
の

継
承

の
促

進
 

（
す

い
か

） 
・
省

力
化

が
図

ら
れ

る
新

し
い

整
枝

法
や

品
質

向
上

が
図

ら
れ

る
灌

水
技

術
の

普
及

・
定

着
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

②
土

地
利

用
型

野
菜

の
産

地
形

成
の

強
化

 
（
ね

ぎ
） 

・
管

理
技

術
の

向
上

に
よ

る
高

品
質

化
 

・
経

営
規

模
拡

大
や

分
業

化
に

よ
る

生
産

拡
大

 
（
ア

ス
パ

ラ
ガ

ス
） 

・
管

理
技

術
の

向
上

に
よ

る
生

産
体

制
の

強
化

 
・
経

営
規

模
拡

大
や

分
業

化
に

よ
る

生
産

拡
大

 
（
に

ら
） 

・
機

械
化

体
系

の
確

立
に

よ
る

経
営

・
生

産
規

模
拡

大
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

高
収

益
野

菜
（

ト
マ

ト
、

メ
ロ

ン
、

き
ゅ

う
り

、
す

い
か

）
の

産

出
額

 

1
6
4

億
円

 

（
Ｈ

2
6
～

3
0

年
平

均
）
 1

7
2

億
円

 1
8
0

億
円

 1
8
8

億
円

 1
9
7

億
円

 

土
地

利
用

型
野

菜
（
ア

ス
パ

ラ

ガ
ス

、
ね

ぎ
、

に
ら

）
の

産
出

額
 

5
4

億
円

 

（
Ｈ

2
6
～

3
0

年
平

均
）
 
5
9

億
円

 
6
4

億
円

 
6
9

億
円

 
7
5

億
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
生

産
農

業
所

得
統

計
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑧

野
菜

・
花

き
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
1
 

や
ま

が
た

花
き

ブ
ラ

ン
ド

力
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
露

地
花

き
と

施
設

花
き

を
組

み
合

わ
せ

た
花

き
の

周
年

出
荷

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

新
規

生
産

者
の

確
保

と
規

模
拡

大
に

よ
る

出
荷

量
の

増
加

、
本

県
産

花
き

の
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

を
図

る
。

 

○
水

田
転

換
畑

等
へ

の
作

付
拡

大
に

よ
る

露
地

花
き

の
規

模
拡

大
や

、
出

荷
率

の
向

上
に

む
け

た
施

設

花
き

の
省

力
化

技
術

等
の

導
入

を
推

進
す

る
。

 

〇
品

種
、

作
型

、
施

設
利

用
な

ど
長

期
継

続
出

荷
を

可
能

と
す

る
技

術
の

定
着

に
よ

り
、

実
需

者
に

信
頼

さ
れ

る
産

地
形

成
を

推
進

す
る

。
 

○
県

花
で

あ
る

紅
花

の
農

業
遺

産
認

定
を

契
機

と
し

た
作

付
け

拡
大

や
需

要
拡

大
を

推
進

す
る

。
 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
本

県
の

花
き

は
、

夏
秋

出
し

作
型

を
中

心
に

し
な

が
ら

施
設

化
の

推
進

等
に

よ
り

、
生

産
の

安
定

化
を

図

っ
て

き
た

が
、

生
産

者
の

減
少

や
病

虫
害

の
発

生
な

ど
出

荷
量

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

新
規

栽
培

者
の

確
保

や
出

荷
量

の
増

加
に

向
け

た
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
さ

く
ら

「
啓

翁
桜

」
や

ダ
リ

ア
な

ど
は

取
引

市
場

か
ら

安
定

供
給

の
要

望
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
面

積
拡

大
や

出

荷
期

分
散

な
ど

の
推

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
紅

花
で

は
、

高
齢

化
が

進
み

、
伝

統
的

な
技

術
の

継
承

に
不

安
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
日

本
農

業
遺

産
の

認

定
地

域
と

し
て

、
保

全
計

画
に

基
づ

き
、

農
業

シ
ス

テ
ム

の
維

持
・
保

全
活

動
を

関
係

機
関

と
連

携
し

て

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
業

務
需

要
を

中
心

に
消

費
の

落
ち

込
み

が
み

ら
れ

る
こ

と

か
ら

、
個

人
需

要
を

喚
起

す
る

な
ど

消
費

の
拡

大
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
県

産
花

き
の

生
産

拡
大

 
・
新

規
栽

培
者

の
確

保
、

定
着

に
向

け
た

研
修

会
の

開
催

 
・
施

設
や

省
力

機
械

等
の

導
入

に
よ

る
規

模
拡

大
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
露

地
花

き
産

地
の

拡
大

 
・
さ

く
ら

「
啓

翁
桜

」
の

省
力

的
な

成
園

管
理

技
術

の
定

着
に

よ
る

規
模

拡
大

 
・
り

ん
ど

う
の

多
様

な
品

種
の

作
付

け
に

よ
る

面
積

拡
大

 
・
小

ぎ
く

の
病

害
対

策
の

実
施

に
よ

る
出

荷
量

の
拡

大
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
施

設
利

用
に

よ
る

長
期

継
続

出
荷

産
地

の
形

成
と

ブ
ラ

ン
ド

力
強

化
 

・
ト
ル

コ
ぎ

き
ょ

う
の

土
壌

病
害

対
策

に
よ

る
安

定
生

産
 

・
ス

ト
ッ

ク
の

新
品

種
導

入
に

よ
る

規
模

拡
大

 
・
ダ

リ
ア

、
ビ

ブ
ル

ナ
ム

「
ス

ノ
ー

ボ
ー

ル
」
の

施
設

を
活

用
し

た
長

期
出

荷
技

術
の

導
入

 
・
需

要
者

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
新

規
品

目
の

産
地

化
の

推
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

④
紅

花
の

生
産

振
興

 
・
農

業
遺

産
の

保
全

計
画

に
基

づ
く

紅
花

の
生

産
拡

大
・
需

要
拡

大
 

・
紅

花
振

興
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

策
定

に
よ

る
、

新
た

な
紅

花
振

興
地

域
の

育
成

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

花
き

産
出

額
（
億

円
）
 

7
0

億
円

 

（
Ｈ

2
6
～

3
0

年
平

均
）
 

7
4

億
円

 
7
7

億
円

 
8
0

億
円

 
8
3

億
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
生

産
農

業
所

得
統

計
」
 

⑤
県

産
花

き
の

需
要

拡
大

 
・
生

産
者

と
実

需
者

が
連

携
し

た
花

育
活

動
や

、
消

費
地

に
お

け
る

Ｐ
Ｒ

活
動

の
推

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑧

野
菜

・
花

き
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
2
 

や
ま

が
た

方
式

次
世

代
施

設
園

芸
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
本

県
施

設
園

芸
の

過
半

を
占

め
る

パ
イ

プ
ハ

ウ
ス

で
も

実
践

導
入

で
き

る
ＩＣ

Ｔ
や

環
境

制
御

技
術

等

の
導

入
に

よ
り

、
「
や

ま
が

た
方

式
次

世
代

施
設

園
芸

」
の

展
開

を
進

め
る

。
 

○
二

酸
化

炭
素

施
用

や
ミ

ス
ト

処
理

な
ど

、
増

収
が

期
待

で
き

る
次

世
代

技
術

の
導

入
を

推
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
他

県
先

行
産

地
で

は
ＩＣ

Ｔ
や

環
境

制
御

な
ど

の
次

世
代

技
術

の
普

及
拡

大
に

よ
り

、
生

産
性

が
飛

躍
的

に
向

上
し

て
い

る
。

 

○
本

県
の

施
設

園
芸

は
、

パ
イ

プ
ハ

ウ
ス

や
簡

易
な

軽
量

鉄
骨

ハ
ウ

ス
が

多
く

、
次

世
代

技
術

の
導

入
が

遅

れ
て

い
る

。
 

○
こ

れ
ら

の
技

術
を

本
県

の
施

設
園

芸
に

導
入

す
る

場
合

、
品

目
や

作
型

ご
と

に
費

用
対

効
果

の
高

い
技

術
を

選
定

し
て

導
入

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
次

世
代

型
技

術
の

導
入

推
進

 
・
周

年
型

も
し

く
は

長
期

出
荷

に
取

り
組

ん
で

い
る

施
設

野
菜

花
き

類
（
ト

マ
ト

、
き

ゅ
う

り
、

ば
ら

、
ア

ル
ス

ト
ロ

メ
リ

ア
な

ど
）

に
お

け
る

、
増

収
が

期
待

で
き

る
二

酸
化

炭
素

施
用

や
ミ

ス
ト
処

理
技

術
、

自
動

換
気

技
術

等
の

導
入

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
や

ま
が

た
方

式
次

世
代

施
設

園
芸

の
展

開
 

・
ト

マ
ト

等
の

施
設

果
菜

類
に

お
け

る
、

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
装

置
に

よ
る

「
ハ

ウ
ス

環
境

の
見

え
る

化
」

の
推

進
 

・
定

期
的

な
生

育
調

査
に

基
づ

く
「
生

育
の

見
え

る
化

」
の

実
践

に
よ

る
産

地
の

高
位

平
準

化
の

推
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

や
ま

が
た

方
式

次
世

代
施

設
園

芸
導

入
組

織
の

数
（
IC

T
機

器
等

を
導

入
・

活
用

し
て

い
る

組
織

の
数

）
 

4
か

所
 

(R
2

年
度

) 
5

か
所

 
6

か
所

 
7

か
所

 
8

か
所

 

出
典

：
園

芸
大

国
推

進
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑨

畜
産

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
3
 

地
域

で
支

え
る

畜
産

生
産

基
盤

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
地

域
の

中
心

と
な

る
担

い
手

を
育

成
・
確

保
す

る
と

と
も

に
、

地
域

を
支

え
る

中
小

家
族

経
営

を
は

じ
め

と
し

た
担

い
手

に
つ

い
て

、
規

模
拡

大
や

家
畜

の
増

頭
に

よ
る

所
得

向
上

、
省

力
化

・
生

産
性

向
上

に

資
す

る
施

設
･機

械
の

整
備

を
支

援
し

、
生

産
基

盤
の

強
化

を
推

進
す

る
｡ 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
生

産
者

の
高

齢
化

等
に

伴
い

、
飼

養
戸

数
・
頭

羽
数

と
も

に
減

少
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
担

い
手

の
育

成
・
確

保
と

と
も

に
、

規
模

拡
大

や
生

産
性

向
上

の
た

め
の

施
設

・
機

械
の

整
備

等
に

よ
り

、
生

産
基

盤
の

拡
大

と
経

営
体

質
の

強
化

を
進

め
、

S
D

G
ｓを

踏
ま

え
た

持
続

的
な

畜
産

経
営

の
維

持
・
発

展
を

図
っ

て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

を
踏

ま
え

、
「
新

し
い

生
活

様
式

」
に

対
応

し
た

生
産

方
式

の

構
築

を
図

る
等

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

負
け

な
い

畜
産

経
営

体
の

育
成

が
必

要
で

あ
る

。
 

   

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
地

域
の

中
心

と
な

る
畜

産
担

い
手

の
育

成
 

・
畜

産
担

い
手

塾
や

研
修

会
な

ど
、

担
い

手
へ

の
研

修
の

機
会

の
提

供
 

・
ト

ッ
プ

リ
ー

ダ
ー

と
の

交
流

会
な

ど
、

担
い

手
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
の

推
進

 
・
ゆ

と
り

あ
る

畜
産

経
営

を
展

開
す

る
た

め
の

ヘ
ル

パ
ー

活
動

へ
の

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
畜

舎
等

の
生

産
基

盤
強

化
へ

の
支

援
 

・
規

模
拡

大
に

必
要

な
畜

舎
等

の
施

設
や

機
械

の
整

備
へ

の
支

援
 

・
中

小
家

族
経

営
の

所
得

向
上

に
必

要
な

畜
舎

等
の

施
設

や
機

械
の

整
備

へ
の

支
援

 
・
新

規
就

農
者

等
の

家
畜

の
導

入
へ

の
支

援
 

・
キ

ャ
ト

ル
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

Ｅ
Ｔ

（
受

精
卵

移
植

）
和

牛
子

牛
の

県
内

保
留

シ
ス

テ
ム

の
構

築
 

 
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 
 

 
 

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

畜
産

産
出

額
 

3
6
1

億
円

 

（
H

3
0

年
） 

3
9
6

億
円

 
4
0
4

億
円

 
4
1
3

億
円

 
4
2
3

億
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
生

産
農

業
所

得
統

計
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑨

畜
産

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
4
 

や
ま

が
た

の
和

牛
増

頭
・
評

価
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
和

牛
繁

殖
雌

牛
の

増
頭

や
一

貫
経

営
へ

の
移

行
の

促
進

、
Ｅ

Ｔ
（
受

精
卵

移
植

）
技

術
の

活
用

に
よ

り
、

和
牛

子
牛

の
増

産
や

、
能

力
の

高
い

県
産

種
雄

牛
の

造
成

等
に

よ
り

、
「
総

称
山

形
牛

」
の

ブ
ラ

ン

ド
力

を
強

化
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
平

成
19

年
か

ら
の

「
や

ま
が

た
の

和
牛

増
頭

運
動

」
に

よ
り

県
内

の
繁

殖
雌

牛
は

着
実

に
増

加
し

て
い

る

が
、

依
然

と
し

て
肥

育
用

素
牛

の
県

外
導

入
割

合
は

高
く

、
繁

殖
農

家
の

高
齢

化
等

に
よ

る
離

農
の

影
響

を
考

慮
す

る
と

、
引

き
続

き
繁

殖
雌

牛
の

増
頭

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

等
に

よ
り

、
国

内
外

の
産

地
間

競
争

が
激

化
し

て
い

く
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

山
形

生
ま

れ
・
山

形
育

ち
の

安
全

・
安

心
な

総
称

山
形

牛
の

生
産

拡
大

と
品

質
向

上
の

取
組

み
を

進

め
、

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
和

牛
繁

殖
雌

牛
の

増
頭

 
・
和

牛
増

頭
戦

略
協

議
会

と
連

携
し

た
和

牛
繁

殖
雌

牛
の

導
入

支
援

 
・
一

貫
経

営
移

行
に

係
る

繁
殖

技
術

の
習

得
へ

の
支

援
 

・
分

娩
間

隔
の

短
縮

、
子

牛
事

故
率

の
低

減
技

術
の

指
導

 
・
生

産
性

の
向

上
と

省
力

化
に

向
け

た
IC

T
技

術
(分

娩
・
発

情
通

報
シ

ス
テ

ム
等

)の
導

入
 

・
全

国
和

牛
能

力
共

進
会

の
入

賞
に

向
け

た
巡

回
指

導
等

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
優

良
県

産
種

雄
牛

の
造

成
 

・
肉

用
牛

育
種

改
良

推
進

協
議

会
の

開
催

 
・
「
お

い
し

さ
の

指
標

」
に

基
づ

く
選

抜
手

法
の

導
入

に
よ

る
県

産
種

雄
牛

の
造

成
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

③
Ｅ

Ｔ
（
受

精
卵

移
植

）
技

術
の

活
用

に
よ

る
和

牛
子

牛
の

増
産

 
・
受

精
卵

（
体

外
・
体

内
）
移

植
の

推
進

と
受

精
卵

移
植

技
術

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
よ

る
Ｅ

Ｔ
和

牛
子

牛
生

産
頭

数
の

拡
大

 
・
キ

ャ
ト

ル
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

Ｅ
Ｔ

和
牛

子
牛

の
県

内
保

留
シ

ス
テ

ム
の

構
築

[関
連

] 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

農
業

者
当

た
り

 

肉
用

牛
産

出
額

 
 

1
,6

19
万

円
 

（
H

2
9

年
） 

1,
90

8
万

円
 

1,
93

8
万

円
 

1,
98

4
万

円
 

2,
01

5
万

円
 

出
典

：
畜

産
振

興
課

調
べ

 

④
総

称
山

形
牛

ブ
ラ

ン
ド

の
向

上
 

・
牛

肉
の

甘
み

な
ど

「
お

い
し

さ
の

指
標

」
の

見
え

る
化

に
よ

る
、

飼
養

管
理

技
術

の
向

上
と

実
需

者
へ

の
総

称
山

形
牛

の
Ｐ

Ｒ
 

・
「
新

し
い

生
活

様
式

」
に

対
応

し
た

、
e

コ
マ

ー
ス

な
ど

新
た

な
流

通
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
よ

る
販

路
開

拓
 

・
山

形
肉

牛
協

会
と

連
携

し
た

Ｐ
Ｒ

活
動

の
推

進
 

〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑨

畜
産

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
5
 

や
ま

が
た

の
ミ

ル
ク

生
産

・
消

費
拡

大
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
乳

用
牛

群
検

定
事

業
の

活
用

等
に

よ
り

個
体

能
力

を
把

握
し

、
高

能
力

が
期

待
で

き
る

受
精

卵
の

配

布
に

よ
り

乳
用

牛
の

生
産

性
を

高
め

る
と

と
も

に
、

県
産

牛
乳

の
消

費
拡

大
を

図
り

酪
農

家
の

所
得

向

上
を

推
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
本

県
の

経
産

牛
１

頭
当

た
り

の
生

乳
生

産
量

は
、

分
娩

間
隔

が
長

く
な

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

全
国

平

均
に

比
べ

低
く

、
ま

た
、

全
国

的
に

初
妊

牛
価

格
の

高
止

ま
り

が
続

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
生

産
性

の
高

い

後
継

牛
を

県
内

で
増

殖
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

○
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

等
に

よ
り

、
国

内
外

の
産

地
間

競
争

が
激

化
し

て
い

く
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

県
産

生
乳

を
原

料
と

し
た

高
品

質
な

牛
乳

・
乳

製
品

の
生

産
を

進
め

、
ブ

ラ
ン

ド
力

の
強

化
を

図
っ

て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
乳

用
牛

の
ベ

ス
ト

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
実

現
へ

の
支

援
 

・
牛

群
検

定
や

遺
伝

的
能

力
評

価
手

法
に

よ
る

乳
用

牛
の

能
力

把
握

と
生

産
性

の
向

上
へ

の
支

援
 

・
乳

牛
の

能
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
ベ

ス
ト
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

実
現

セ
ミ
ナ

ー
の

開
催

 
・
ゲ

ノ
ミ

ッ
ク

情
報

を
活

用
し

た
受

精
卵

の
配

布
に

よ
る

高
能

力
牛

の
確

保
 

・
Ｅ

Ｔ
（
受

精
卵

移
植

）を
活

用
し

た
和

牛
子

牛
生

産
の

推
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
県

産
牛

乳
等

の
消

費
拡

大
 

・
山

形
県

牛
乳

普
及

協
会

と
連

携
し

た
Ｐ

Ｒ
活

動
の

推
進

 
・
高

付
加

価
値

牛
乳

の
生

産
技

術
と

新
た

な
乳

製
品

の
開

発
へ

の
支

援
 

〇
 

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

 
 

 
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

経
産

牛
１

頭
当

た
り

の
 

生
乳

生
産

量
 

7
,5

7
8
kg

 

(R
1

年
) 

7
,7

0
0
kg

 
7
,7

5
0
kg

 
7
,8

0
0
kg

 
7
,8

5
0
kg

 

出
典

：
畜

産
振

興
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑨

畜
産

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
6
 

県
産

銘
柄

豚
評

価
向

上
・
販

路
拡

大
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
県

が
作

出
し

た
繁

殖
性

や
肉

質
に

優
れ

た
種

豚
を

利
用

し
、

県
産

銘
柄

豚
の

生
産

拡
大

と
販

路
拡

大

を
推

進
す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
経

済
連

携
協

定
等

に
よ

る
輸

入
畜

産
物

の
増

加
に

伴
い

、
国

内
外

の
産

地
間

競
争

が
激

化
し

て
い

く
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

養
豚

研
究

所
が

作
出

し
た

改
良

型
種

豚
の

利
用

に
よ

る
県

産
銘

柄
豚

の
生

産
拡

大
と

品
質

向
上

の
取

組
み

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
県

産
銘

柄
豚

の
知

名
度

を
高

め
、

新
た

な
販

路
を

開
拓

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
改

良
型

種
豚

の
利

用
推

進
 

・
繁

殖
性

を
改

良
し

た
ラ

ン
ド

レ
ー

ス
種

と
肉

質
を

改
良

し
た

デ
ュ

ロ
ッ

ク
種

の
利

用
の

推
進

 
・
(一

社
)山

形
県

系
統

豚
普

及
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

改
良

交
雑

母
豚

の
供

給
の

推
進

 
・
改

良
雄

豚
(デ

ュ
ロ

ッ
ク

種
)の

人
工

授
精

用
精

液
の

利
用

を
推

進
 

〇
 

 
 

 
 

②
県

産
豚

肉
の

Ｐ
Ｒ

等
に

よ
る

銘
柄

化
の

推
進

 
・
山

形
県

産
豚

肉
銘

柄
推

進
協

議
会

と
連

携
し

た
各

種
イ

ベ
ン

ト
や

商
談

会
、

催
事

に
お

け
る

県
産

豚
肉

の
Ｐ

Ｒ
 

・
高

付
加

価
値

豚
肉

の
生

産
技

術
と

新
た

な
加

工
品

の
開

発
へ

の
支

援
 

〇
 

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

 
 

 
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

豚
の

飼
養

頭
数

 
1
5
4
,6

0
0

頭
 

(R
1

年
)  

1
6
0
,0

0
0

頭
 
1
6
5
,0

0
0

頭
 
1
7
0
,0

0
0

頭
 
1
7
5
,0

0
0

頭
 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
畜

産
統

計
」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑨

畜
産

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
7
 

県
産

鶏
肉

等
生

産
・
販

路
拡

大
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
肉

用
鶏

や
採

卵
鶏

の
規

模
拡

大
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
や

ま
が

た
地

鶏
の

新
規

参
入

者
の

確
保

や

肉
用

鶏
、

採
卵

鶏
な

ど
養

鶏
全

体
の

生
産

拡
大

と
販

路
開

拓
・
拡

大
を

推
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 
 

 

○
全

国
に

比
べ

本
県

の
養

鶏
は

規
模

が
小

さ
い

が
、

最
近

で
は

、
販

売
ま

で
一

貫
し

た
生

産
体

制
を

取
り

入
れ

た
経

営
も

出
て

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
山

形
生

ま
れ

・
山

形
育

ち
の

安
全

・
安

心
な

県
産

鶏
肉

や
鶏

卵

の
生

産
拡

大
と

品
質

向
上

の
取

組
み

を
進

め
、

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

○
や

ま
が

た
地

鶏
等

の
知

名
度

を
高

め
、

新
た

な
販

路
を

開
拓

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
養

鶏
の

生
産

拡
大

 
・
肉

用
鶏

や
採

卵
鶏

の
生

産
拡

大
へ

の
支

援
 

・
や

ま
が

た
地

鶏
の

新
規

参
入

者
の

確
保

や
飼

育
技

術
の

向
上

の
推

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
や

ま
が

た
地

鶏
・
県

産
銘

柄
鶏

等
の

販
路

拡
大

 
・
や

ま
が

た
地

鶏
振

興
協

議
会

や
山

形
県

養
鶏

協
会

等
と

連
携

し
た

各
種

イ
ベ

ン
ト
や

商
談

会
へ

の
参

加
等

に
よ

る
や

ま
が

た
地

鶏
の

Ｐ
Ｒ

 
・
高

付
加

価
値

鶏
肉

・
鶏

卵
の

生
産

技
術

と
新

た
な

加
工

品
の

開
発

へ
の

支
援

 

〇
 

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

 
 

 
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

肉
用

鶏
の

飼
養

頭
数

 

（
や

ま
が

た
地

鶏
を

含
む

）
 

6
6
0

千
羽

 

（
R
1

年
） 

6
7
0

千
羽

 
6
7
5

千
羽

 
6
8
0

千
羽

 
6
8
5

千
羽

 

出
典

：
畜

産
振

興
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑨

畜
産

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
8
 

県
産

飼
料

生
産

・
活

用
促

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
集

落
営

農
法

人
等

と
の

連
携

を
よ

り
一

層
強

化
す

る
と

と
も

に
、

飼
料

基
盤

の
整

備
や

水
田

フ
ル

活
用

に
よ

る
飼

料
生

産
を

推
進

し
、

県
産

飼
料

の
生

産
・
利

用
拡

大
を

図
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
配

合
飼

料
価

格
の

高
止

ま
り

や
子

牛
価

格
の

高
騰

等
に

よ
り

畜
産

生
産

費
が

増
加

し
て

お
り

、
生

産
費

の
４

割
か

ら
７

割
が

飼
料

費
で

占
め

ら
れ

て
い

る
。

 

○
経

営
安

定
化

の
た

め
、

県
産

飼
料

(牧
草

、
飼

料
用

と
う

も
ろ

こ
し

、
飼

料
用

米
及

び
稲

Ｗ
Ｃ

Ｓ
(稲

発
酵

粗

飼
料

)の
生

産
・利

用
拡

大
に

よ
り

、
飼

料
費

の
低

減
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
主

食
用

米
の

生
産

調
整

が
実

施
さ

れ
る

中
で

、
水

田
フ

ル
活

用
に

よ
る

飼
料

用
米

等
の

作
付

け
と

利
用

拡
大

に
向

け
て

、
耕

種
農

家
と

畜
産

農
家

と
の

更
な

る
需

給
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
と

と
も

に
、

県
内

産
飼

料

が
地

域
内

外
を

問
わ

ず
広

域
的

に
流

通
で

き
る

体
制

整
備

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
県

産
飼

料
の

基
盤

整
備

 
・
自

給
飼

料
生

産
利

用
の

た
め

の
施

設
・
機

械
導

入
へ

の
支

援
 

・
飼

料
基

盤
の

造
成

・
整

備
改

良
の

推
進

に
よ

る
、

牧
草

等
自

給
飼

料
基

盤
の

拡
大

へ
の

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
飼

料
用

イ
ネ

の
生

産
・
利

用
の

拡
大

 
・
稲

Ｗ
Ｃ

Ｓ
向

け
茎

葉
型

新
品

種
で

あ
る

山
形

飼
糯

１
３

８
号

の
生

産
・
利

用
拡

大
 

・
飼

料
用

米
及

び
稲

Ｗ
Ｃ

Ｓ
等

の
県

内
で

の
需

給
マ

ッ
チ

ン
グ

の
推

進
 

・
農

場
内

で
加

工
・
調

製
す

る
低

コ
ス

ト
な

施
設

整
備

の
推

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
耕

畜
連

携
の

推
進

 
・
耕

畜
連

携
に

よ
る

牧
草

等
自

給
粗

飼
料

の
生

産
・
利

用
拡

大
 

・
簡

易
放

牧
の

取
組

面
積

の
拡

大
 

・
コ

ン
ト
ラ

ク
タ

―
(作

業
受

託
組

織
)の

育
成

・
強

化
に

よ
る

県
産

飼
料

の
生

産
拡

大
や

広
域

流
通

マ
ッ

チ
ン

グ
の

推
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

稲
発

酵
粗

飼
料

作
付

面
積

 
9
2
2
ｈ

ａ
 

(Ｒ
１

年
) 

9
4
0
ｈ

ａ
 

9
7
0
h
a 

1
,0

2
0h

a 
1
,1

0
0h

a 

出
典
：
農

林
水
産
省

 
「

令
和
元

年
産
の

水
田
に

お
け
る
都

道
府
県

別
の
作
付

状
況
（

確
定
値

）」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑨

畜
産

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
9
 

安
全

・
安

心
な

県
産

畜
産

物
生

産
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
安

全
・
安

心
な

畜
産

物
の

生
産

に
よ

り
、

県
産

畜
産

物
の

評
価

向
上

を
図

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
経

済
連

携
協

定
の

発
効

等
に

よ
り

牛
肉

等
の

輸
出

拡
大

を
図

る
チ

ャ
ン

ス
で

あ
る

が
、

対
米

の
衛

生
基

準

を
満

た
す

食
肉

処
理

施
設

が
な

い
た

め
、

国
際

的
な

衛
生

基
準

に
適

合
し

た
施

設
を

整
備

し
て

い
く

必

要
が

あ
る

。
 

○
国

内
外

で
の

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

や
豚

熱
（
C

S
F

）
等

の
家

畜
伝

染
病

が
感

染
拡

大
し

て
お

り
、

本
県

に

お
い

て
も

令
和

２
年

１
２

月
に

豚
熱

が
発

生
し

、
農

場
に

お
け

る
衛

生
管

理
の

徹
底

な
ど

防
疫

体
制

を
一

層
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
農

畜
産

物
の

流
通

に
お

け
る

取
引

条
件

と
し

て
の

要
請

や
輸

出
拡

大
、

ま
た

、
飼

養
衛

生
管

理
技

術
の

向
上

を
図

る
観

点
か

ら
、

生
産

工
程

を
明

確
に

で
き

る
農

場
Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ

や
畜

産
Ｇ

Ａ
Ｐ

の
取

組
み

を
推

進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
牛

肉
の

輸
出

基
準

に
適

合
す

る
食

肉
処

理
施

設
の

整
備

 
・
需

要
の

拡
大

が
期

待
で

き
る

対
米

・
対

中
国

向
け

の
輸

出
基

準
に

対
応

し
た

高
度

な
食

肉
処

理
施

設
整

備
の

推
進

 
〇
 

 
 

 
 

②
家

畜
伝

染
病

の
発

生
・
ま

ん
延

防
止

 
・
豚

熱
抗

体
検

査
及

び
異

常
豚

の
Ｐ

Ｃ
Ｒ

検
査

等
の

実
施

 
・
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
検

査
の

実
施

 
・
家

畜
伝

染
病

発
生

時
の

初
動

体
制

の
確

立
に

よ
る

家
畜

防
疫

の
推

進
 

・
防

疫
拠

点
と

な
る

家
畜

保
健

衛
生

所
に

お
け

る
バ

イ
オ

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対

策
の

推
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
農

場
に

お
け

る
飼

養
衛

生
管

理
技

術
の

向
上

 
・
消

費
者

が
重

視
す

る
「安

全
性

」の
確

保
に

向
け

た
農

場
 

Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ

Ｐ
や

日
本

版
畜

産
Ｇ

Ａ
Ｐ

の
認

証
取

得
の

推
進

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 
 

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

農
場

H
A

C
C

P
認

証
数

 
1
6

農
場

 
（
R
1

年
） 

2
0

農
場

 
2
2

農
場

 
2
4

農
場

 
2
6

農
場

 

出
典

：
公

益
社

団
法

人
中

央
畜

産
会
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑩

６
次

産
業

化
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
0
 

販
売

チ
ャ

ネ
ル

の
多

角
化

に
よ

る
需

要
開

拓
・
販

路
拡

大
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

を
契

機
と

し
た

需
要

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

e
コ

マ
ー

ス
の

導
入

や
オ

ン
ラ

イ
ン

商
談

会
の

開
催

な
ど

、
販

売
チ

ャ
ネ

ル
の

多
角

化
に

向
け

た
取

組
み

を
支

援
し

、
６

次
産

業
化

商
品

の
需

要
開

拓
・
販

路
拡

大
を

促
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 
○

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
の

影
響

に
よ

り
社

会
経

済
は

大
き

く
変

化
し

て
お

り
、

６
次

産
業

化
の

取
組

み
を

さ
ら

に
拡

大
し

て
い

く
た

め
に

は
、

ウ
ィ

ズ
・
ポ

ス
ト
コ

ロ
ナ

に
お

け
る

新
た

な
需

要
の

取
込

み
が

必
要

で
あ

る
。

 
○

従
来

の
対

面
型

の
販

路
開

拓
・
拡

大
へ

の
支

援
に

加
え

、
非

接
触

型
（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
の

販
路

開
拓

・
拡

大
へ

の
支

援
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
販

売
チ

ャ
ネ

ル
の

多
角

化
に

向
け

た
取

組
み

へ
の

支
援

 
・
 e

コ
マ

ー
ス

に
よ

る
販

売
や

売
上

げ
の

増
加

に
向

け
た

農
林

漁
業

者
や

食
品

製
造

業
者

等
の

ネ
ッ

ト
販

売
の

導
入

へ
の

支
援

等
 

・
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
オ

ン
ラ

イ
ン

商
談

会
の

開
催

等
に

よ
る

、
非

接
触

型
（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
の

販
路

開
拓

・
拡

大
の

支
援

 
・
流

通
や

食
品

製
造

等
の

専
門

家
や

関
係

団
体

と
連

携
し

た
、

ビ
ジ

ネ
ス

の
発

展
段

階
に

応
じ

た
商

談
機

会
の

創
出

に
よ

る
県

内
外

や
海

外
へ

の
販

路
拡

大
の

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
県

内
外

へ
の

情
報

発
信

の
強

化
 

・
本

県
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

高
い

農
林

水
産

物
を

使
用

し
、

製
造

さ
れ

た
「
山

形
な

ら
で

は
」
の

加
工

食
品

の
優

良
事

例
の

顕
彰

及
び

情
報

発
信

 
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
を

活
用

し
た

需
要

拡
大

に
向

け
た

情
報

発
信

 
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

６
次

産
業

化
に

取
り

組
む

事
業

者
※
の

 

Ｅ
Ｃ

参
入

率
 

2
1
.3

％
 

（
R
1

年
） 

2
8
％

 
3
2
％

 
3
6
％

 
4
0
％

 

※
「６

次
産

業
化

に
取

り
組

む
事

業
者

」：
県

産
農

林
水

産
物

を
起

点
と

す
る

６
次

産
業

化
に

取
り
組

む
食

品
製

造
業

者
及

び
産

地
直

売
所

、
農

産
加

工
所

 
 

出
典

：
農

政
企

画
課

（
美

味
い

山
形

流
通

販
売

推
進

室
）
調

べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑩

６
次

産
業

化
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
1
 

他
分

野
・
他

産
業

と
の

連
携

拡
大

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
本

県
の

豊
か

な
農

林
水

産
物

と
地

域
の

特
色

あ
る

郷
土

料
理

、
農

村
景

観
な

ど
の

「
農

」
と

「
食

」
に

関

わ
る

地
域

資
源

を
活

か
し

、
観

光
を

は
じ

め
と

す
る

他
分

野
・
他

産
業

と
の

連
携

を
拡

大
し

、
６

次
産

業

化
の

活
性

化
を

図
る

。
 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
人

口
減

少
に

伴
う

国
内

消
費

市
場

の
縮

小
が

懸
念

さ
れ

る
中

、
６

次
産

業
化

商
品

の
需

要
を

拡
大

し
て

い
く

た
め

に
は

、
農

林
水

産
分

野
の

資
源

に
観

光
地

、
道

の
駅

等
の

観
光

資
源

を
組

み
合

わ
せ

た
受

入
体

制
づ

く
り

と
魅

力
発

信
の

強
化

に
よ

る
、

関
係

人
口

の
拡

大
に

向
け

た
取

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
農

林
漁

業
者

の
高

齢
化

や
担

い
手

不
足

が
進

む
中

、
６

次
産

業
化

の
実

践
者

を
増

加
さ

せ
る

に
は

、

他
分

野
・
他

産
業

と
の

連
携

を
拡

大
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 

   

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
農

観
連

携
に

よ
る

関
係

人
口

の
拡

大
 

・
農

林
漁

業
者

等
に

よ
る

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
受

入
態

勢
の

整
備

へ
の

支
援

 
・
地

域
づ

く
り

計
画

の
策

定
等

の
支

援
や

地
域

ご
と

の
受

入
態

勢
の

整
備

等
に

係
る

学
ぶ

機
会

の
提

供
な

ど
、

農
泊

・農
家

レ
ス

ト
ラ

ン
等

の
取

組
み

を
推

進
す

る
地

域
づ

く
り

へ
の

支
援

 
・交

流
拡

大
に

つ
な

が
る

６
次

産
業

化
商

品
の

開
発

・販
売

の
促

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
他

分
野

・他
産

業
と

の
連

携
に

よ
る

６
次

産
業

化
の

促
進

 
・
デ

ザ
イ

ナ
ー

や
Ｗ

ｅ
ｂ
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
等

の
専

門
家

の
派

遣
や

、
企

業
と

デ
ザ

イ
ナ

ー
を

結
ぶ

交
流

会
の

開
催

等
、

デ
ザ

イ
ン

に
よ

っ
て

商
品

の
魅

力
を

高
め

る
取

組
み

の
促

進
 

・県
内

の
他

分
野

・他
産

業
か

ら
の

６
次

産
業

化
に

係
る

優
良

事
例

の
情

報
発

信
等

に
よ

る
、

多
方

面
か

ら
の

６
次

産
業

化
へ

の
参

入
の

促
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

農
泊

※
・
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

等
の

取
組

み
を

推
進

す
る

地
域

の
数

（
累

計
）
 

1
1

箇
所

 

(R
1

年
度

) 
1
3

箇
所

 
1
5

箇
所

 
1
7

箇
所

 
2
0

箇
所

 

※
「
農

泊
」
：
農

山
漁

村
地

域
に

宿
泊

し
、

滞
在

中
に

豊
か

な
地

域
資

源
を

活
用

し
た

食
事

や
体

験
等

を
楽

し
む

「
農

山
漁

村
滞

在
型

旅
行

」
 

出
典

：
農

業
技

術
環

境
課

調
べ

 

③
村

山
地

域
の

農
産

物
の

魅
力

発
信

と
利

用
拡

大
 

・
村

山
伝

統
野

菜
、

特
産

野
菜

な
ど

地
域

農
産

物
の

魅
力

の
発

信
に

よ
る

、
認

知
度

向
上

と
消

費
・
利

用
拡

大
と

観
光

交
流

の
拡

大
 

 
〇

 
 

 
 

④
最

上
地

域
に

お
け

る
産

直
を

核
と

し
た

農
観

連
携

の
創

出
 

・
産

直
施

設
を

起
点

と
し

た
最

上
地

域
に

お
け

る
農

業
の

魅
力

の
県

内
外

へ
の

発
信

 
 

 
〇

 
 

 

⑤
置

賜
の

地
域

資
源

を
活

用
し

た
６

次
産

業
化

の
推

進
 

・
観

光
客

の
地

元
周

遊
の

誘
導

に
向

け
た

直
売

施
設

や
農

家
レ

ス
ト
ラ

ン
、

ワ
イ

ナ
リ

ー
等

の
「
農

」
と

「
食

」
に

関
す

る
地

域
資

源
情

報
の

発
信

 

 
 

 
〇

 
 

⑥
「
食

の
都

庄
内

」
ブ

ラ
ン

ド
の

普
及

・
定

着
 

・
生
産
・
加

工
・
流

通
・
販
売
・
消

費
の
各

分
野

の
機

関
・

団
体
の
連
携

に
よ

る
「
『
食

の
都

庄
内

』
づ
く
り

推
進

会
議
」
を
核
と

し
た

、
ブ

ラ
ン

ド
の

普
及

・
定

着
 

・「
美
食
・
美
酒

」
と

多
様
な
地

域
資

源
（
精
神

文
化

、
自

然
、
温
泉
、
山
岳

等
）
を
組

み
合

わ
せ

た
庄

内
な

ら
で

は
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の

推
進

 

 
 

 
 

〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑩

６
次

産
業

化
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
2
 

県
産

農
林

水
産

物
を

起
点

と
し

た
食

産
業

振
興

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
県

産
農

林
水

産
物

の
付

加
価

値
向

上
と

利
用

拡
大

を
図

る
た

め
、

農
林

漁
業

者
と

県
内

食
品

業
者

と

の
連

携
を

強
化

し
、

消
費

者
・
実

需
者

の
ニ

ー
ズ

を
捉

え
た

「
売

れ
る

商
品

」
の

企
画

・
開

発
を

促
進

す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
県

産
農

林
水

産
物

の
付

加
価

値
向

上
と

利
用

拡
大

を
図

る
た

め
に

は
、

農
林

漁
業

者
と

県
産

農
林

水

産
物

の
主

要
な

供
給

元
で

あ
る

県
内

食
品

業
者

と
の

連
携

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
変

化
に

伴
う

消
費

者
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

や
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡

大
を

契
機

と
し

た
需

要
の

変
化

に
対

応
す

る
た

め
、

消
費

者
・
実

需
者

の
ニ

ー
ズ

を
捉

え
た

「
売

れ
る

商

品
」
の

開
発

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
農

林
漁

業
者

と
食

品
業

者
の

連
携

促
進

 
・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

に
よ

る
、

農
林

漁
業

者
と

食
品

業
者

が
求

め
る

情
報

の
収

集
・
分

析
と

、
両

者
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

向
け

た
産

地
・
企

業
情

報
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
 

・
農

林
漁

業
者

と
県

内
食

品
業

者
の

契
約

取
引

の
拡

大
に

向
け

た
、

個
別

相
談

等
を

含
む

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

の
開

催
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
食

品
業

者
の

商
品

企
画

・
開

発
力

の
強

化
 

・
消

費
者

・
実

需
者

の
購

買
意

欲
を

高
め

る
商

品
開

発
に

向
け

た
、

商
品

コ
ン

セ
プ

ト
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

食
味

、
パ

ッ
ケ

ー
ジ

デ
ザ

イ
ン

、
価

格
設

定
、

広
報

戦
略

等
の

専
門

家
の

派
遣

に
よ

る
伴

走
型

支
援

 
・
各

種
補

助
事

業
の

活
用

に
よ

る
、

食
品

製
造

業
者

等
の

商
品

開
発

力
の

向
上

や
事

業
規

模
の

拡
大

等
に

必
要

な
設

備
整

備
等

へ
の

支
援

 
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

  

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

食
品

製
造

業
等

に
お

け
る

県
産

農
林

水
産

物
の

使
用

割
合

（
重

量
ベ

ー
ス

）
 

4
0
.7

％
 

（
R
１

年
）
 

4
2
.5

％
 

4
3
.4

％
 

4
4
.2

％
 

4
5
％

 

出
典

：
農

政
企

画
課

（
美

味
い

山
形

流
通

販
売

推
進

室
）
調

べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑩

６
次

産
業

化
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
3
 

６
次

産
業

化
に

よ
る

多
彩

な
ア

グ
リ

ビ
ジ

ネ
ス

振
興

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
「
農

林
漁

業
者

自
ら

の
６

次
産

業
化

」
と

「
地

域
ぐ

る
み

の
６

次
産

業
化

」
を

一
体

的
に

展
開

し
、

農
林

漁

業
者

に
よ

る
６

次
産

業
化

の
様

々
な

展
開

方
向

に
応

じ
た

多
彩

な
ア

グ
リ

ビ
ジ

ネ
ス

の
創

出
を

促
進

す

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
農

林
漁

業
者

の
所

得
の

向
上

を
図

る
た

め
に

は
、

農
林

水
産

物
の

付
加

価
値

を
高

め
る

６
次

産
業

化

の
取

組
み

を
推

進
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

○
一

方
で

、
小

規
模

な
農

林
漁

業
者

が
６

次
産

業
化

に
取

り
組

む
に

あ
た

っ
て

は
、

設
備

等
の

整
備

に
係

る
初

期
投

資
や

加
工

技
術

、
販

売
の

ノ
ウ

ハ
ウ

の
取

得
等

の
負

担
が

大
き

い
。

 

○
農

林
漁

業
者

に
よ

る
６

次
産

業
化

を
さ

ら
に

拡
大

す
る

た
め

に
は

、
農

林
漁

業
者

そ
れ

ぞ
れ

の
意

欲
的

な
取

組
み

を
組

み
合

せ
、

地
域

全
体

で
価

値
を

創
出

・
増

幅
・
循

環
さ

せ
る

仕
組

み
を

作
る

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
農

林
漁

業
者

自
ら

の
６

次
産

業
化

へ
の

支
援

 
・
普

及
組

織
や

６
次

産
業

化
支

援
機

関
等

に
よ

る
事

業
計

画
か

ら
加

工
、

製
造

、
販

売
や

組
織

運
営

の
改

善
方

策
等

の
作

成
・
実

行
ま

で
の

各
段

階
に

応
じ

た
助

言
・
指

導
 

・
６

次
産

業
化

の
取

組
み

に
必

要
な

設
備

整
備

等
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
地

域
ぐ

る
み

の
６

次
産

業
化

の
促

進
 

・
市

町
村

等
を

中
心

と
し

た
、

地
域

の
農

林
漁

業
者

や
食

品
製

造
業

、
卸

売
・
小

売
業

、
観

光
産

業
な

ど
に

よ
る

連
携

・
協

働
を

目
的

に
構

築
さ

れ
た

、
６

次
産

業
化

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
取

組
み

の
促

進
 

・
地

域
の

「
農

」
と

「
食

」
に

関
す

る
多

様
な

関
係

者
に

よ
る

地
域

食
農

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

構
築

及
び

自
発

的
・
持

続
的

な
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
出

へ
の

支
援

 
・
市

町
村

や
ＪＡ

等
に

よ
る

地
域

の
６

次
産

業
化

拠
点

施
設

の
整

備
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

産
地

直
売

所
販

売
額

 
1
1
8
.4

億
円

 

（
Ｒ

１
年

）
 

1
2
7

億
円

 1
3
1

億
円

 1
3
5

億
円

 
1
4
0

億
円

 

出
典

：
農

業
技

術
環

境
課

調
べ

 

③
地

域
資

源
を

活
用

し
た

付
加

価
値

創
出

の
支

援
[関

連
] 

・
行

動
計

画
等

に
基

づ
き

実
施

す
る

地
域

の
将

来
像

の
実

現

に
向

け
た

先
進

的
な

取
組

み
の

立
上

げ
（
試

行
）
へ

の
支

援
 

・
農

林
水

産
物

等
の

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

や
付

加
価

値
の

高
い

農
作

物
の

導
入

等
の

所
得

向
上

に
つ

な
が

る
取

組
み

の
芽

出
し

へ
の

支
援

 
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

④
商

品
力

の
高

い
農

産
加

工
品

づ
く
り

へ
の

支
援

 
・
地

域
資

源
を

活
用

し
た

、
収

益
性

の
高

い
農

産
加

工
経

営
体

の
育

成
に

向
け

た
、

技
術

力
向

上
や

顧
客

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

商
品

づ
く

り
へ

の
支

援
 

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑩

６
次

産
業

化
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
4
 

６
次

産
業

化
推

進
基

盤
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
６

次
産

業
化

を
推

進
す

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
人

材
育

成
や

相
談

・
技

術
支

援
体

制
の

充
実

、
６

次
産

業
化

支
援

機
関

の
さ

ら
な

る
機

能
強

化
に

取
り

組
む

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
普

及
事

業
や

「
や

ま
が

た
６

次
産

業
ビ

ジ
ネ

ス
・
ス

ク
ー

ル
」
な

ど
の

各
種

研
修

に
よ

り
６

次
産

業
化

を
担

う
人

材
を

育
成

し
て

い
る

。
 

○
６

次
産

業
化

支
援

機
関

等
（
山

形
６

次
産

業
化

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

、
や

ま
が

た
食

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
協

議
会

、
食

品
加

工
技

術
相

談
窓

口
な

ど
）
が

行
う

相
談

・
技

術
支

援
や

現
場

指
導

に
よ

り
、

事
業

化
の

促

進
、

商
品

開
発

や
販

路
開

拓
等

に
関

す
る

課
題

解
決

を
支

援
し

て
い

る
。

 

○
農

林
漁

業
者

に
よ

る
６

次
産

業
化

の
取

組
み

を
促

進
す

る
た

め
に

は
、

事
業

化
に

向
け

た
環

境
づ

く
り

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
担

い
手

と
な

る
人

材
育

成
の

充
実

、
支

援
機

関
に

お
け

る
相

談
・
技

術

支
援

体
制

の
充

実
、

原
材

料
と

な
る

農
林

水
産

物
の

生
産

体
制

の
整

備
な

ど
の

総
合

的
な

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
６

次
産

業
化

を
推

進
す

る
人

財
づ

く
り

 
・
産

学
官

金
が

連
携

し
、

研
修

の
開

催
や

６
次

産
業

化
支

援
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
活

用
等

に
よ

る
、

６
次

産
業

化
に

取
り

組
む

人
材

の
育

成
 

・
各

支
援

機
関

の
機

能
強

化
と

、
連

携
し

た
一

体
的

な
支

援
の

展
開

に
よ

る
、

県
内

各
地

の
６

次
産

業
化

の
取

組
み

の
加

速
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
６

次
産

業
化

を
支

え
る

体
制

づ
く
り

 
・
加

工
用

の
生

産
・
販

路
開

拓
な

ど
実

需
者

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
と

生
産

現
場

へ
の

反
映

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
食

品
加

工
支

援
チ

ー
ム

に
よ

る
支

援
 

・
「
食

品
加

工
技

術
相

談
窓

口
」
に

お
け

る
、

食
品

加
工

に
関

す
る

商
品

開
発

か
ら

販
売

促
進

ま
で

の
相

談
の

一
元

的
な

支
援

 
・
技

術
移

転
や

共
同

研
究

に
よ

る
新

商
品

開
発

に
加

え
、

H
A

C
C

P
に

沿
っ

た
衛

生
管

理
の

定
着

に
向

け
た

取
組

み
の

推
進

 
・
「
食

品
加

工
支

援
ラ

ボ
」
の

活
用

に
よ

る
、

新
商

品
開

発
の

た
め

の
試

作
へ

の
支

援
や

、
県

産
農

産
物

の
加

工
・
販

売
・

衛
生

管
理

に
関

す
る

技
術

習
得

の
研

修
会

の
開

催
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

６
次

産
業

化
支

援
機

関
等

が
支

援
し

た
新

商
品

の
流

通
・
販

売

件
数

（
累

計
）
 

※
括

弧
内

は
、

う
ち

米
粉

食
品

 

3
0

件
 

(H
2
9
～

R
2

年
度

) 
4
2

件
 

6
0

件
 

(6
件

) 

7
5

件
 

(8
件

) 

9
0

件
 

(1
0

件
) 

出
典

：
農

業
技

術
環

境
課

、
農

業
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
調

べ
 

④
県

産
米

粉
の

利
用

拡
大

に
係

る
取

組
み

の
推

進
 

・
県

産
米

粉
を

使
用

し
た

商
品

開
発

へ
の

支
援

や
技

術
講

習
会

の
実

施
 

・
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

県
産

米
粉

の
普

及
啓

発
や

、
様

々
な

機
会

を
捉

え
た

米
粉

製
品

の
P
R

を
実

施
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑪

流
通

販
売

・
輸

出
促

進
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
5
 

「
お

い
し

い
山

形
」
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
消

費
者

の
理

解
と

共
感

を
醸

成
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
強

化
と

「
農

林
水

産
業

が
盛

ん
な

地

域
」
の

産
地

イ
メ

ー
ジ

と
結

び
つ

い
た

「
山

形
ブ

ラ
ン

ド
」
の

全
国

へ
の

発
信

強
化

に
取

り
組

む
。

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
少

子
・
高

齢
化

の
進

展
に

伴
う

人
口

減
少

社
会

に
よ

り
、

国
内

の
生

鮮
食

品
を

は
じ

め
と

す
る

食
料

消
費

は
減

少
傾

向
が

続
く

ほ
か

、
世

帯
構

造
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

か
ら

、
消

費
者

・
実

需
者

の
食

に
対

す

る
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

が
進

ん
で

い
る

。
 

○
こ

う
し

た
中

、
産

地
間

競
争

に
打

ち
勝

つ
た

め
に

は
、

本
県

の
優

れ
た

農
林

水
産

物
の

全
国

的
な

認
知

度
を

高
め

て
い

く
と

と
も

に
、

地
域

イ
メ

ー
ジ

を
一

体
的

に
向

上
さ

せ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

○
山

形
の

食
文

化
や

県
産

農
林

水
産

物
の

魅
力

を
国

内
外

に
発

信
し

、
「
山

形
ブ

ラ
ン

ド
」
の

確
立

を
図

る

必
要

が
あ

る
。

 

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
「
お

い
し

い
山

形
」
推

進
機

構
の

運
営

 
・
お

い
し

い
山

形
推

進
機

構
の

事
業

計
画

の
策

定
及

び
事

業
展

開
、

事
業

実
施

後
に

お
け

る
成

果
検

証
 

〇
 

 
 

 
 

②
「
お

い
し

い
山

形
」
の

魅
力

発
信

 
・
各

種
広

報
媒

体
を

活
用

し
た

県
産

農
林

水
産

物
の

旬
に

合
わ

せ
た

情
報

発
信

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
消

費
者

の
理

解
度

・
共

感
度

の
醸

成
 

・
ペ

ロ
リ

ン
を

活
用

し
た

販
促

資
材

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
 

・
県

産
農

林
水

産
物

の
Ｐ

Ｒ
動

画
の

発
信

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

④
農

林
水

産
・
観

光
・
商

工
団

体
等

と
の

連
携

 
・
集

客
力

の
あ

る
観

光
・
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
等

に
お

け
る

県
産

農
林

水
産

物
の

Ｐ
Ｒ

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

県
産

農
林

水
産

物
へ

の
 

ペ
ロ

リ
ン

マ
ー

ク
等

の
 

使
用

品
目

数
 

(令
和

元
年

度
か

ら
の

累
計

) 

 

2
,3

21
品

目
 

（
R
1

年
度

）
 

2
,3

60
品

目
 
2
,4

00
品

目
 
2
,4

40
品

目
 
2
,4

80
品

目
 

出
典

：
農

政
企

画
課

（
美

味
い

山
形

流
通

販
売

推
進

室
）
調

べ
 

⑤
外

国
人

に
向

け
た

本
県

食
文

化
等

の
発

信
の

強
化

 
・
外

国
語

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の

作
成

配
布

、
多

言
語

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
発

信
、

海
外

レ
ス

ト
ラ

ン
等

に
お

け
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

の
展

開
 

〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑪

流
通

販
売

・
輸

出
促

進
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
6
 

「
山

形
ブ

ラ
ン

ド
」
評

価
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
さ

く
ら

ん
ぼ

や
「
つ

や
姫

」
な

ど
に

続
く
「
日

本
一

ブ
ラ

ン
ド

」
を

目
指

す
県

産
農

林
水

産
物

の
創

生
と

、
こ

れ
ら

が
全

体
を

け
ん

引
す

る
「
山

形
ブ

ラ
ン

ド
」
の

確
立

・
定

着
に

取
り

組
む

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
消

費
者

志
向

が
、

安
全

・
安

心
を

前
提

と
し

な
が

ら
、

よ
り

安
価

な
商

品
を

求
め

る
「
価

格
重

視
」
と

、
価

格

は
高

く
て

も
高

品
質

な
商

品
を

求
め

る
「
品

質
重

視
」
に

二
極

化
し

て
い

る
。

 

○
こ

の
よ

う
な

消
費

者
志

向
な

ど
を

踏
ま

え
、

県
産

農
林

水
産

物
・
食

品
の

評
価

向
上

・
消

費
拡

大
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、
差

別
化

・
ブ

ラ
ン

ド
化

を
進

め
、

消
費

者
・
実

需
者

か
ら

選
ば

れ
る

商
品

と
し

て
、

販
路

・

販
売

の
拡

大
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 

  

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
地

理
的

表
示

（
Ｇ

Ｉ）
の

登
録

促
進

 
・
地

理
的

表
示

（
Ｇ

Ｉ）
登

録
促

進
に

向
け

た
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

等
に

よ
る

普
及

啓
発

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
「
食

の
至

宝
 

雪
国

や
ま

が
た

伝
統

野
菜

」
の

評
価

向
上

 
・
商

品
パ

ッ
ケ

ー
ジ

へ
の

統
一

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
貼

付
な

ど
 

Ｐ
Ｒ

資
材

の
活

用
の

普
及

 
・
食

の
至

宝
 

雪
国

や
ま

が
た

伝
統

野
菜

Ｐ
Ｒ

大
使

と
の

連
携

に
よ

る
宣

伝
活

動
の

展
開

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
「
雪

国
や

ま
が

た
ブ

ラ
ン

ド
」
の

構
築

 
・
雪

下
野

菜
の

生
産

拡
大

と
県

内
直

売
所

に
お

け
る

販
売

促
進

 
・
雪

室
貯

蔵
農

産
物

の
県

外
へ

の
販

路
拡

大
 

・
「雪

」を
活

用
し

た
イ

メ
ー

ジ
戦

略
の

展
開

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 
 

 
 

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

地
理

的
表

示
（
G

I）
保

護
制

度
登

録
件

数
（
県

産
農

林
水

産
物

及
び

そ
の

加
工

品
）
（
累

計
）
 

４
件

 

(R
1

年
度

) 
５

件
 

６
件

 
７

件
 

８
件

 

出
典

：
農

政
企

画
課

（
美

味
い

山
形

流
通

販
売

推
進

室
）
調

べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑪

流
通

販
売

・
輸

出
促

進
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
7
 

県
産

農
産

物
等

販
路

拡
大

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
に

よ
る

大
消

費
地

へ
の

県
産

農
林

水
産

物
等

の
販

路
拡

大
、

有
利

販
売

に
結

び
つ

く
輸

送
に

お
け

る
品

質
保

持
シ

ス
テ

ム
の

導
入

状
況

や
市

場
外

流
通

等
の

実
態

を
把

握
し

、
生

産
者

等
の

販
路

開
拓

を
支

援
す

る
。

 
 
～

現
状

・
課

題
～

 
○

青
果

物
の

全
国

へ
の

仕
向

け
割

合
を

見
る

と
、

関
東

6
2
％

、
北

海
道

・
東

北
1
8
％

と
な

っ
て

お
り

、
日

本
の

総
人

口
の

約
５

割
を

占
め

て
い

る
中

部
・
関

東
以

西
へ

の
出

荷
割

合
は

約
２

割
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

 
○

大
消

費
地

に
お

け
る

県
産

農
林

水
産

物
の

新
た

な
需

要
の

発
掘

や
販

路
開

拓
に

当
た

っ
て

は
、

市
場

調
査

と
マ

ー
ケ

ッ
ト
イ

ン
の

視
点

に
基

づ
く

販
路

・
販

売
拡

大
に

向
け

た
戦

略
が

必
要

で
あ

る
。

 
○

流
通

・
販

売
形

態
の

実
態

を
把

握
し

、
消

費
者

・
実

需
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

販
売

戦
略

を
展

開
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
県

産
農

林
水

産
物

の
流

通
促

進
 

・
主

要
都

市
に

お
け

る
試

行
販

売
等

を
通

し
た

需
要

創
出

と
販

路
開

拓
 

・
商

談
会

の
開

催
な

ど
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

の
充

実
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
食

材
提

案
に

よ
る

需
要

の
創

出
・
販

路
の

開
拓

 
・
ホ

テ
ル

、
レ

ス
ト
ラ

ン
、

社
員

食
堂

に
お

け
る

「
山

形
フ

ェ
ア

」
の

開
催

や
首

都
圏

や
関

西
圏

等
の

実
需

者
（
ホ

テ
ル

、
レ

ス
ト

ラ
ン

関
係

者
や

卸
売

市
場

関
係

者
）
を

対
象

と
し

た
産

地
見

学
会

の
開

催
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
県

産
農

林
水

産
物

の
流

通
・
販

売
形

態
等

の
把

握
 

・
市

場
外

流
通

の
実

態
等

の
把

握
 

・
高

機
能

性
（
鮮

度
維

持
機

能
付

）
貨

物
ト
ラ

ッ
ク

に
よ

る
先

駆
的

事
例

の
情

報
収

集
 

〇
 

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

  

 
 

 
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

東
京

都
中

央
卸

売
市

場
に

お
け

る

県
産

農
産

物
（

野
菜

・
果

実
）

の

取
扱

金
額
割

合
 

野
菜

 

1
.3

8
％

(R
1

年
) 

果
実

 

5
.1

3
％

（
R
1

年
）
 

野
菜

 

1
.3

9
％

 

果
実

 

5
.2

9
％

 

野
菜

 

1
.4

0
％

 

果
実

 

5
.4

5
％

 

野
菜

 

1
.4

1
％

 

果
実

 

5
.6

1
％

 

野
菜

 

1
.4

2
％

 

果
実

 

5
.8

0
％

 

出
典

：
農

政
企

画
課

（
美

味
い

山
形

流
通

販
売

推
進

室
）
調

べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑪

流
通

販
売

・
輸

出
促

進
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
8
 

食
育

・
地

産
地

消
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
地

域
の

農
林

水
産

物
や

郷
土

料
理

を
味

わ
う

経
験

等
を

通
し

て
、

地
域

の
「
農

」
と

「
食

」
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

県
産

農
林

水
産

物
の

利
用

拡
大

、
将

来
的

な
若

者
の

県
内

定
着

・
回

帰
に

つ
な

げ
る

食
農

教
育

と
地

産
地

消
を

推
進

す
る

。
 

 
ま

た
、

食
農

教
育

と
地

産
地

消
の

推
進

に
よ

り
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
エ

シ
カ

ル
な

消
費

行
動

を
喚

起
し

、
S
D

G
ｓ
の

目
標

達
成

に
貢

献
し

て
い

く
。

 
 
～

現
状

・
課

題
～

 
○

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に

よ
り

、
一

人
ひ

と
り

の
健

康
を

支
え

る
食

生
活

を
見

直
す

機
運

が
高

ま
っ

て
い

る
中

、
「
新

し
い

生
活

様
式

」
を

考
慮

し
た

食
育

・
地

産
地

消
活

動
が

重
要

と
な

っ
て

い
る

。
 

○
持

続
可

能
な

社
会

に
向

け
て

、
エ

シ
カ

ル
な

消
費

な
ど

一
人

ひ
と

り
が

「
食

」
の

視
点

で
考

え
行

動
で

き
る

よ
う

、
食

育
・
地

産
地

消
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
○

世
帯

構
造

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
変

化
か

ら
消

費
者

・
実

需
者

の
食

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
が

進
み

、
家

庭
に

お
け

る
郷

土
料

理
や

伝
統

料
理

の
提

供
機

会
が

減
少

し
、

食
文

化
の

継
承

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 
○

学
校

給
食

に
お

け
る

県
産

農
産

物
等

の
利

用
促

進
や

産
地

直
売

所
等

の
魅

力
発

信
な

ど
、

地
産

地
消

の
取

組
み

は
年

々
拡

大
し

て
い

る
が

、
さ

ら
な

る
取

組
み

の
推

進
に

向
け

て
、

地
域

の
食

育
・
地

産
地

消
の

取
組

み
の

指
針

と
な

る
食

育
推

進
計

画
・
地

産
地

消
促

進
計

画
の

全
市

町
村

に
お

け
る

策
定

に
向

け
た

働
き

か
け

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
食

育
の

県
民

運
動

 
・
食

育
県

民
大

会
や

県
内

各
地

域
に

お
け

る
食

農
体

験
事

業
の

展
開

に
よ

る
県

民
の

理
解

促
進

 
・
全

市
町

村
に

お
け

る
食

育
推

進
計

画
・
地

産
地

消
促

進
計

画
の

策
定

と
、

そ
れ

に
基

づ
く

具
体

的
な

取
組

み
の

促
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
山

形
の

食
の

魅
力

の
発

信
 

・
県

産
農

林
水

産
物

や
伝

統
料

理
等

に
係

る
地

域
の

食
文

化
、

歴
史

等
を

ま
と

め
た

冊
子

を
活

用
し

た
学

び
の

場
の

提
供

 
・
大

学
等

と
の

連
携

に
よ

る
レ

シ
ピ

動
画

等
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
情

報
発

信
 

・
若

い
世

代
の

食
育

や
地

産
地

消
へ

の
関

心
を

深
め

る
た

め
の

、
民

間
企

業
等

と
連

携
し

た
高

校
生

の
ア

イ
デ

ィ
ア

に
よ

る
商

品
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

展
開

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
学

校
給

食
に

お
け

る
食

育
の

推
進

と
県

産
農

林
水

産
物

の
利

用
促

進
 

・
学

校
給

食
に

お
け

る
生

産
者

等
と

の
交

流
機

会
の

創
出

と
県

産
農

林
水

産
物

や
郷

土
料

理
の

提
供

に
よ

り
、

地
域

の
農

業
を

知
り

、
食

文
化

を
伝

承
す

る
取

組
み

の
充

実
 

・
学

校
給

食
に

お
け

る
県

産
農

林
水

産
物

の
利

用
促

進
 

〇
 

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

 
 

 
 

 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

学
校

給
食

に
お

け
る

交
流

給
食

の

実
施

割
合

 

3
0
% 

（
R
1

年
度

）
 

7
0
% 

8
0
% 

9
0
% 

1
0
0
% 

出
典

：
農

政
企

画
課

（
美

味
い

山
形

流
通

販
売

推
進

室
）
調

べ
 

- 88 -



※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

３
 

魅
力
あ

る
稼

げ
る
農

林
水

産
業
の

追
求

 
⑪

流
通

販
売

・
輸

出
促

進
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
9
 

県
産

農
産

物
等

輸
出

拡
大

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
本

県
食

文
化

等
の

発
信

と
併

せ
た

県
産

農
産

物
・
加

工
品

の
海

外
市

場
に

お
け

る
販

路
開

拓
と

業
務

用
等

の
新

た
な

分
野

へ
の

取
引

拡
大

を
推

進
す

る
。

 
○

新
規

輸
出

先
国

の
開

拓
、

既
存

輸
出

先
国

に
お

け
る

販
路

拡
大

に
向

け
た

事
業

を
展

開
す

る
。

 
○

生
産

者
や

輸
出

事
業

者
等

が
輸

出
す

る
う

え
で

抱
え

て
い

る
課

題
の

解
決

に
向

け
た

対
策

の
構

築
と

支
援

等
の

強
化

に
取

り
組

む
。

 
～

現
状

・
課

題
～

 
○

県
産

農
産

物
の

輸
出

量
は

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
に

伴
う

世
界

的
な

景
気

低
迷

や
東

日
本

大
震

災
の

影
響

に
よ

り
減

少
し

た
が

、
そ

の
後

回
復

し
、

増
加

傾
向

に
あ

る
。

し
か

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
世

界
的

な
流

行
に

よ
り

、
輸

出
量

に
も

影
響

が
出

て
い

る
。

 
○

主
な

輸
出

先
は

、
香

港
・
台

湾
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
等

で
あ

り
、

主
な

品
目

は
米

、
り

ん
ご

、
も

も
と

な
っ

て
お

り
、

ア
ジ

ア
地

域
を

中
心

と
し

た
新

興
国

等
の

経
済

成
長

に
伴

い
市

場
規

模
が

拡
大

し
て

い
る

。
 

○
輸

出
先

国
ご

と
に

輸
出

パ
ー

ト
ナ

ー
が

固
定

化
し

つ
つ

あ
る

ほ
か

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト
が

高
級

百
貨

店
等

に
お

け
る

小
売

り
中

心
で

あ
る

た
め

、
輸

出
数

量
の

伸
び

が
緩

や
か

で
あ

り
、

業
務

用
取

引
先

の
拡

大
が

必
要

で
あ

る
。

 
○

こ
れ

ま
で

の
一

過
性

に
よ

る
フ

ェ
ア

や
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

時
に

限
ら

れ
る

輸
出

取
引

か
ら

、
継

続
取

引
に

結
び

付
く

取
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

 
○

海
外

市
場

で
求

め
ら

れ
る

ニ
ー

ズ
（
量

・
価

格
・
品

質
・
規

格
）
の

多
様

化
が

進
ん

で
お

り
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
イ

ン
の

視
点

に
立

っ
た

生
産

か
ら

輸
出

ま
で

の
一

体
的

な
取

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
輸

出
先

に
お

け
る

他
国

産
農

産
物

と
の

競
合

が
増

し
て

い
く

中
で

、
本

県
の

主
力

農
産

物
で

あ
る

「
さ

く
ら

ん
ぼ

」
や

「
西

洋
な

し
」
の

「
山

形
ブ

ラ
ン

ド
」の

確
立

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
各

国
ご

と
に

独
自

の
検

疫
条

件
が

設
定

さ
れ

て
お

り
、

品
目

ご
と

の
輸

出
条

件
が

異
な

る
な

ど
、

輸
出

先
国

・
地

域
ご

と
に

き
め

細
か

な
対

応
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
県

産
米

の
輸

出
拡

大
 

・
県

産
米

の
輸

出
拡

大
に

向
け

た
戦

略
会

議
の

開
催

 
・
輸

出
事

業
者

と
連

携
し

た
バ

イ
ヤ

ー
の

招
へ

い
や

海
外

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

等
の

展
開

 

〇
 

 
 

 
 

②
さ

く
ら

ん
ぼ

の
輸

出
拡

大
 

・
山

形
さ

く
ら

ん
ぼ

の
輸

出
戦

略
会

議
の

開
催

 
・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

等
の

展
開

 
〇
 

 
 

 
 

③
県

産
農

産
物

の
輸

出
拡

大
 

・
山

形
県

国
際

経
済

振
興

機
構

、
ＪＡ

全
農

山
形

、
県

食
肉

公
社

等
と

連
携

し
た

山
形

県
国

際
戦

略
に

お
け

る
重

点
５

地
域

を
中

心
と

し
た

既
存

輸
出

先
国

へ
の

輸
出

拡
大

 
・
新

規
輸

出
先

国
の

販
路

開
拓

に
向

け
た

情
報

収
集

と
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
SN

S
等

を
活

用
し

た
情

報
発

信
等

の
展

開
 

〇
 

 
 

 
 

④
国

別
輸

出
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

展
開

 
・
輸

出
先

国
の

嗜
好

性
や

食
文

化
等

を
踏

ま
え

た
国

別
輸

出
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

活
用

し
た

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
等

に
よ

る
新

た
に

輸
出

に
取

り
組

む
事

業
者

の
掘

り
起

し
 

・
山

形
県

国
際

経
済

振
興

機
構

や
ジ

ェ
ト

ロ
な

ど
の

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
相

談
支

援
や

商
談

会
、

バ
イ

ヤ
ー

招
へ

い
等

を
通

し
た

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

創
出

に
よ

る
、

輸
出

に
取

り
組

む
事

業
者

の
拡

大
 

〇
 

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

県
産

農
産

物
輸

出
額

 

8
2
8 

百
万

円
 

（
R
１

年
度

）
 

1
,2

0
0 

百
万

円
 

1
,3

0
0 

百
万

円
 

1
,4

0
0 

百
万

円
 

1
,5

0
0 

百
万

円
 

出
典

：
農

政
企

画
課

（
美

味
い

山
形

流
通

販
売

推
進

室
）
調

べ
   

⑤
牛

肉
の

輸
出

基
準

に
適

合
す

る
食

肉
処

理
施

設
の

整
備

 
[関

連
] 

・
需

要
の

拡
大

が
期

待
で

き
る

対
米

・
対

中
国

向
け

の
輸

出
基

準
に

対
応

し
た

高
度

な
食

肉
処

理
施

設
整

備
の

推
進

 
〇
 

 
 

 
 

⑤
輸

出
促

進
に

向
け

た
県

産
農

産
物

の
検

疫
対

策
 

・
台

湾
、

タ
イ

、
ベ

ト
ナ

ム
、

ア
メ

リ
カ

等
、

輸
出

相
手

国
の

検
疫

に
適

合
す

る
た

め
の

対
策

の
実

施
（
研

修
会

の
開

催
や

防
除

体
系

の
実

証
等

）
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

４
 

「
や
ま

が
た

森
林
ノ

ミ
ク

ス
」
の

加
速

化
 
⑫

人
材

育
成

・
地

域
づ

く
り

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
0
 

林
業

を
支

え
る

人
材

育
成

と
事

業
体

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
森

林
組

合
な

ど
林

業
事

業
体

の
生

産
性

向
上

や
労

働
環

境
の

改
善

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
林

業
労

働
に

お
け

る
安

全
衛

生
の

向
上

を
推

進
す

る
。

 
○

県
立

農
林

大
学

校
林

業
経

営
学

科
等

に
よ

り
、

林
業

の
現

場
を

担
う

技
術

者
を

育
成

す
る

と
も

に
、

東
北

農
林

専
門

職
大

学
（
仮

称
）
の

設
置

な
ど

に
よ

り
、

高
度

で
専

門
的

な
知

識
や

技
術

を
身

に
付

け
た

、
収

益
性

の
高

い
林

業
を

実
践

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
 

 
～

現
状

・
課

題
～

 
○

県
内

の
森

林
組

合
な

ど
林

業
事

業
体

で
は

、
森

林
施

業
の

集
約

化
を

担
う

「
森

林
施

業
プ

ラ
ン

ナ
ー

」
や

現
場

管
理

を
担

う
「
フ

ォ
レ

ス
ト
リ

ー
ダ

ー
（
現

場
管

理
責

任
者

）
」
な

ど
が

中
心

と
な

り
、

森
林

施
業

の
集

約
化

や
低

コ
ス

ト
作

業
に

取
り

組
ん

で
い

る
ほ

か
、

平
成

31
年

4
月

に
施

行
さ

れ
た

森
林

経
営

管
理

制
度

に
お

け
る

森
林

経
営

の
受

け
皿

と
し

て
期

待
さ

れ
る

「
意

欲
と

能
力

の
あ

る
林

業
経

営
者

」
※

へ
の

登
録

事
業

体
も

増
え

て
い

る
。

 
し

か
し

、
林

業
事

業
体

の
多

く
は

労
働

生
産

性
や

収
益

性
の

向
上

が
課

題
で

あ
り

、
事

業
の

合
理

化
等

に
よ

り
経

営
力

の
強

化
や

、
労

働
環

境
の

改
善

、
労

働
災

害
の

防
止

に
向

け
た

取
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

 ※
意

欲
と

能
力

の
あ

る
林

業
経

営
者

：
森

林
経

営
管

理
法

に
基

づ
き

、
市

町
村

か
ら

森
林

の
経

営
管

理
の

再
委

託
を

受
け

る
こ

と
を

希
望

す
る

民

間
事

業
者

（
R
2
.1

2
.3

1
現

在
で

3
1

事
業

体
を

選
定

・
公

表
）
 

○
県

内
の

林
業

へ
の

新
規

就
業

者
は

、
平

成
28

年
の

県
立

農
林

大
学

校
へ

の
林

業
経

営
学

科
の

開
設

や
林

野
庁

の
「
緑

の
雇

用
事

業
」
（
平

成
15

年
度

か
ら

）
の

活
用

等
に

よ
り

増
加

傾
向

に
あ

り
、

令
和

元
年

度
に

は
66

人
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
林

業
就

業
者

数
は

、
長

期
的

に
は

減
少

し
て

い
る

が
、

近
年

は
1
,1

0
0

名
前

後
で

推
移

し
て

お
り

、
こ

の
う

ち
女

性
は

1
5
0

名
程

度
と

な
っ

て
い

る
。

 
森

林
資

源
の

循
環

利
用

の
促

進
に

向
け

て
、

県
立

農
林

大
学

校
林

業
経

営
学

科
や

「
緑

の
雇

用
事

業
」
等

に
よ

る
人

材
の

養
成

・
育

成
等

に
加

え
、

東
北

農
林

専
門

職
大

学
（
仮

称
）
の

設
置

等
に

よ
り

、
将

来
に

わ
た

り
、

若
者

や
女

性
を

含
め

た
新

規
就

業
者

の
着

実
な

確
保

や
林

業
事

業
体

の
経

営
を

担
う

技
術

者
の

育
成

・
確

保
に

向
け

た
取

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
「
意

欲
と

能
力

の
あ

る
林

業
経

営
者

」
等

の
育

成
強

化
 

・
「
意

欲
と

能
力

の
あ

る
林

業
経

営
者

」
の

育
成

に
よ

る
、

森
林

整
備

や
木

材
生

産
等

を
担

う
林

業
事

業
体

の
経

営
力

向
上

の
促

進
 

・
県

林
業

労
働

力
確

保
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

、
林

業
事

業
体

へ
の

労
働

環
境

の
改

善
や

事
業

の
合

理
化

等
の

取
組

み
の

指
導

・
支

援
 

・
森

林
組

合
の

組
織

運
営

の
見

直
し

・
強

化
の

促
進

 
・
林

業
・
木

材
製

造
業

労
働

災
害

防
止

協
会

山
形

県
支

部
等

と
の

連
携

に
よ

る
、

林
業

労
働

災
害

防
止

に
向

け
た

取
組

み
の

促
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
林

業
経

営
を

担
う

人
材

の
育

成
 

・
新

規
就

業
者

の
確

保
に

向
け

た
、

就
業

体
験

研
修

等
の

開
催

や
、

農
林

大
学

校
林

業
経

営
学

科
の

学
生

に
対

す
る

緑
の

青
年

就
業

準
備

給
付

金
の

給
付

等
 

・
林

業
関

係
へ

の
若

者
や

女
性

の
参

画
を

一
層

促
進

す
る

た
め

、
林

業
就

業
希

望
者

や
高

校
生

を
対

象
と

し
た

体
験

研
修

や
林

業
就

業
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
 

・
森

林
施

業
の

集
約

化
を

担
う

「
森

林
施

業
プ

ラ
ン

ナ
ー

」
や

、
こ

れ
か

ら
の

林
業

経
営

を
担

う
「
森

林
経

営
プ

ラ
ン

ナ
ー

」
の

育
成

 
・
「
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

ダ
ー

」
な

ど
現

場
管

理
を

担
う

林
業

技
術

者
等

の
育

成
や

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
実

施
 

・
林

業
の

技
術

指
導

や
新

規
就

業
者

の
支

援
等

を
担

う
林

業
士

（
指

導
林

業
士

・
青

年
林

業
士

）
の

育
成

・強
化

を
推

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

林
業

の
新

規
就

業
者

数
 

（
４

年
間

の
累

計
）
 

2
3
7

人
 

(H
2
8
～

R
1

年
度

) 
7
0

人
 

1
4
0

人
 

2
1
0

人
 

2
8
0

人
 

 
出

典
：
森

林
ノ

ミ
ク

ス
推

進
課

調
べ

 

③
専
門
職
大
学
の
開
学
・
運
営
[
関
連
]
 

・
開

学
に

向
け

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

入
試

内
容

等
の

具
体

的
事

項
を

定
め

る
基

本
計

画
や

施
設

整
備

等
の

検
討

 
・
卒

業
生

の
県

内
定

着
に

向
け

て
、

関
係

団
体

と
連

携
し

た
支

援
体

制
の

構
築

 
・
専

門
職

大
学

の
講

義
や

現
場

で
の

実
習

を
し

て
、

経
営

感
覚

と
現

場
感

覚
に

優
れ

、
理

論
に

裏
付

け
ら

れ
た

実
践

力
を

備
え

る
高

度
な

農
林

業
人

材
の

育
成

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

４
 

「
や
ま

が
た

森
林
ノ

ミ
ク

ス
」
の

加
速

化
 
⑫

人
材

育
成

・
地

域
づ

く
り

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
1
 

魅
力

あ
る

地
域

づ
く
り

と
参

加
意

識
醸

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
森

林
・
林

業
に

関
わ

る
特

長
的

な
地

域
の

歴
史

、
文

化
、

景
観

等
の

見
え

る
化

を
進

め
、

県
内

外
か

ら

訪
れ

・
体

験
で

き
る

よ
う

な
機

会
を

創
出

す
る

。
 

○
市

町
村

や
新

た
な

推
進

組
織

等
と

連
携

し
、

参
加

型
イ

ベ
ン

ト
等

の
積

極
的

な
開

催
や

、
「
や

ま
が

た

森
林

ノ
ミ

ク
ス

」
に

関
す

る
情

報
を

県
内

外
に

発
信

し
、

県
民

総
参

加
を

推
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
森

林
・
林

業
に

関
わ

る
魅

力
あ

る
地

域
の

歴
史

・
文

化
・
景

観
等

が
県

内
各

地
に

あ
る

も
の

の
、

そ
れ

ぞ
れ

が
点

在
し

、
地

域
の

魅
力

と
し

て
外

部
に

伝
わ

ら
な

い
ケ

ー
ス

が
多

い
。

 

○
「
や

ま
が

た
森

林
ノ

ミ
ク

ス
」
は

、
林

業
関

係
者

に
は

浸
透

し
始

め
て

い
る

が
、

県
政

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「
や

ま

が
た

森
林

ノ
ミ
ク

ス
」の

認
知

度
が

約
４

分
の

１
と

低
い

。
 

○
森

林
の

循
環

利
用

の
必

要
性

等
を

一
般

県
民

や
企

業
、

地
域

ま
で

幅
広

く
情

報
発

信
し

て
い

く
と

と
も

に
、

森
林

・
林

業
に

関
わ

る
魅

力
あ

る
地

域
の

歴
史

・
文

化
・
景

観
等

を
体

験
す

る
機

会
を

創
出

す
る

必

要
が

あ
る

。
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
森

林
資

源
を

活
用

し
た

魅
力

あ
る

地
域

づ
く
り

 
・ 
森

林
の

美
し

い
景

観
や

森
林

空
間

の
癒

し
効

果
、

林
業

遺
産

、
山

菜
・
き

の
こ

な
ど

の
特

用
林

産
物

、
県

産
木

材
を

利
用

し
た

木
造

建
築

物
に

よ
る

景
観

形
成

等
、

魅
力

あ
る

地
域

資
源

の
洗

い
出

し
 

・ 
地

域
の

森
林

・
林

業
な

ど
の

魅
力

を
活

用
し

、
ふ

れ
あ

い
体

験
ツ

ア
ー

や
教

育
旅

行
な

ど
、

市
町

村
等

と
連

携
し

た
体

験
機

会
の

創
出

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
森

林
ノ

ミ
ク

ス
の

情
報

発
信

等
に

よ
る

参
加

意
識

の
醸

成
 

・
「
や

ま
が

た
森

林
ノ

ミ
ク

ス
」
に

関
す

る
理

解
醸

成
を

図
る

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
開

催
や

「
森

林
ノ

ミ
ク

ス
サ

ポ
ー

タ
ー

」
募

集
等

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
 

・
情

報
媒

体
に

よ
る

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

の
ほ

か
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

活
用

し
た

タ
イ

ム
リ

ー
な

情
報

発
信

等
に

よ
る

、
森

林
の

大
切

さ
や

林
業

の
現

状
、

森
林

ノ
ミ

ク
ス

の
取

組
み

な
ど

の
県

内
外

へ
の

発
信

 
・
市

町
村

や
新

た
な

推
進

組
織

等
と

連
携

し
た

、
植

樹
な

ど
の

森
づ

く
り

活
動

や
、

４
つ

の
県

民
の

森
に

お
け

る
体

験
活

動
な

ど
、

大
人

か
ら

子
供

ま
で

の
体

系
的

な
環

境
学

習
の

推
進

等
に

よ
る

、
森

づ
く

り
や

木
材

利
用

に
関

す
る

県
民

運
動

の
展

開
 

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

複
数

の
森

林
資

源
を

パ
ッ

ケ
ー

ジ
化

し

た
体

験
ツ

ア
ー

の
数
（

累
計

）
 

１
件

 

(R
2

年
度

) 
２

件
 

４
件

 
６

件
 

８
件

 

 
※

森
林

資
源

の
魅

力
を
活

用
し
複
数

パ
ッ
ケ

ー
ジ
化
さ

れ
た
、

体
験

ツ
ア

ー
や

教
育

旅
行

な
ど

の
商

品
等

 

出
典

：
森

林
ノ

ミ
ク

ス
推

進
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

４
 

「
や
ま

が
た

森
林
ノ

ミ
ク

ス
」
の

加
速

化
 
⑬

県
産

木
材

の
安

定
供

給
・

森
林

の
多

面
的

機
能

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
2
 

県
産

木
材

安
定

供
給

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
県

産
木

材
の

安
定

供
給

に
向

け
、

ス
マ

ー
ト

林
業

を
推

進
し

な
が

ら
、

生
産

性
・
収

益
性

の
高

い
低

コ

ス
ト

作
業

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
木

材
生

産
を

推
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
県

産
木

材
供

給
量

は
、

大
型

集
成

材
工

場
や

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
施

設
の

稼
働

等
を

契
機

に
増

大

し
、

令
和

元
年

は
5
3
.5

万
㎥

（速
報

値
）
と

な
っ

て
い

る
が

、
需

要
に

は
応

じ
き

れ
て

い
な

い
。

 

○
林

地
の

地
籍

調
査

の
実

施
率

が
低

い
地

域
が

あ
る

な
ど

境
界

が
不

明
瞭

な
森

林
が

多
い

こ
と

か
ら

、
森

林
施

業
の

集
約

化
が

伸
び

悩
ん

で
い

る
。

集
約

化
の

対
象

と
な

る
森

林
で

は
、

大
型

車
両

が
通

行
で

き

な
い

低
規

格
の

林
道

が
あ

り
、

こ
れ

ら
の

改
良

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

県
内

の
林

業
事

業
体

で
は

、
高

性

能
林

業
機

械
の

導
入

は
徐

々
に

進
ん

で
き

て
い

る
が

、
路

網
整

備
等

と
組

み
合

わ
せ

た
低

コ
ス

ト
作

業
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
一

層
促

進
し

、
生

産
性

・
収

益
性

を
さ

ら
に

高
め

、
県

産
木

材
の

供
給

量
を

増
や

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

○
航

空
レ

ー
ザ

や
ド

ロ
ー

ン
等

の
最

新
技

術
の

活
用

が
有

効
で

あ
る

が
、

県
内

で
は

モ
デ

ル
的

な
取

組
み

や
森

林
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
の

導
入

が
始

ま
っ

た
ば

か
り

で
、

県
全

体
へ

の
普

及
に

は
至

っ
て

い
な

い
状

況

で
あ

る
。

森
林

情
報

等
の

精
度

向
上

や
共

有
を

促
進

し
、

IC
T

や
リ
モ

ー
ト
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

等
を

活
用

し

た
ス

マ
ー

ト
林

業
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
ス

マ
ー

ト
林

業
の

推
進

 
・
森

林
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
や

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
等

の
活

用
に

よ
る

、
高

精
度

の
森

林
資

源
・
地

形
情

報
の

解
析

・
把

握
・
共

有
の

促
進

 
・
レ

ー
ザ

計
測

デ
ー

タ
を

活
用

す
る

自
動

設
計

ソ
フ

ト
の

導
入

に
よ

る
、

境
界

明
確

化
や

路
網

設
計

等
の

効
率

化
の

促
進

 
・
効

率
的

な
森

林
整

備
、

木
材

生
産

等
の

推
進

に
向

け
た

、
ド

ロ
ー

ン
や

地
上

レ
ー

ザ
計

測
技

術
等

の
活

用
の

推
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
森

林
施

業
の

集
約

化
の

推
進

 
・
森

林
境

界
の

明
確

化
、

間
伐

や
主

伐
・
再

造
林

等
の

施
業

の
集

約
化

、
森

林
経

営
計

画
の

策
定

等
の

取
組

み
へ

の
支

援
 

・
森

林
経

営
管

理
制

度
を

活
用

し
た

、
林

業
経

営
に

適
し

た
森

林
の

抽
出

に
よ

る
、

森
林

施
業

の
集

約
化

の
推

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
適

切
な

林
内

路
網

の
開

設
・
改

良
の

促
進

 
・
高

精
度

の
森

林
・
地

形
情

報
を

活
用

し
た

、
県

・
市

町
村

・
事

業
体

等
の

連
携

に
よ

る
新

規
路

線
の

計
画

作
成

の
推

進
 

・
資

源
量

や
伐

採
時

期
等

を
踏

ま
え

た
、

低
規

格
林

道
を

大
型

車
両

が
通

行
可

能
と

す
る

改
良

事
業

の
推

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

④
高

性
能

林
業

機
械

等
の

導
入

・
活

用
の

推
進

 
・
木

材
の

生
産

性
向

上
や

作
業

の
省

力
化

の
た

め
の

高
性

能
林

業
機

械
等

の
導

入
・
稼

働
率

の
向

上
へ

の
支

援
 

・
高

性
能

林
業

機
械

等
の

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
育

成
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

林
業

労
働

生
産

性
 
6
.
0
㎥

/人
日

 

（
H
30

年
度
）
 6
.
6
㎥

/人
日

 7
.
0
㎥

/人
日

 7
.
4
㎥

/人
日

 
7
.
8
㎥

/人
日

 

出
典

：
森

林
ノ

ミ
ク

ス
推

進
課

調
べ
 

⑤
計

画
的

な
木

材
生

産
の

推
進

 
・
主

伐
を

含
む

森
林

経
営

計
画

の
作

成
促

進
と

間
伐

等
の

森
林

整
備

や
間

伐
材

等
の

搬
出

利
用

へ
の

支
援

 
・
低

コ
ス

ト
の

間
伐

作
業

の
普

及
に

向
け

た
、

県
営

林
や

林
業

公
社

有
林

等
に

お
け

る
列

状
間

伐
の

推
進

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

４
 

「
や
ま

が
た

森
林
ノ

ミ
ク

ス
」
の

加
速

化
 
⑬

県
産

木
材

の
安

定
供

給
・

森
林

の
多

面
的

機
能

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
3
 

主
伐

・
再

造
林

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
事

業
者

に
よ

る
森

林
所

有
者

へ
の

働
き

か
け

の
強

化
や

低
コ

ス
ト

再
造

林
技

術
の

確
立

・
普

及
に

よ

り
、

「
伐

っ
て

、
植

え
て

、
育

て
る

」
森

林
資

源
の

循
環

利
用

を
さ

ら
に

拡
大

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
木

材
価

格
の

長
期

低
迷

に
よ

る
林

業
採

算
性

の
悪

化
や

山
村

の
過

疎
化

の
進

行
等

に
よ

り
、

森
林

所
有

者
の

林
業

経
営

の
意

欲
が

失
わ

れ
て

い
る

。
一

方
で

、
利

用
期

を
迎

え
る

人
工

林
が

増
大

し
て

お
り

、
森

林
資

源
を

将
来

に
わ

た
り

循
環

利
用

し
て

く
た

め
に

は
、

計
画

的
な

主
伐

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

伐
採

後
の

再
造
林

を
確

実
に

実
行

し
て

い
く

こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
 

○
再

造
林
率

は
、

官
民

一
体

と
な

っ
た

再
造

林
経
費
の

10
0％

支
援
制
度
の
構
築
等
に
よ
り
、
平
成

27
年

度
の

3
3
％
か
ら
令
和
元
年
度
に
は

64
％
ま
で
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
今
後
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は

、
森
林

所
有

者
の

保
育

経
費

の
負

担
軽

減
や
、
各
々
事
業
を
行
っ
て
い
る
伐
採
事
業
者
と
造
林

事
業

者
が

連
携

し
た

森
林

所
有

者
へ

の
働

き
か

け
の

強
化

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 

○
造

林
コ

ス
ト
を

縮
減

す
る

た
め

に
は

、
低

密
度

植
栽

や
下

刈
り

回
数

の
削

減
、

伐
採

や
搬

出
用

の
林

業
機

械
を

用
い

て
地

拵
え

や
苗

木
運

搬
等

を
行

う
一

貫
作

業
シ

ス
テ

ム
の

導
入

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

一
貫

作
業

シ
ス

テ
ム

に
適

し
て

い
る

コ
ン

テ
ナ

苗
の

生
産

に
取

り
組

む
生

産
者

が
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
育

苗

技
術

が
未

熟
な

た
め

、
生

産
量

が
伸

び
悩

ん
で

い
る

。
 

〇
花

粉
発

生
源

対
策

を
推

進
す

る
た

め
、

森
林

研
究

研
修

セ
ン

タ
ー

で
は

、
平

成
26

年
度

か
ら

少
花

粉
ス

ギ

の
種

子
供

給
を

行
っ

て
い

る
が

、
需

要
に

応
え

き
れ

な
い

状
況

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

花
粉

発
生

源
対

策
品

種

の
種

子
を

増
産

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
事

業
者

間
連

携
等

に
よ

る
主

伐
・
再

造
林

の
実

践
 

・
山

形
県

再
造

林
推

進
機

構
と

の
連

携
に

よ
る

、
伐

採
事

業
者

と
造

林
事

業
者

の
マ

ッ
チ

ン
グ

や
事

業
者

間
の

連
携

等
を

促
進

す
る

た
め

の
研

修
会

の
開

催
や

、
個

別
訪

問
等

の
普

及
啓

発
活

動
の

推
進

 
・
収

支
の

見
え

る
化

に
よ

る
、

主
伐

か
ら

植
栽

、
下

刈
り

ま
で

の
一

体
的

な
施

業
提

案
と

長
期

受
委

託
契

約
の

締
結

の
促

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
植

栽
・
保

育
の

低
コ

ス
ト

化
・
省

力
化

の
推

進
 

・
低

密
度

植
栽

や
下

刈
り

回
数

の
削

減
等

に
よ

る
低

コ
ス

ト
再

造
林

技
術

の
確

立
に

向
け

た
実

証
 

・
主

伐
、

地
拵

え
、

植
栽

の
一

貫
作

業
シ

ス
テ

ム
の

普
及

促
進

 
・
コ

ン
テ

ナ
苗

生
産

者
に

対
す

る
育

苗
技

術
の

指
導

 
・
少

花
粉

ス
ギ

や
花

粉
が

少
な

く
成

長
・
品

質
の

良
い

特
定

母
樹

の
ミ

ニ
チ

ュ
ア

採
種

園
の

造
成

に
よ

る
、

安
定

的
な

種
子

供
給

体
制

の
整

備
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

 
 

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

再
造

林
面

積
 

9
5
h
a 

（
R
1

年
度

）
 

1
4
0
h
a 

1
6
0
h
a 

1
8
0
h
a 

2
0
0
h
a 

出
典

：
森

林
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ク
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進
課

調
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

４
 

「
や
ま

が
た

森
林
ノ

ミ
ク

ス
」
の

加
速

化
 
⑬

県
産

木
材

の
安

定
供

給
・

森
林

の
多

面
的

機
能

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
4
 

多
面

的
機

能
の

高
い

森
林

管
理

・
保

全
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
新

た
な

推
進

組
織

等
と

連
携

し
た

市
町

村
支

援
の

強
化

等
に

よ
り

、
森

林
経

営
管

理
制

度
を

着
実

か

つ
効

果
的

に
運

用
す

る
こ

と
で

、
木

材
の

生
産

、
水

源
の

涵
養

、
山

地
災

害
防

止
な

ど
森

林
の

有
す

る

多
面

的
機

能
の

増
進

を
図

る
。

 

○
荒

廃
の

お
そ

れ
の

あ
る

森
林

等
の

整
備

や
森

林
病

害
虫

獣
被

害
対

策
等

を
推

進
す

る
。

 
 
～

現
状

・
課

題
～

 

○
森

林
経

営
管

理
制

度
が

平
成

31
年

4
月

に
施

行
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、

県
で

、
全

市
町

村
と

林
業

関
係

団

体
で

構
成

す
る

「
山

形
県

森
林

管
理

推
進

協
議

会
」
に

お
け

る
情

報
共

有
や

制
度

に
関

す
る

研
修

会
等

を
行

っ
て

い
る

。
実

施
主

体
と

な
る

市
町

村
で

は
森

林
や

所
有

者
状

況
等

の
把

握
を

行
う

と
と

も
に

、
モ

デ

ル
地

区
に

よ
る

取
組

み
な

ど
に

着
手

し
て

い
る

が
、

人
員

体
制

等
が

整
っ

て
い

な
い

こ
と

な
ど

か
ら

制
度

運

用
の

滞
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
多

く
、

着
実

な
制

度
運

用
に

向
け

た
き

め
細

か
い

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
森

林
の

有
す

る
公

益
的

機
能

の
発

揮
の

た
め

、
や

ま
が

た
緑

環
境

税
を

活
用

し
、

荒
廃

の
お

そ
れ

の
あ

る

森
林

等
の

整
備

を
、

引
き

続
き

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

○
こ

れ
ま

で
継

続
し

て
森

林
病

害
虫

被
害

対
策

を
実

施
し

て
き

た
が

、
松

く
い

虫
被

害
は

庄
内

海
岸

林
を

中

心
に

依
然

と
し

て
多

く
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

徹
底

し
た

防
除

対
策

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

ま
た

、
ナ

ラ
枯

れ
被

害
は

減
少

傾
向

と
な

っ
て

い
る

も
の

の
、

重
点

的
に

保
全

が
必

要
な

ナ
ラ

林
を

対
象

に
防

除
対

策
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

さ
ら

に
、

置
賜

地
域

を
中

心
に

ク
マ

の
剝

皮
害

が
急

増
し

、
蔵

王
山

頂
付

近
で

ア
オ

モ
リ

ト
ド

マ
ツ

が
枯

損

す
る

な
ど

、
被

害
が

発
生

し
て

お
り

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

防
除

技
術

の
開

発
や

被
害

状
況

等
の

情
報

共
有

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本 庁 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
森

林
環

境
譲

与
税

を
活

用
し

た
森

林
経

営
管

理
制

度
の

効
果

的
な

運
用

 
・
森

林
経

営
管

理
制

度
の

県
全

域
で

の
着

実
な

推
進

に
向

け
た

、
新

た
な

推
進

組
織

等
と

の
連

携
に

よ
る

、
市

町
村

の
実

情
に

即
し

た
き

め
細

か
い

支
援

 
・
山

形
県

森
林

管
理

推
進

協
議

会
等

の
開

催
に

よ
る

、
県

、
市

町
村

、
林

業
団

体
等

に
お

け
る

進
捗

状
況

等
の

情
報

共
有

、
課

題
解

決
策

の
検

討
等

 
・
市

町
村

の
実

務
の

担
い

手
と

な
る

「
地

域
林

政
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
」
等

の
人

材
や

、
森

林
経

営
の

受
け

皿
と

な
る

「
意

欲
と

能
力

の
あ

る
林

業
経

営
者

」
等

の
育

成
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
荒

廃
の

お
そ

れ
の

あ
る

森
林

等
の

整
備

・
管

理
の

推
進

 
・
や

ま
が

た
緑

環
境

税
の

活
用

に
よ

る
、

荒
廃

の
お

そ
れ

の
あ

る
人

工
林

や
機

能
が

低
下

し
た

里
山

林
の

整
備

等
 

・
中

山
間

地
域

に
お

け
る

鳥
獣

被
害

防
止

の
た

め
の

緩
衝

林
帯

（
バ

ッ
フ

ァ
ゾ

ー
ン

）の
整

備
へ

の
支

援
 

・
森

林
病

害
虫

獣
対

策
や

防
除

技
術

開
発

の
推

進
 

・
保

安
林

制
度

や
林

地
開

発
許

可
制

度
の

運
用

に
よ

る
適

正
な

森
林

の
管

理
・
保

全
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

森
林

経
営

管
理

制
度

に
基

づ
く

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
市

町
村

数
 

１
 

（
R
１

年
度

）
 

1
0 

2
0 

3
0 

3
4 

荒
廃

森
林

の
整

備
面

積
 

1
,1

1
2h

a 

（
R
2

年
度

）
 
1
,1

6
0h

a 
1
,1

6
0h

a 
1
,1

6
0h

a 
1
,1

6
0h

a 

出
典

：
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進
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調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

４
 

「
や
ま

が
た

森
林
ノ

ミ
ク

ス
」
の

加
速

化
 
⑬

県
産

木
材

の
安

定
供

給
・

森
林

の
多

面
的

機
能

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
5
 

災
害

等
に

強
い

治
山

対
策

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
山

地
災

害
危

険
地

区
に

お
い

て
重

点
的

に
治

山
事

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
老

朽
化

し
た

治
山

施
設

や
地

す
べ

り
防

止
施

設
の

長
寿

命
化

を
図

る
な

ど
、

治
山

対
策

の
推

進
に

よ
り

、
県

土
の

保
全

や
水

源

の
涵

養
な

ど
森

林
の

有
す

る
公

益
的

機
能

の
維

持
増

進
を

図
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
人

家
等

の
重

要
な

保
全

対
象

が
存

在
し

、
土

砂
災

害
の

危
険

の
お

そ
れ

の
あ

る
箇

所
を

山
地

災
害

危

険
地

区
と

し
て

指
定

し
、

優
先

順
位

を
定

め
、

災
害

の
未

然
防

止
や

被
害

の
軽

減
を

図
る

治
山

事
業

を

実
施

し
て

い
る

。
 

特
に

近
年

は
、

突
発

的
に

発
生

す
る

豪
雨

や
大

型
化

す
る

台
風

等
に

よ
り

、
山

地
災

害
が

多
発

し
て

い
る

た
め

、
山

地
災

害
発

生
時

に
、

迅
速

に
対

応
し

た
早

期
復

旧
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
流

域
全

体
で

水
害

を
軽

減
さ

せ
る

流
域

治
水

対
策

と
連

携
し

、
１

級
河

川
等

の
上

流
域

に
位

置
す

る
森

林
に

お
い

て
、

下
流

へ
の

土
砂

や
流

木
の

流
出

抑
制

対
策

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
治

山
施

設
や

地
す

べ
り

防
止

施
設

の
点

検
・
診

断
を

行
い

、
老

朽
化

し
機

能
が

低
下

し
た

施
設

の
計

画

的
な

長
寿

命
化

対
策

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

定
期

的
な

施
設

の
維

持
管

理
等

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
治

山
対

策
に

よ
る

森
林

の
有

す
る

機
能

の
公

的
的

機
能

の
発

揮
 

・
山

地
防

災
ヘ

ル
パ

ー
や

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
調

査
に

基
づ

く
、

危
険

度
の

高
い

山
地

災
害

危
険

地
区

に
お

け
る

治
山

事
業

の
重

点
的

な
施

工
 

・
山

地
災

害
発

生
時

に
お

け
る

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
等

に
よ

る
迅

速
な

調
査

と
、

早
期

復
旧

を
目

指
し

た
応

急
対

策
・
恒

久
対

策
 

・
１

級
河

川
等

の
上

流
に

お
け

る
土

砂
や

流
木

の
流

出
抑

制
対

策
 

・
工

事
施

工
・
出

来
形

管
理

等
に

係
る

ＩＣ
Ｔ

な
ど

の
新

技
術

の
導

入
に

よ
る

省
力

化
や

効
率

化
の

推
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
治

山
施

設
の

長
寿

命
化

対
策

の
推

進
 

・
治

山
施

設
や

地
す

べ
り

防
止

施
設

の
、

個
別

施
設

計
画

に
基

づ
く

長
寿

命
化

対
策

 
・
治

山
施

設
や

地
す

べ
り

防
止

施
設

の
定

期
的

な
維

持
管

理
と

点
検

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 
 

 
 

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

個
別

施
設

計
画

に
基

づ
く

治
山

施
設

等
の

長
寿

命
化

対
策

率
 

0
％

 

(R
2

年
度

) 
8
% 

1
6
% 

2
4
% 

3
2
% 

出
典

：
森

林
ノ

ミ
ク

ス
推

進
課

調
べ
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

４
 

「
や
ま

が
た

森
林
ノ

ミ
ク

ス
」
の

加
速

化
 
⑭

県
産

木
材

の
加

工
流

通
体

制
強

化
・

付
加

価
値

向
上

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
6
 

県
産

木
材

の
加

工
流

通
体

制
強

化
と

付
加

価
値

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
伐

採
し

た
原

木
を

集
積

す
る

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
や

製
材

工
場

・
乾

燥
施

設
の

整
備

、
Ｊ

Ａ
Ｓ

認
証

の
取

得

促
進

な
ど

、
需

要
に

対
応

す
る

県
産

木
材

の
加

工
流

通
体

制
を

強
化

す
る

。
 

○
県

産
木

材
の

需
給

情
報

を
共

有
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

整
備

等
に

よ
り

、
建

築
分

野
な

ど
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
製

品
の

安
定

的
な

供
給

体
制

を
構

築
す

る
。

 

○
広

葉
樹

材
の

利
用

や
、

付
加

価
値

の
高

い
県

産
木

製
品

の
輸

出
を

促
進

す
る

。
 

  

～
現

状
・
課

題
～

 

○
県

内
で

は
、

大
型

集
成

材
工

場
に

加
え

、
大

径
材

の
製

材
施

設
が

整
備

さ
れ

、
乾

燥
材

の
普

及
や

品
質

性
能

を
証

明
す

る
ＪＡ

Ｓ
認

証
の

取
得

等
が

徐
々

に
進

ん
で

い
る

も
の

の
、

需
要

に
即

応
で

き
る

体
制

が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
県

産
木

材
の

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
近

年
の

多
様

化
す

る
ニ

ー
ズ

（
川

下
）
に

対
応

し
た

県
産

木
材

の
加

工
流

通
体

制
を

構
築

・
強

化
す

る
こ

と
が

喫
緊

の
課

題
と

な
っ

て
お

り
、

需
要

に
応

じ
た

ＪＡ
Ｓ

製
品

な
ど

を
安

定
的

に
供

給
す

る
仕

組
み

の
構

築
や

広
葉

樹
製

品
の

開
発

・
流

通
拡

大
、

県
産

製
材

品
の

輸
出

促
進

な
ど

の
取

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
 

○
木

造
建

築
物

の
建

築
に

お
い

て
、

県
産

製
材

品
が

必
要

な
時

に
必

要
な

量
が

調
達

で
き

ず
、

使
用

が

見
送

ら
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

木
材

調
達

の
体

制
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
県

産
木

材
の

製
材

・
加

工
施

設
等

の
整

備
促

進
 

・
原

木
を

集
積

し
用

途
別

に
供

給
す

る
た

め
の

ス
ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

、
製

材
施

設
、

人
工

乾
燥

施
設

等
の

整
備

へ
の

支
援

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
県

産
木

材
の

付
加

価
値

向
上

の
促

進
 

・
製

材
品

の
品

質
・
性

能
を

証
明

す
る

ＪＡ
Ｓ

認
証

の
取

得
へ

の
支

援
 

・
ス

ギ
大

径
材

や
広

葉
樹

等
の

加
工

・
乾

燥
等

の
技

術
向

上
対

策
の

強
化

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
需

要
に

応
じ

た
県

産
木

材
の

安
定

的
な

流
通

の
促

進
 

・
県

産
木

材
の

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
構

築
を

目
指

し
、

川
上

か
ら

川
下

ま
で

の
事

業
者

が
、

原
木

や
製

材
品

の
ス

ト
ッ

ク
情

報
や

需
要

側
の

ニ
ー

ズ
等

の
情

報
を

共
有

で
き

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

整
備

 
・
公

共
建

築
物

等
の

木
造

化
に

向
け

た
、

県
産

製
材

品
を

常
に

ス
ト
ッ

ク
す

る
構

造
材

バ
ン

ク
（
仮

称
）
な

ど
の

木
材

調
達

を
ス

ム
ー

ズ
に

行
う

た
め

の
体

制
づ

く
り

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

④
広

葉
樹

材
の

利
用

拡
大

 
・
広

葉
樹

材
の

流
通

を
促

進
す

る
た

め
の

保
管

施
設

整
備

等
へ

の
支

援
 

・
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
や

内
装

材
な

ど
の

建
築

用
材

の
ほ

か
、

家
具

や
日

用
品

な
ど

、
広

葉
樹

製
品

の
開

発
・
製

作
等

へ
の

支
援

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

ＪＡ
Ｓ

製
品

等
出

荷
量

（
木

材
）
 

7
7

千
㎥

(H
3
0

年
) 

9
2

千
㎥

 
9
6

千
㎥

 
9
8

千
㎥

 
1
0
0

千
㎥

 

出
典

：
森

林
ノ

ミ
ク

ス
推

進
課

調
べ
 

⑤
県

産
製

材
品

の
輸

出
促

進
 

・
外

構
材

等
に

加
え

、
外

壁
材

・
内

装
材

な
ど

付
加

価
値

の
高

い
県

産
木

製
品

の
輸

出
促

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

４
 

「
や
ま

が
た

森
林
ノ

ミ
ク

ス
」
の

加
速

化
 
⑮

県
産

木
材

の
利

用
促

進
・

特
用

林
産

の
振

興
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
7
 

県
産

木
材

利
用

促
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
県

産
木

材
の

利
用

を
拡

大
す

る
た

め
、

公
共

・
民

間
施

設
の

木
造

・
木

質
化

や
「
し

あ
わ

せ
ウ

ッ
ド

運
動

」
の

展
開

、
木

材
需

要
を

創
出

す
る

製
品

・
技

術
の

開
発

等
を

推
進

す
る

。
 

○
市

町
村

の
友

好
姉

妹
都

市
な

ど
、

都
市

と
の

交
流

を
通

し
た

県
産

木
材

の
Ｐ

Ｒ
等

に
よ

り
、

県
外

に
お

け
る

販
路

を
拡

大
す

る
。

 
○

木
質

燃
料

の
供

給
体

制
の

整
備

等
に

よ
り

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
利

用
を

促
進

す
る

。
 

 
～

現
状

・
課

題
～

 
○

人
口

減
少

に
伴

い
新

築
住

宅
着

工
戸

数
の

減
少

が
見

込
ま

れ
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

木
材

需
要

が
低

迷
し

て
い

る
中

、
木

材
需

要
を

回
復

し
、

さ
ら

に
拡

大
し

て
い

く
た

め
に

は
、

住
宅

・
非

住
宅

分
野

の
双

方
に

お
い

て
、

県
産

木
材

の
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

○
県

産
木

材
を

活
用

し
た

公
共

施
設

の
木

造
化

・
木

質
化

や
住

宅
建

築
の

支
援

等
に

よ
り

、
公

共
施

設
や

民
間

施
設

の
木

造
化

率
は

全
国

で
上

位
と

な
っ

て
い

る
が

、
さ

ら
な

る
利

用
拡

大
に

向
け

て
は

木
造

中
大

規
模

建
築

物
の

設
計

に
対

応
で

き
る

技
術

者
不

足
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
設

計
者

に
お

け
る

木
造

建
築

等
の

設
計

技
術

の
習

得
が

必
要

で
あ

る
。

 
○

保
育

園
等

へ
の

積
み

木
プ

レ
ゼ

ン
ト
や

日
用

品
の

木
製

化
な

ど
、

県
産

木
材

を
活

用
す

る
「
し

あ
わ

せ
ウ

ッ
ド

運
動

」
※

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

林
工

連
携

に
よ

る
製

品
開

発
の

支
援

等
を

行
っ

て
い

る
が

、
木

材
利

用
を

さ
ら

に
促

進
す

る
た

め
、

こ
れ

ら
の

一
層

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

 
※

し
あ

わ
せ

ウ
ッ

ド
運

動
：
幼

児
期

か
ら

就
学

時
、

事
業

所
及

び
日

常
生

活
に

至
る

ま
で

、
生

涯
に

わ
た

っ
て

や
ま

が
た

の
木

に
包

ま
れ

た
「
し

あ
わ

せ
（
４

合
わ

せ
）
」
な

生
活

を
送

ろ
う

と
い

う
県

民
運

動
 

○
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

施
設

が
県

内
各

地
に

整
備

さ
れ

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
発

電
利

用
が

進
ん

で
い

る
が

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
供

給
が

需
要

に
追

い
つ

い
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
の

供
給

拡
大

に
向

け
た

対
策

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
公

共
・
民

間
施

設
の

木
造

化
・
木

質
化

等
の

推
進

 
・
建

築
士

会
等

と
の

連
携

に
よ

る
、

中
大

規
模

の
木

造
建

築
等

の
設

計
に

必
要

な
知

見
・
技

術
を

習
得

す
る

た
め

の
講

座
等

の
開

催
 

・
民

間
施

設
整

備
等

に
お

け
る

県
産

木
材

利
用

を
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
県

産
木

材
を

活
用

す
る

「
し

あ
わ

せ
ウ

ッ
ド

運
動

」
の

推
進

 
・
幼

児
期

か
ら

木
に

親
し

む
（
ス

タ
ー

ト
）
、

小
中

高
生

が
木

を
学

ぶ
（
ス

ク
ー

ル
）
、

事
業

所
等

に
お

け
る

県
産

木
材

利
用

（
オ

フ
ィ

ス
）
、

日
常

生
活

で
の

木
づ

か
い

（
ラ

イ
フ

）
を

進
め

る
「
し

あ
わ

せ
ウ

ッ
ド

運
動

」
の

推
進

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
林

工
連

携
等

に
よ

る
製

品
・技

術
開

発
の

推
進

 
・
「
山

形
県

林
工

連
携

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
」
に

お
け

る
研

修
会

・
研

究
会

等
の

開
催

に
よ

る
、

情
報

共
有

や
企

業
間

の
マ

ッ
チ

ン
グ

及
び

先
端

技
術

の
実

証
等

 
・
県

産
木

材
を

活
用

し
た

付
加

価
値

の
高

い
製

品
等

の
開

発
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

④
都

市
と

の
交

流
促

進
等

に
よ

る
県

産
木

材
製

品
の

県
外

へ
の

販
路

拡
大

 
・
市

町
村

の
友

好
姉

妹
都

市
な

ど
の

つ
な

が
り

を
活

か
し

た
生

産
地

と
都

市
と

の
交

流
促

進
に

よ
る

、
都

市
部

へ
の

県
産

木
材

の
Ｐ

Ｒ
 

・
首

都
圏

等
に

お
け

る
県

産
木

材
製

品
を

Ｐ
Ｒ

す
る

取
組

み
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
 

指
標

値
（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

民
間

施
設

の
木

造
化

率
 

3
7
％

 

（
R
1

年
度

）
 

4
0
％

 
4
3
％

 
4
6
％

 
5
0
％

 

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
供

給
量

 
2
0
2

千
ｔ 

(R
1

年
) 

2
2
7

千
t 

2
4
0

千
t 

2
5
2

千
ｔ 

2
6
5

千
t 

 

出
典

：
上

段
：

国
土

交
通

省
「

建
築

着
工

統
計

調
査

報
告

」
 

下
段

：
森

林
ノ

ミ
ク

ス
推

進
課

調
べ

 

⑤
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
利

用
促

進
 

・
木

質
燃

料
の

供
給

施
設

の
整

備
や

民
間

施
設

へ
の

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
ボ

イ
ラ

ー
の

導
入

等
へ

の
支

援
 

・
中

山
間

地
域

に
お

け
る

成
長

の
早

い
ヤ

ナ
ギ

を
利

用
し

た
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

圃
場

の
生

産
モ

デ
ル

事
業

等
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

４
 

「
や
ま

が
た

森
林
ノ

ミ
ク

ス
」
の

加
速

化
 
⑮

県
産

木
材

の
利

用
促

進
・

特
用

林
産

の
振

興
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
8
 

特
用

林
産

振
興

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
山

菜
・
き

の
こ

等
の

特
用

林
産

の
振

興
に

向
け

た
、

栽
培

技
術

向
上

や
生

産
基

盤
整

備
に

よ
る

生
産

拡
大

、
市

場
関

係
者

等
へ

の
情

報
発

信
に

よ
る

流
通

の
促

進
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

魅
力

発
信

に

よ
る

需
要

拡
大

な
ど

、
生

産
か

ら
加

工
、

流
通

・
販

売
ま

で
の

総
合

的
な

取
組

み
を

推
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

〇
山

菜
・
き

の
こ

等
の

生
産

者
数

は
、

個
人

経
営

で
は

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
法

人
経

営
は

横
ば

い
又

は

微
増

傾
向

に
あ

る
。

 

〇
個

人
経

営
は

、
大

規
模

に
生

産
し

て
い

る
法

人
経

営
の

品
目

と
の

競
争

で
収

益
が

上
が

ら
な

い
こ

と
か

ら
、

取
引

単
価

の
高

い
品

目
へ

の
転

換
や

加
工

商
品

の
販

売
等

に
よ

り
利

益
を

確
保

し
て

い
く

必
要

が

あ
る

。
一

方
、

法
人

経
営

は
、

大
規

模
生

産
が

主
流

の
た

め
、

生
産

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

施
設

整
備

等
を

行
い

効
率

的
な

生
産

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

〇
特

用
林

産
物

の
消

費
は

、
高

年
齢

層
に

偏
る

傾
向

が
あ

る
た

め
、

新
た

な
支

持
層

（
若

年
層

）
を

獲
得

し

消
費

拡
大

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

〇
首

都
圏

の
市

場
関

係
者

か
ら

高
品

質
産

地
と

し
て

高
く

評
価

さ
れ

、
な

め
こ

や
生

し
い

た
け

は
高

値
で

取

引
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
の

高
評

価
が

一
般

の
消

費
者

ま
で

十
分

に
伝

わ
っ

て
お

ら
ず

、
山

形
県

産
の

指
名

買
い

が
少

な
い

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
 

〇
平

成
30

年
度

に
開

設
し

た
、

食
べ

方
や

調
理

方
法

、
取

扱
店

、
イ

ベ
ン

ト
情

報
な

ど
を

掲
載

し
た

山
菜

・
き

の
こ

に
関

す
る

総
合

案
内

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
年

々
増

加
し

、
消

費
拡

大
の

一
躍

を
担

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

継
続

し
て

情
報

発
信

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
山

菜
・
き

の
こ

等
の

生
産

支
援

 
・
個

人
経

営
に

対
す

る
、

ま
い

た
け

や
た

も
ぎ

た
け

な
ど

取
引

単
価

の
高

い
品

目
の

導
入

や
品

目
の

転
換

、
加

工
品

を
含

め
た

新
商

品
開

発
等

へ
の

支
援

 
・
法

人
経

営
に

対
す

る
、

国
庫

補
助

事
業

等
を

活
用

し
た

生
産

基
盤

の
整

備
へ

の
支

援
 

・
山

菜
・
き

の
こ

等
の

品
質

向
上

研
修

の
開

催
等

に
よ

る
栽

培
技

術
の

向
上

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
促

成
山

菜
等

の
生

産
基

盤
強

化
 

・
促

成
山

菜
等

の
生

産
基

盤
強

化
に

向
け

た
技

術
開

発
と

安
定

生
産

技
術

の
普

及
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

③
山

菜
・
き

の
こ

等
の

需
要

拡
大

 
・
新

た
な

支
持

層
獲

得
に

向
け

た
、

観
光

分
野

を
は

じ
め

と
す

る
他

分
野

と
連

携
し

た
イ

ベ
ン

ト
や

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

な
ど

、
山

菜
・
き

の
こ

等
の

特
用

林
産

物
の

消
費

拡
大

に
向

け
た

取
組

み
の

展
開

 
・
首

都
圏

の
実

需
者

や
一

般
消

費
者

に
対

す
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

活
動

に
よ

る
、

多
方

面
か

ら
の

需
要

の
拡

大
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

④
山

形
の

山
菜

・
き

の
こ

等
の

情
報

発
信

 
・
山

菜
・
き

の
こ

等
の

総
合

案
内

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
に

よ
る

、
山

菜
・
き

の
こ

情
報

の
発

信
 

・
県

内
の

山
菜

・
き

の
こ

に
詳

し
い

名
人

ガ
イ

ド
の

登
録

・
紹

介
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

山
菜

・
き

の
こ

等
の

生
産

量
 

1
0
,4

00
t 

(R
１

年
) 

1
0
,6

00
t 

1
0
,7

00
t 

1
0
,9

00
t 

1
1
,0

00
t 

出
典

：
林

野
庁

「
特

用
林

産
物

生
産

統
計

調
査

」
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

５
 

水
産
業

の
成

長
産
業

化
 

⑯
海
面

漁
業

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
9
 

持
続

可
能

な
海

面
漁

業
生

産
基

盤
整

備
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

〇
新

た
な

資
源

管
理

（
Ｔ

Ａ
Ｃ

、
ＩＱ

）
の

導
入

を
踏

ま
え

て
、

資
源

の
維

持
増

大
、

イ
ン

フ
ラ

の
有

効
活

用
な

ど
「
水

産
資

源
の

適
切

な
保

存
及

び
管

理
」
に

資
す

る
施

策
を

推
進

す
る

。
 

Ｔ
Ａ

Ｃ
（
漁

獲
可

能
量

）
：
魚

種
ご

と
に

年
間

の
漁

獲
可

能
量

を
定

め
水

産
資

源
の

適
切

な
保

存
管

理
を

行
う

も
の

 

ＩＱ
（
個

別
割

当
）
：
漁

獲
可

能
量

を
漁

業
者

又
は

漁
船

ご
と

に
割

り
当

て
、

割
当

量
を

超
え

る
漁

獲
を

禁
止

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

漁
獲

量
の

管
理

を
行

う
も

の
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
本

県
の

海
面

漁
業

の
漁

獲
量

は
、

担
い

手
の

減
少

や
気

象
変

動
に

よ
る

漁
獲

魚
種

の
変

化
な

ど
の

要

因
に

よ
り

減
少

傾
向

に
あ

り
、

水
産

資
源

の
持

続
的

利
用

及
び

安
定

供
給

に
向

け
た

栽
培

漁
業

や
資

源

管
理

型
漁

業
の

取
組

み
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

○
山

形
県

沖
地

震
（
令

和
元

年
）
を

は
じ

め
、

地
震

や
台

風
・
大

雨
な

ど
に

よ
り

、
漁

船
や

漁
具

・
漁

港
施

設

等
の

被
害

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

災
害

に
強

い
強

靭
な

漁
港

の
整

備
や

被
害

防
止

対
策

が
必

要

で
あ

る
。

 
 

 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
Ｓ

Ｄ
G

ｓ
の

実
現

に
向

け
た

水
産

資
源

の
維

持
増

大
 

・
Ｔ

Ａ
Ｃ

管
理

対
象

魚
種

の
拡

大
や

ＩＱ
方

式
の

導
入

に
対

応

し
た

効
果

的
な

資
源

管
理

型
漁

業
の

推
進

 

・
効

果
的

な
種

苗
放

流
等

に
よ

る
資

源
造

成
に

向
け

た
栽

培

漁
業

の
推

進
 

・
サ

ケ
銀

毛
資

源
の

造
成

に
向

け
た

研
究

等
の

推
進

 

・
生

産
性

の
向

上
に

資
す

る
漁

場
環

境
等

の
整

備
推

進
 

 

〇
 
 
 
 
 
 
 
〇
 

②
漁

場
環

境
の

保
全

と
多

面
的

機
能

の
発

揮
 

・
関

係
機

関
と

連
携

し
た

漁
業

系
廃

棄
物

処
理

や
漂

流
・
漂

着
ゴ

ミ
の

発
生

抑
制

 
・
県

民
参

加
に

よ
る

河
川

上
流

域
等

で
の

豊
か

な
海

を
育

む
森

づ
く

り
の

促
進

 
・
漁

業
者

や
地

域
住

民
等

が
行

う
水

産
の

多
面

的
機

能
の

発
揮

に
資

す
る

取
組

み
へ

の
支

援
 

 

〇
 
 

 
 

〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

経
営

体
あ

た
り

の
海

面
漁

業
生

産
額

 
6
9
5

万
円

 

（
H

3
0

年
） 

7
7
2

万
円

 7
9
8

万
円

 8
2
4

万
円

 8
5
0

万
円

 

出
典

：
農

林
水

産
省

「
農

林
水

産
統

計
」
 

③
漁

港
施

設
の

強
靭

化
と

イ
ン

フ
ラ

設
備

の
有

効
活

用
 

・
災

害
に

強
く

耐
久

性
の

高
い

漁
港

施
設

等
の

整
備

 
・
漁

港
区

域
内

の
静

穏
域

を
有

効
活

用
し

た
ナ

マ
コ

等
増

殖
の

推
進

 
  

〇
 

 
 

 
〇
 

④
養

殖
技

術
の

活
用

促
進

 
・
陸

上
養

殖
用

サ
ク

ラ
マ

ス
の

育
種

及
び

飼
育

管
理

技
術

の
開

発
 

 

〇
 

 
 

 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

５
 

水
産
業

の
成

長
産
業

化
 

⑯
海
面

漁
業

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

6
0
 

海
面

漁
業

の
成

長
産

業
化

に
向

け
た

経
営

基
盤

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
効

率
的

か
つ

安
定

的
な

漁
業

経
営

体
の

確
立

に
向

け
て

、
担

い
手

の
確

保
・
育

成
や

水
産

物
の

付
加

価
値

向
上

な
ど

「
水

産
業

の
成

長
産

業
化

」
に

資
す

る
施

策
を

推
進

す
る

。
 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
本

県
の

漁
業

経
営

体
数

は
、

3
5
9

経
営

体
（
平

成
25

年
度

）
か

ら
2
8
4

経
営

体
（
平

成
30

年
度

）
に

減
少

し
、

65
歳

以
上

の
割

合
も

51
％

と
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

、
新

規
就

業
者

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
漁

業
者

の
所

得
は

、
近

年
の

不
漁

や
資

材
高

騰
、

魚
価

低
迷

の
影

響
に

よ
り

低
下

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
庄

内
浜

産
水

産
物

の
特

徴
で

あ
る

少
量

多
品

種
を

活
か

し
た

ブ
ラ

ン
ド

化
や

低
利

用
魚

の
加

工
、

蓄
養

等
を

活
用

し
た

安
定

供
給

体
制

の
確

立
等

に
よ

る
付

加
価

値
向

上
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
担

い
手

の
確

保
・
育

成
及

び
経

営
の

安
定

化
 

・
動

機
付

け
か

ら
独

立
・
定

着
の

段
階

に
応

じ
た

体
系

的
な

支
援

や
漁

業
・
漁

村
体

験
機

会
の

創
出

に
よ

る
新

規
就

業
者

の
育

成
・
確

保
 

・
漁

業
者

の
生

産
性

、
所

得
の

向
上

の
た

め
の

代
船

建
造

・
漁

具
更

新
へ

の
支

援
に

よ
る

漁
業

経
営

の
効

率
化

を
促

進
 

〇
 

 
 

 
〇
 

②
ス

マ
ー

ト
漁

業
の

推
進

 
・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
漁

場
デ

ー
タ

の
共

有
化

等
に

よ
る

効
率

的
な

漁
業

操
業

体
制

の
確

立
 

〇
 

 
 

 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

③
県

産
水

産
物

の
付

加
価

値
向

上
 

・
「
庄

内
浜

ブ
ラ

ン
ド

創
出

協
議

会
」
が

取
組

む
「
庄

内
お

ば
こ

サ
ワ

ラ
」
「
天

然
と

ら
ふ

ぐ
」
「
庄

内
北

前
ガ

ニ
」
な

ど
の

ブ
ラ

ン
ド

化
に

よ
る

付
加

価
値

の
向

上
 

・
蓄

養
・
高

鮮
度

保
持

等
の

技
術

の
普

及
拡

大
に

よ
る

水
産

物
の

付
加

価
値

向
上

 

〇
 

 
 

 
〇
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

ブ
ラ

ン
ド

魚
種

の
平

均
単

価
 

2
,5

2
9 

円
/
ｋ
ｇ
 

（
H

3
0

年
） 

2
,8

7
7 

円
/
ｋ
ｇ
 

3
,0

5
1 

円
/
ｋ
ｇ
 

3
,2

2
5 

円
/
ｋ
ｇ
 

3
,4

0
0 

円
/
ｋ
ｇ
 

出
典

：
水

産
振

興
課

調
べ

 

④
付

加
価

値
の

高
い

水
産

加
工

品
の

生
産

拡
大

 
・
「
お

い
し

い
魚

加
工

支
援

ラ
ボ

」
を

活
用

し
た

付
加

価
値

の
高

い
加

工
品

の
開

発
支

援
 

・
漁

業
者

等
に

よ
る

水
産

加
工

品
の

生
産

体
制

の
強

化
 

〇
 

 
 

 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

５
 

水
産
業

の
成

長
産
業

化
 

⑰
内
水

面
漁

業
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

6
1
 

持
続

可
能

な
内

水
面

漁
業

・
養

殖
業

振
興

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
大

型
ブ

ラ
ン

ド
マ

ス
の

種
苗

供
給

体
制

の
確

立
と

ブ
ラ

ン
ド

化
や

観
光

を
含

め
た

地
域

振
興

と
の

連
携

し
た

遊
漁

者
の

拡
大

等
に

よ
る

経
営

基
盤

の
強

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
カ

ワ
ウ

や
ブ

ラ
ッ

ク
バ

ス
な

ど
食

害
生

物
の

個
体

数
管

理
・
駆

除
等

の
強

化
に

よ
る

内
水

面
環

境
の

保
全

を
図

る
。

 

 

～
現

状
・
課

題
～

 

〇
本

県
養

殖
業

は
、

コ
イ

や
ニ

ジ
マ

ス
の

養
殖

と
共

に
甘

露
煮

生
産

が
主

流
で

あ
っ

た
が

、
嗜

好
が

変
化

し

て
お

り
、

市
場

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

養
殖

新
品

種
の

開
発

に
よ

る
養

殖
業

の
振

興
が

必
要

で
あ

る
。

 

〇
内

水
面

業
は

、
気

象
変

動
や

河
川

環
境

の
変

化
等

に
よ

り
生

産
量

、
生

産
額

と
も

に
減

少
傾

向
が

続
い

て
お

り
、

遊
漁

者
の

減
少

に
よ

り
内

水
面

漁
協

の
経

営
は

厳
し

い
状

況
に

あ
る

。
 

〇
観

光
等

と
連

携
し

た
遊

漁
者

の
増

大
を

図
る

こ
と

に
よ

り
遊

漁
料

収
入

を
増

加
さ

せ
る

な
ど

、
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

取
組

み
に

よ
り

、
内

水
面

漁
協

の
経

営
改

善
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

実
現

に
向

け
た

水
産

資
源

の
維

持
・
増

大
 

・
高

品
質

な
ア

ユ
種

苗
の

生
産

や
ニ

ジ
サ

ク
ラ

の
ブ

ラ
ン

ド
化

に
よ

る
内

水
面

水
産

資
源

の
増

殖
及

び
養

殖
の

推
進

 
・
鮭

漁
業

生
産

組
合

と
連

携
し

た
サ

ケ
増

殖
事

業
の

推
進

に
よ

る
資

源
の

維
持

・
増

大
 

・
内

水
面

漁
協

が
実

施
す

る
ブ

ラ
ッ

ク
バ

ス
や

カ
ワ

ウ
等

の
駆

除
へ

の
支

援
等

に
よ

る
被

害
防

止
対

策
の

強
化

 
・
伝

染
性

疾
病

（
冷

水
病

や
コ

イ
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
等

）
の

予
防

対
策

 
・
経

営
基

盤
の

強
化

等
へ

の
支

援
に

よ
る

生
産

性
の

高
い

内
水

面
漁

業
・
増

養
殖

業
経

営
体

の
育

成
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

②
漁

場
環

境
の

再
生

・
保

全
・
活

用
 

・
水

域
環

境
及

び
森

林
環

境
の

整
備

・
保

全
 

・
漁

業
者

や
地

域
住

民
、

非
営

利
団

体
等

が
実

施
す

る
多

面
的

機
能

発
揮

に
資

す
る

取
組

み
へ

の
支

援
 

・
河

川
管

理
者

等
と

連
携

し
た

、
自

然
と

の
共

生
及

び
環

境
と

の
調

和
に

配
慮

し
た

川
づ

く
り

の
促

進
 

・
東

北
有

数
の

ア
ユ

漁
場

な
ど

豊
か

な
環

境
を

活
用

し
た

遊
漁

者
の

増
加

に
向

け
た

取
組

み
へ

の
支

援
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

「
ニ

ジ
サ

ク
ラ

」
の

成
魚

出
荷

尾
数

 
5
0

尾
 

（
R
1

年
度

）
 

6
3
0

尾
 

5
6
00

尾
 1

2
,0

00
尾

 1
2
,0

00
尾

 

出
典

：
水

産
振

興
課

調
べ

 

③
担

い
手

の
育

成
・
確

保
 

・
小

学
生

等
の

種
苗

放
流

体
験

な
ど

地
域

と
連

携
し

た
将

来
の

担
い

手
の

育
成

・
確

保
に

向
け

た
取

組
み

へ
の

支
援

 
・
就

農
者

の
農

閑
期

の
就

業
先

と
し

て
の

ア
ユ

や
サ

ケ
の

生
産

施
設

の
活

用
に

向
け

た
仕

組
み

の
構

築
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

④
内

水
面

漁
業

の
振

興
に

向
け

た
連

携
強

化
 

・
内

水
面

漁
業

に
お

け
る

課
題

の
抽

出
や

解
決

に
向

け
た

行
政

・
内

水
面

漁
業

な
ど

の
関

係
団

体
に

よ
る

協
議

の
機

会
の

設
置

 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

５
 

水
産
業

の
成

長
産
業

化
 

⑱
県
産

水
産

物
の

利
用

拡
大

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

6
2
 

県
産

水
産

物
利

用
拡

大
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
県

産
水

産
物

の
県

民
か

ら
の

認
知

度
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

「
新

し
い

生
活

様
式

」
に

対
応

し
た

家

庭
に

お
け

る
魚

食
の

普
及

や
、

観
光

や
教

育
分

野
と

の
連

携
に

よ
る

、
県

産
水

産
物

の
利

用
拡

大
を

図
る

。
 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
県

産
水

産
物

の
県

内
陸

部
で

の
取

扱
量

は
ス

ル
メ

イ
カ

の
漁

獲
量

の
減

少
の

影
響

で
減

少
し

て
お

り
、

県
内

陸
部

で
の

流
通

拡
大

が
必

要
で

あ
る

。
 

〇
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
飲

食
店

等
で

の
水

産
物

消
費

量
が

減
少

し
て

い
る

た
め

、

家
庭

で
の

魚
食

の
普

及
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
県

産
水

産
物

の
認

知
度

向
上

 
・
「
庄

内
浜

の
魚

消
費

拡
大

総
合

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
」
に

よ
る

消
費

拡
大

キ
ャ

ン
ぺ

ー
ン

等
に

よ
る

県
内

陸
部

に
お

け
る

認
知

度
向

上
に

向
け

た
取

組
み

の
推

進
 

・
「
庄

内
浜

文
化

伝
道

師
」
に

よ
る

伝
道

師
講

座
や

料
理

教
室

の
開

催
等

を
通

し
た

認
知

度
向

上
と

魚
食

普
及

活
動

の
推

進
 

・
県

産
水

産
物

と
県

産
農

産
物

の
連

携
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

に
よ

る
認

知
度

向
上

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

②
県

産
水

産
物

の
付

加
価

値
・
販

売
力

向
上

 
・
「
新

し
い

生
活

様
式

」
に

対
応

し
た

家
庭

向
け

の
調

理
済

み
の

加
工

品
や

調
理

し
や

す
い

加
工

品
の

開
発

な
ど

、
新

た
な

出
荷

形
態

の
導

入
促

進
 

・
漁

業
者

等
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
販

売
や

オ
ン

ラ
イ

ン
商

談
会

の
活

用
促

進
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 
標

 
現

状
値

 
指

標
値

（
工

程
）
 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

県
産

水
産

物
の

県
内

陸
部

に
お

け
る

流
通

割
合

（
市

場
内

流
通

量
）
 

6
.3

％
 

（
R
1

年
） 

8
.0

% 
9
.0

% 
1
0
.0

% 
1
1
.0

％
 

出
典

：
水

産
振

興
課

調
べ

 

③
県

産
水

産
物

の
消

費
拡

大
 

・
国

内
外

か
ら

の
観

光
需

要
に

対
応

し
た

観
光

分
野

と
の

連
携

に
よ

る
消

費
拡

大
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
 

・
「
新

し
い

生
活

様
式

」
に

対
応

し
た

家
庭

に
お

け
る

水
産

物
の

消
費

拡
大

に
向

け
た

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

の
活

用
 

・
小

・
中

学
校

給
食

や
子

ど
も

食
堂

等
に

お
け

る
県

産
水

産
物

の
活

用
に

よ
る

魚
食

の
普

及
推

進
 

・
「
道

の
駅

」
や

産
直

販
売

施
設

等
に

お
け

る
販

路
拡

大
 

 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
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※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・
・
・
農

林
水

産
部

（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本
戦
略

５
 

水
産
業

の
成

長
産
業

化
 

⑲
水
域

環
境

の
確

保
・

活
用

 

  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

6
3
 

安
全

・
安

心
で

健
全

な
水

域
環

境
確

保
・
活

用
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
漁

業
者

が
安

全
・
安

心
し

て
操

業
で

き
る

環
境

を
確

保
し

、
漁

場
監

視
体

制
を

強
化

す
る

こ
と

等
に

よ

り
、

健
全

な
水

域
環

境
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
地

域
資

源
を

活
か

し
た

都
市

と
漁

村
と

の
交

流
を

促
進

す
る

。
 

～
現

状
・
課

題
～

 

○
外

国
等

漁
船

の
違

法
操

業
や

漁
船

保
険

未
加

入
船

の
航

行
が

増
加

し
て

お
り

、
漁

場
監

視
体

制
の

強

化
が

必
要

で
あ

る
。

 

〇
漁

業
調

整
規

則
等

を
十

分
に

理
解

し
て

い
な

い
遊

漁
者

等
に

よ
り

漁
場

環
境

は
悪

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

釣
り

の
ル

ー
ル

と
マ

ナ
ー

を
啓

発
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

〇
漁
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数値目標一覧表 
 

【共通目標指標】 

項  目  名 現状 目標(R6) 

生産額ベース食料自給率 
181％ 

(H30 年度) 
200％超 

 
基本戦略１ 意欲ある多様な担い手の育成・確保 

評価指標(ＫＰＩ) 現状値 目標値(Ｒ６) 

新規就農者数の東北における順位 
東北１位 

(R2 年度) 
東北１位 

スマート農業の取組件数(累計) 77 件(R1 年度) 150 件 

 
①人材育成・確保 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(1)農業の担い手育成・確保支援プロジェクト 

新規就農者数(４年間の累計) 

1,354 人 

(H29～R2 年度) 
1,460 人 

(2)多様な人材確保・充実プロジェクト 

無料職業紹介所等におけるマッチング数 
585 件(R2 年度) 750 件 

農福連携に取り組む経営体等 59 組織(R2 年度) 100 組織 

(3)次代を担う農業女子育成プロジェクト 

しあわせアグリビジネスプラン件数(累計) 
76 件(R2 年度) 108 件 

(4)専門職大学設置プロジェクト 

東北農林専門職大学（仮称）の令和６年４月開学 
－ 

開学 

（入学者 40 人） 
 
②担い手・経営体育成 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(5)農業トップランナー育成・発展プロジェクト 
農産物販売額 1,000 万円以上の経営体数 

3,442 経営体(R2年) 4,050 経営体 

農産物販売額 3,000 万円以上の経営体数 631 経営体(R2 年) 740 経営体 

農産物販売額 1億円以上の経営体数 122 経営体(R2 年) 143 経営体 

(6)多様な担い手支援プロジェクト 

新規就農者受入協議会等の設置数 
15 組織(R2 年度) 35 組織 

女性新規就農者数 56 人(R2 年度) 100 人 

(7)農業経営力向上支援プロジェクト 
農業法人数 

752 法人(R2 年度) 900 法人 

(8)担い手への農地集積・集約化促進プロジェクト 

担い手への農地集積率 
66.4％(R1 年度) 90% 

農地中間管理機構関連農地整備事業による 

農地整備面積(累計) 
3ha(R1 年度) 300ha 

(9)スマート農業普及加速プロジェクト 

スマート農業の取組件数(累計) 
77 件(R1 年度) 150 件 
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目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(10)農業情報ポータルサイト充実強化プロジェクト 

新農業情報ポータルサイトのＳＮＳの登録利用者数 
―(R2 年度) 550 人 

(11)農業経営セーフティネット強化プロジェクト 

農業経営のセーフティネットの加入推進組織の立ち上げ 
―(R2 年度) 設立（R3 年度） 

青色申告者に占める収入保険の加入割合 17.8%(R3 年度) 35.0% 

 

基本戦略２ 活気あるしなやかな農村の創造 

評価指標(ＫＰＩ) 現状値 目標値(Ｒ６) 

農地整備実施地区の大区画整備面積(累計) 
3,560ha 

(H30 年度) 
4,700 ha 

 
③基盤強化・強靭化 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(12)水田農業の低コスト化に向けた基盤整備促進プロジェクト 

農地整備実施地区の大区画整備面積(累計) 
3,560ha(H30 年度) 4,700ha 

基盤整備を実施した農地での担い手に集約化される割合(累計) 41%(H30 年度) 90% 

(13)次世代人材の定着に向けた園芸団地形成推進プロジェクト 

大規模園芸団地の数(累計) 
20 団地(R2 年度) 28 団地 

水田畑地化整備面積(累計) 2,580ha(R1 年度) 4,000ha 

果樹団地の面積（累計） 0ha(R3 年度) 60ha 

(14)災害等に強い農業・農村づくりプロジェクト 

優先する防災重点農業用ため池の対策実施率 
30.5％(R2 年度) 80％ 

(15)鳥獣被害対策プロジェクト 

鳥獣による農作物被害額 

464 百万円 

(R1 年度) 
350 百万円 

 
④地域活性化 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(16)元気な農村(むら)づくり総合支援プロジェクト 

県の支援による活力ある地域づくりの実践件数 

(平成 26 年度からの累計) 

27 件 

(R2 年度) 
75 件 

(17)中山間・棚田地域持続的農地保全・振興プロジェクト 

中山間地域の農地保全取組面積 
8,434ha(R2 年度) 8,850ha 

棚田地域振興法における指定棚田地域振興活動計画

の認定地区数(累計) 
3 地区(R2 年度) 15 地区 

(18)再生可能エネルギー導入推進プロジェクト 

小水力発電出力の合計(累計) 
1,927kw(R2 年度) 2,573 kw 

木質バイオマス供給量[関連] 202 千ｔ(R1 年) 265 千 t 
 
⑤環境保全型農業 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(19)持続可能な農業生産推進プロジェクト 

特別栽培農産物認証面積 
14,800ha(R1 年度) 16,800ha 

国際ＧＡＰ認証取得件数(累計) 36 件(R1 年度) 50 件 
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基本戦略３ 魅力ある稼げる農林水産業の追求 

評価指標(ＫＰＩ) 現状値 目標値(Ｒ６) 

農業産出額 2,480 億円(H30 年) 2,620 億円    

 うち 米 835 億円(H30 年) 868 億円    

 うち 果実 709 億円(H30 年) 727 億円    

 うち 野菜 472 億円(H30 年) 485 億円    

 うち 畜産 361 億円(H30 年) 423 億円    

農業者当たり産出額 639 万円(H30 年) 745 万円     

生産農業所得の東北における順位 東北２位(H30 年) 東北１位     

６次産業化付加価値額 581 億円(H30 年) 650 億円     

県産農産物の輸出額 9 億円(H30 年度) 15 億円     
 
⑥土地利用型作物 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(20)県産米ブランド化推進プロジェクト 

「つや姫」の相対取引価格の全国順位 
２位(R2 年) １位 

「雪若丸」の全国認知度 33％(R2 年) 80％ 

(21)需要に応じた米生産推進プロジェクト 

「生産の目安」の範囲内における主食用米生産 
100％(R2 年) 100％ 

(22)土地利用型作物安定生産・評価向上プロジェクト 

大豆「里のほほえみ」「シュウリュウ」作付面積拡大 
2,654ha(R1 年) 3,500ha 

そば「山形ＢＷ５号」作付面積拡大 79ha(R1 年) 160ha 
 
⑦果樹 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(23)山形さくらんぼ世界一ブランド強化プロジェクト 

さくらんぼ産出額 

351 億円 

(H26～30 年平均) 
360 億円 

(24)西洋なし産地ブランド強化プロジェクト 

西洋なし産出額 

56 億円 

(H26～30 年平均) 
58 億円 

(25)りんご産地生産力強化プロジェクト 

りんご 10ａ当たり収穫量 

2,020kg/10a 

(H27～R1 年平均) 
2,200 kg/10a 

(26)ぶどう産地活性化プロジェクト 

ぶどう産出額 

108 億円 

(H26～30 年平均) 
135 億円 

(27)もも産地拡大プロジェクト 

もも産出額 

29 億円 

(H26～30 年平均) 
36 億円 

(28)特産果樹産地強化プロジェクト 

かき 10ａ当たり収穫量 

880kg/10a 

(H27～R1 年平均) 
1,000 kg/10a 

すもも産出額 
8 億円 

(H26～30 年平均) 
10 億円 
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⑧野菜・花き 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(29)山形えだまめ日本一産地化プロジェクト 

えだまめ産出額 

49 億円 

(R2 年) 
53 億円 

(30)やまがた野菜ブランド力強化プロジェクト 

高収益野菜(トマト、メロン、きゅうり、すいか)の産出額 

164 億円 

(H26～30 年平均) 
197 億円 

土地利用型野菜(アスパラガス、ねぎ、にら)の産出額 
54 億円 

(H26～30 年平均) 
75 億円 

(31)やまがた花きブランド力強化プロジェクト 

花き産出額 

70 億円 

(H26～30 年平均) 
83 億円 

(32)やまがた方式次世代施設園芸推進プロジェクト 

やまがた方式次世代施設園芸導入組織の数(ＩＣＴ

機器等を導入・活用している組織の数) 

4 か所(R2 年度) 8 か所 

 
⑨畜産 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(33)地域で支える畜産生産基盤強化プロジェクト 

畜産産出額 
361 億円(H30 年) 423 億円 

(34)やまがたの和牛増頭・評価向上プロジェクト 

農業者当たり肉用牛産出額  
1,619 万円(H29 年) 2,015 万円 

(35)やまがたのミルク生産・消費拡大プロジェクト 

経産牛１頭当たりの生乳生産量 
7,578kg(R1 年) 7,850kg 

(36)県産銘柄豚評価向上・販路拡大プロジェクト 

豚の飼養頭数 
154,600 頭(R1 年) 175,000 頭 

(37)県産鶏肉等生産・販路拡大プロジェクト 

肉用鶏の飼養頭数(やまがた地鶏を含む) 
660 千羽(R1 年) 685 千羽 

(38)県産飼料生産・活用促進プロジェクト 

稲発酵粗飼料作付面積 
922ha(R1 年) 1,100hａ 

(39)安全・安心な県産畜産物生産プロジェクト 
農場ＨＡＣＣＰ認証数 

16 農場(R1 年) 26 農場 

 
⑩６次産業化 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(40)販売チャネルの多角化による需要開拓・販路拡大プロジェクト 

６次産業化に取り組む事業者のＥＣ参入率 
21.3％(R1 年) 40％ 

(41)他分野・他産業との連携拡大プロジェクト 

農泊・農家レストラン等の取組みを推進する地域の数(累計) 
11 箇所(R1 年度) 20 箇所 

(42)県産農林水産物を起点とした食産業振興プロジェクト 

食品製造業等における県産農林水産物の使用割合

(重量ベース) 

40.7％(R１年) 45％ 

(43)６次産業化による多彩なアグリビジネス振興プロジェクト 

産地直売所販売額 
118.4 億円(R1 年) 140 億円 

(44)６次産業化推進基盤強化プロジェクト 

６次産業化支援機関等が支援した新商品の流通・販

売件数(累計) 

30 件 

(H29～R2 年度) 

90 件 

うち米粉食品 10 件 
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⑪流通販売・輸出促進 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(45)「おいしい山形」推進プロジェクト 

県産農林水産物へのペロリンマーク等の使用品目数

(令和元年度からの累計) 

2,321 品目 

(R1 年度) 
2,480 品目 

(46)「山形ブランド」評価向上プロジェクト 

地理的表示(GI)保護制度登録件数 

(県産農林水産物及びその加工品)(累計) 

４件(R1 年度) ８件 

(47)県産農産物等販路拡大プロジェクト 

東京都中央卸売市場における県産農産物(野菜・果

実)の取扱金額割合 

野菜 1.38％(R1 年) 

果実 5.13％(R1 年) 

野菜 1.42％ 

果実 5.80％ 

(48)食育・地産地消推進プロジェクト 

学校給食における交流給食の実施割合 
30%(R1 年度) 100% 

(49)県産農産物等輸出拡大プロジェクト 

県産農産物輸出額 

828 百万円 

(R１年度) 
1,500 百万円 

 

基本戦略４ 「やまがた森林ノミクス」の加速化 

評価指標(ＫＰＩ) 現状値 目標値(Ｒ６) 

林業産出額 82 億円(H30 年) 95 億円 

 うち きのこ類等産出額 52 億円(H30 年) 60 億円 

県産木材供給量 53.5 万㎥ (R1 年) 70 万㎥ 

再造林率 64％(R1 年度) 100％ 
 
⑫人材育成・地域づくり 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(50)林業を支える人材育成と事業体強化プロジェクト 

林業の新規就業者数(４年間の累計) 

237 人 

(H28～R1 年度) 
280 人 

(51)魅力ある地域づくりと参加意識醸成プロジェクト 

複数の森林資源をパッケージ化した体験ツアーの数(累計) 
１件(R2 年度) ８件 

 
⑬県産木材の安定供給・多面的機能 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(52)県産木材安定供給推進プロジェクト 

林業労働生産性 

6.0 ㎥/人日 

(H30 年度) 
7.8 ㎥/人日 

(53)主伐・再造林推進プロジェクト 
再造林面積 

95ha(R1 年度) 200ha 

(54)多面的機能の高い森林管理・保全プロジェクト 

森林経営管理制度に基づく森林整備を実施している

市町村数 

１(R1 年度) 34 

 荒廃森林の整備面積 
1,112ha 

(R2 年度) 
1,160ha 

(55)災害等に強い治山対策推進プロジェクト 

個別施設計画に基づく治山施設等の長寿命化対策率 
0％(R2 年度) 32% 
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⑭県産木材の加工流通の強化・付加価値向上 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(56)県産木材の加工流通体制強化と付加価値向上プロジェクト 

ＪＡＳ製品等出荷量(木材) 
77 千㎥(H30 年) 100 千㎥ 

    
⑮県産木材の利用促進・特用林産の振興 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(57)県産木材利用促進プロジェクト 

民間施設の木造化率 
37％(R1 年度) 50％ 

木質バイオマス供給量 202 千ｔ(R1 年) 265 千 t 

(58)特用林産振興プロジェクト 

山菜・きのこ等の生産量 
10,400t(R１年) 11,000t 

 

基本戦略５ 水産業の成長産業化 

評価指標(ＫＰＩ) 現状値 目標値(Ｒ６) 

漁業産出額（海面漁業・養殖業） 22 億円(H30 年) 35 億円 

経営体当たり海面漁業生産額          695 万円(H30 年) 850 万円 
 
⑯海面漁業 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(59)持続可能な海面漁業生産基盤整備プロジェクト 

経営体あたりの海面漁業生産額 
695 万円(H30 年) 850 万円 

(60)海面漁業の成長産業化に向けた経営基盤強化プロジェクト 

ブランド魚種の平均単価 

2,529 円/kg 

(H30 年) 
3,400 円/kg 

 
⑰内水面漁業 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(61)持続可能な内水面漁業・養殖業振興プロジェクト 

「ニジサクラ」の成魚出荷尾数 
50 尾(R1 年度) 12,000 尾 

 
⑱県産水産物利用拡大 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(62)県産水産物利用拡大プロジェクト 

県産水産物の県内陸部における流通割合(市場内流通量) 
6.3％(R1 年) 11.0％ 

 
⑲水域環境の確保・活用 

目標指標 現状値 目標値(Ｒ６) 

(63)安全・安心で健全な水域環境確保・活用プロジェクト 
遊漁証の発行枚数 

11,199 枚 
(R1 年度) 

15,000 枚 
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〔参考〕 経営指標 
 

１ 農業関係 

（１） 主たる経営者１人当たりの農業所得 400 万円以上の営農類型（トップランナー） 

No. 営農類型 経営規模 農業所得等 主な留意事項等 

1 さくらんぼ＋ぶどう＋

水稲 

 

【果樹＋水稲】 

経営規模    ＝ 2.1ha 

 さくらんぼ  ＝ 0.3ha 

ぶどう 

(デラウェア) ＝ 0.3ha 

(大粒系)   ＝ 0.3ha 

水稲       ＝ 1.2ha 

主たる経営者の 

     農業所得  5,005 千円  
  ◇販売金額     18,824 千円 

  ◇農業所得   10,009 千円 

   ・基幹的従事者      2 人 

  ◇支払労務費   974 千円 

   ・補助的従事者      7 人 

●省力化新技術（さくらんぼＹ字仕立） 
○さくらんぼ５割、大粒系ぶどう５割を直

販・贈答用で販売 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。主

要機械は４戸共同利用 
○主な適応地域：村山、置賜 

2 さくらんぼ＋啓翁桜＋

水稲 

 

【果樹＋花き＋水稲】 

経営規模   ＝ 4.2ha 

 さくらんぼ        ＝ 0.3ha 

 啓翁桜       ＝ 1.5ha 

水稲         ＝  2.4ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  4,907 千円  
  ◇販売金額   13,190 千円 

  ◇農業所得    4,907 千円 

   ・基幹的従事者    1 人 

  ◇支払労務費  1,139 千円 

   ・補助的従事者      4 人 

●省力化新技術（さくらんぼＹ字仕立） 
○さくらんぼ５割を直販・贈答用で販売 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。主

要機械は３戸共同利用 
○主な適応地域：村山、置賜 

3 さくらんぼ＋水稲＋な

す＋飼料用米 

 

【果樹＋水稲＋野菜】 

経営規模    ＝ 4.8ha 

さくらんぼ  ＝ 0.3ha 

 水稲     ＝ 2.8ha 

 なす     ＝ 0.2ha 

 飼料用米  ＝ 1.5ha 

  (直播) 

主たる経営者の 

     農業所得  5,532 千円  
  ◇販売金額   13,332 千円 

  ◇農業所得    5,532 千円 

   ・基幹的従事者    1 人 

  ◇支払労務費  1,122 千円 

   ・補助的従事者    3 人 

●省力化新技術（さくらんぼＹ字仕立） 
○さくらんぼ５割を直販・贈答用で販売 
○水稲、飼料用米は共同乾燥調製施

設利用。主要機械は３戸共同利用 
○主な適応地域：村山、置賜 

4 さくらんぼ＋りんご＋

水稲＋飼料用米 

 

【果樹＋水稲】 

経営規模   ＝ 5.1ha 

 さくらんぼ  ＝ 0.2ha 

 りんご    ＝ 0.4ha 

水稲     ＝ 3.0ha 

飼料用米  ＝ 1.5ha 

  (直播) 

主たる経営者の 

     農業所得  5,338 千円  
      ◇販売金額   12,945 千円 

  ◇農業所得    5,338 千円 

   ・基幹的従事者    1 人 

  ◇支払労務費   641 千円 

   ・補助的従事者    2 人 

●スマート農業技術（りんごロボット草刈
り） 

●省力化新技術（さくらんぼＹ字仕立、
りんご朝日ロンバス方式） 

○さくらんぼ５割、りんご 3 割を直販・贈
答用で販売 

○水稲、飼料用米（はえぬき）は共同乾
燥調製施設利用。主要機械は２戸共
同利用 

○主な適応地域：村山、置賜 

5 りんご＋すもも＋水稲 

 

【果樹＋水稲】 

経営規模   ＝ 3.0ha 

 りんご    ＝ 0.8ha 

 すもも    ＝ 0.4ha 

 水稲     ＝ 1.8ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  5,458 千円  
  ◇販売金額   12,874 千円 

  ◇農業所得    5,458 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費    763 千円 

   ・補助的従事者     2 人 

●スマート農業技術（りんごロボット草刈
り） 

●省力化新技術（りんご朝日ロンバス方
式） 

○りんご 3 割を直販・贈答用で販売 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。主

要機械は３戸共同利用 
○主な適応地域：村山 

6 ぶどう＋啓翁桜＋水

稲 

 

【果樹＋花き＋水稲】 

経営規模    ＝ 4.8ha 

ぶどう   

(デラウェア) ＝ 0.3ha 

(大粒系)    ＝ 0.2ha 

 啓翁桜     ＝ 1.6ha 

 水稲(直播)  ＝ 2.7ha 

  

主たる経営者の 

     農業所得  5,804 千円     
  ◇販売金額   16,471 千円 

  ◇農業所得    5,804 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費  1,029 千円 

   ・補助的従事者     3 人 

○大粒系ぶどう５割を直販・贈答用で販
売 

○水稲は共同乾燥調製施設利用。主
要機械は２戸共同利用 

○主な適応地域：村山、置賜 

7 ぶどう 

 

【果樹専作】 

経営規模   ＝ 1.1ha 

ぶどう 

(デラウェア) ＝ 0.7ha 

(大粒系)   ＝ 0.4ha 

  

主たる経営者の 

     農業所得  4,819 千円  
  ◇販売金額   18,469 千円 

  ◇農業所得    9,638 千円 

   ・基幹的従事者       2 人 

   ◇支払労務費   992 千円 

   ・補助的従事者     5 人 

○大粒系ぶどう５割を直販・贈答用で販
売 

○主な適応地域：村山、置賜 
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No. 営農類型 経営規模 農業所得等 主な留意事項等 

8 日本なし＋水稲 

 

【果樹＋水稲】 

経営規模   ＝ 2.6ha 

 日本なし        ＝ 1.2ha 

 水稲        ＝ 1.4ha 

主たる経営者の 

     農業所得  6,637 千円  
  ◇販売金額   17,210 千円 

  ◇農業所得    6,637 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費  4,165 千円 

   ・補助的従事者     7 人 

○日本なし４割直売・贈答用で販売 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。主

要機械は４戸共同利用 
○主な適応地域：庄内 

9 きゅうり＋水稲＋大豆 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模   ＝ 8.6ha 

きゅうり(夏秋)＝ 0.3ha 

水稲       ＝ 5.0ha 

大豆(委託)  ＝ 3.3ha 

主たる経営者の 

     農業所得  5,954 千円  
  ◇販売金額   16,790 千円 

  ◇農業所得    5,954 千円 

   ・基幹的従事者       1 人 

  ◇支払労務費  1,250 千円 

   ・補助的従事者     3 人 

○水稲は共同乾燥調製施設利用。主
要機械は２戸共同利用 

○大豆は法人等へ特定作業委託 
○主な適応地域：村山、最上、置賜 

10 きゅうり 

 

【野菜専作】 

経営模規    ＝ 0.5ha 

きゅうり         

(半促成)    ＝0.26ha 

(抑制)      ＝0.26ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  4,036 千円  
  ◇販売金額   17,845 千円 

  ◇農業所得    4,036 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費  1,903 千円 

   ・補助的従事者     3 人 

○パイプハウスによる年２作栽培 
○主な適応地域：全域 

11 トマト＋たらの芽＋水

稲 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模    ＝ 7.0ha 

 夏秋トマト   ＝ 0.3ha 

 たらの芽    ＝ 2.0ha 

 水稲       ＝ 4.0ha 

         

主たる経営者の 

     農業所得  4,422 千円  
  ◇販売金額   26,108 千円 

  ◇農業所得    8,843 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払雇用費  1,520 千円 

   ・補助的従事者     2 人 

○水稲は共同乾燥調製施設利用。主
要機械は２戸共同利用 

○主な適応地域：最上、置賜 

12 トマト＋水稲＋飼料用

米 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模    ＝ 9.5ha 

 夏秋トマト   ＝ 0.3ha 

 水稲       ＝ 5.0ha 

 飼料用米   ＝ 4.0ha 

         

主たる経営者の 

     農業所得  5,041 千円  
  ◇販売金額   20,318 千円 

  ◇農業所得    5,041 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費  1,329 千円 

   ・補助的従事者     3 人 

○トマトは共同選果施設利用 
○水稲は共同乾燥調製施設利用 
○飼料用米は専用種利用 
○主な適応地域：村山、置賜 

13 トマト 

 

【野菜専作】 

経営規模    ＝1.27ha 

夏秋トマト   ＝0.94ha 

周年栽培   ＝0.33ha 

(環境制御)          

主たる経営者の 

     農業所得  4,611 千円  
  ◇販売金額   66,779 千円 

  ◇農業所得    9,221 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費 10,458 千円 

   ・補助的従事者    19 人 

●スマート農業技術（環境制御ハウス） 
○共同選果施設利用 
○主な適応地域：全域 

14 ミニトマト＋たらの芽

＋水稲＋大豆 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模    ＝ 7.3ha 

 ミニトマト    ＝ 0.2ha 

 たらの芽    ＝ 1.0ha 

水稲      ＝ 4.0ha 

大豆(委託)  ＝ 2.0ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  4,005 千円  
  ◇販売金額   20,284 千円 

  ◇農業所得    8,009 千円 

   ・基幹的従事者      2 人 

  ◇支払労務費  1,229 千円 

・補助的従事者      3 人 

○ミニトマトは個別選果 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。主

要機械は２戸共同利用 
○大豆は法人等へ特定作業委託 
○主な適応地域：村山、最上、置賜 

15 ねぎ＋うるい＋水稲 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模    ＝ 8.1ha 

ねぎ 

(夏秋どり)   ＝ 0.8ha 

(秋冬どり)   ＝ 0.7ha 

うるい      ＝ 0.9ha 

水稲       ＝ 4.5ha 

主たる経営者の 

     農業所得  6,490 千円  
  ◇販売金額   33,809 千円 

  ◇農業所得   12,980 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費  4,553 千円 

   ・補助的従事者     5 人 

○ねぎは個選機械化体系 
○うるいは養成株 1.0h 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。主

要機械は２戸共同利用 
○主な適応地域：最上、庄内 

16 アスパラガス＋たらの

芽＋水稲 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模    ＝ 9.0ha 

 ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ   ＝ 1.5ha 

 たらの芽    ＝ 1.7ha 

 水稲      ＝ 5.2ha 

主たる経営者の 

     農業所得  4,532 千円  
  ◇販売金額   29,549 千円 

  ◇農業所得    9,064 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費  4,433 千円 

   ・補助的従事者     7 人 

○アスパラガスは共同選果施設利用 
○アスパラガス 0.14ha、たらの芽

0.33ha を養成 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。主

要機械は２戸共同利用 
○主な適応地域：最上、置賜 
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No. 営農類型 経営規模 農業所得等 主な留意事項等 

17 えだまめ＋水稲＋啓

翁桜 

 

【水稲＋野菜＋花き】 

経営規模    ＝14.0ha 

えだまめ    ＝ 4.0ha 

水稲       ＝ 8.0ha 

啓翁桜     ＝ 2.0ha 
  

主たる経営者の 

     農業所得  4,019 千円  
  ◇販売金額   27,484 千円 

  ◇農業所得    8,038 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費    442 千円 

   ・補助的従事者     2 人 

○水稲は共同乾燥調製施設利用 
○えだまめは収穫機械等２戸共同、出

荷調製は選果施設利用 
○主な適応地域：村山、置賜 

18 おかひじき＋水稲＋

飼料用米 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模     ＝ 5.1ha 

おかひじき 

(春夏播ﾊｳｽ) ＝ 0.2ha 

(夏秋播電照) ＝ 0.2ha 

(春播露地)  ＝ 0.1ha 

水稲        ＝ 2.9ha 

飼料用米    ＝ 1.8ha 

主たる経営者の 

     農業所得  6,126 千円  
  ◇販売金額   16,004 千円 

  ◇農業所得    6,126 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費   587 千円 

   ・補助的従事者     2 人 

○おかひじきはハウスで５回作付けする 
○水稲、飼料用米（専用種）は共同乾

燥調製施設利用。主要機械は２戸共
同利用 

○主な適応地域：村山、置賜 

19 セルリー＋水稲 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模    ＝ 2.4ha 

セルリー 

(夏どり)     ＝0.53ha 

(秋どり)     ＝0.53ha 

水稲       ＝ 1.4ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  4,331 千円  
  ◇販売金額   19,092 千円 

  ◇農業所得    4,331 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費  1,253 千円 

   ・補助的従事者       3 人 

○セルリーはハウスで２作どり 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。主

要機械は５戸共同利用 
○主な適応地域：村山 

20 りんどう＋水稲＋飼

料用米（ＳＧＳ） 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模    ＝ 8.1ha 

りんどう     ＝ 0.8ha 

水稲       ＝ 4.0ha 

飼料用米   ＝ 3.0ha 

(籾米 SGS) 

主たる経営者の 

     農業所得  4,687 千円  
  ◇販売金額    17,919 千円 

  ◇農業所得     4,687 千円  

   ・基幹的従事者      1 人 

  ◇支払労務費   1,860 千円 

   ・補助的従事者      5 人 

●スマート農業技術（水稲自動給水装
置） 

○水稲は共同乾燥調製施設利用 
○主な適応地域：村山、最上 

21 りんどう＋スノーボー

ル 

 

【花き専作】 

経営規模    ＝ 1.6ha 

りんどう     ＝ 0.8ha 

スノーボール ＝0.33ha 

主たる経営者の 

     農業所得  4,009 千円  
  ◇販売金額   14,994 千円 

  ◇農業所得    4,009 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費  2,166 千円 

   ・補助的従事者     6 人 

○りんどうは露地栽培、養成 1 年 
○スノーボールは養成３年、ハウス加温

0.08ha、ハウス無加温 0.1ha、露地
0.15ha 

○主な適応地域：村山、最上 

22 ダリア＋水稲＋飼料

用米 

 

【花き＋水稲】 

経営規模   ＝ 7.5ha 

 ダリア         ＝ 0.2ha 

 水稲      ＝ 4.2ha 

 飼料用米   ＝ 3.0ha 

主たる経営者の 

     農業所得  4,215 千円  
  ◇販売金額   15,675 千円 

  ◇農業所得    4,215 千円 

   ・基幹的従事者     １人 

  ◇支払労務費  1,116 千円 

   ・補助的従事者     3 人 

○水稲、飼料用米は共同乾燥調製施
設利用。主要機械は２戸共同利用 

○主な適応地域：置賜、庄内 

23 アルストロメリア＋水

稲＋大豆 

 

【花き＋水稲】 

経営規模    ＝ 7.5ha 

ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘｱ  ＝ 0.3ha 

水稲       ＝ 4.0ha 

大豆(委託)  ＝ 3.0ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  4,051 千円  
  ◇販売金額   25,014 千円 

  ◇農業所得    8,101 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払雇用費  1,290 千円 

   ・補助的従事者     2 人 

○アルストロメリアは周年出荷 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。主

要機械は２戸共同利用 
○大豆は法人等へ特定作業委託 
○主な適応地域：置賜、庄内 

24 繁殖牛＋水稲＋飼料

作物 

 

【畜産＋水稲】 

飼養規模 

繁殖牛     ＝ 54 頭 

経営規模   ＝31.0ha 

水稲       ＝ 6.0ha 

稲ＷCS     ＝ 5.0ha 

牧草       ＝20.0ha 

主たる経営者の 

     農業所得  4,224 千円  
  ◇販売金額   50,538 千円 

  ◇農業所得    8,447 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費  2,839 千円 

   ・補助的従事者     2 人 

●スマート農業技術（発情発見装置） 
●省力新技術（簡易放牧） 
○水稲は共同乾燥調製施設利用 
○主な適応地域：全域 

25 酪農＋飼料作物 

 

【畜産+飼料用作物】 

飼養規模 

経産牛     ＝ 60 頭 

経営規模   ＝ 12.0ha 

牧草       ＝ 12.0ha 

主たる経営者の 

     農業所得  5,648 千円  
  ◇販売金額   66,440 千円 

  ◇農業所得   11,295 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費    276 千円 

   ・補助的従事者     1 人 

○育成牛は自家育成 
○牧草はロール・ラップサイレージ体系 
○主な適応地域：全域 
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No. 営農類型 経営規模 農業所得等 主な留意事項等 

26 水稲＋大豆＋そば 

 

【土地利用型作物】 

経営規模    ＝100.0ha 

水稲 

(移植)      ＝20.0ha 

(乾田直播)  ＝40.0ha 

大豆       ＝20.0ha 

そば        ＝20.0ha 

主たる経営者の 

     農業所得  4,580 千円  
  ◇販売金額   100,635 千円 

  ◇農業所得    27,478 千円 

   ・基幹的従事者      6 人 

◇支払労務費   1,128 千円 

   ・補助的従事者      6 人 

●スマート農業技術（直進キープ田植
機） 

○集落営農法人を想定 
○乾燥調製は自己完結 
○主な適応地域：全域 

27 水稲＋えだまめ＋大

豆 

 

【水稲＋野菜】 

経営規模    ＝30.0ha  

水稲       ＝17.4ha 

えだまめ    ＝ 2.0ha 

大豆       ＝10.6ha 

主たる経営者の 

     農業所得  5,237 千円  
  ◇販売金額   35,701 千円 

  ◇農業所得   10,474 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費    704 千円 

   ・補助的従事者     5 人 

●スマート農業技術（直進キープ田植
機） 

○水稲、大豆の乾燥調製は自己完結 
○えだまめは収穫機を使用し選果施設

を利用 
○主な適応地域：村山、最上、置賜 

28 水稲＋えだまめ＋ね

ぎ＋大豆 

 

【水稲＋野菜】 

経営規模    ＝24.0ha 

水稲       ＝13.8ha 

えだまめ(茶豆)   ＝ 2.0ha 

軟白ねぎ   ＝ 0.1ha 

大豆       ＝  8.0ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  5,395 千円  
  ◇販売金額   32,218 千円 

  ◇農業所得   10,789 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費  1,181 千円 

   ・補助的従事者     4 人 

○水稲、大豆(２戸共同)の乾燥調製は
自己完結 

○えだまめは機械定 
○軟白ねぎは育苗ハウス後作 
○主な適応地域：庄内 

29 水稲＋大豆＋庄内柿

＋干し柿 

 

【水稲＋果樹＋加工】 

経営規模    ＝18.0ha  

水稲       ＝ 9.9ha 

大豆       ＝ 7.0ha 

庄内柿     ＝ 1.0ha 

干し柿   ＝40,600 個 

主たる経営者の 

     農業所得  4,202 千円  
  ◇販売金額    26,661 千円 

  ◇農業所得     8,403 千円 

   ・基幹的従事者      2 人 

  ◇支払労務費    890 千円 

・補助的従事者      2 人 

○水稲、大豆(２戸共同)の乾燥調製は
自己完結 

○柿はＬ玉以上の４割を贈答。Ｍ玉は
干し柿の原料。 

○干し柿加工は全自動皮むき機、温風
乾燥機を導入 

○主な適応地域：庄内 

30 水稲＋ストック＋トル

コぎきょう＋大豆 

 

【水稲＋花き】 

経営規模    ＝12.3ha 

水稲       ＝ 7.0ha 

ストック     ＝ 0.1ha 

トルコぎきょう ＝ 0.1ha 

大豆(委託)  ＝ 5.0ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  4,883 千円  
  ◇販売金額   14,342 千円 

  ◇農業所得    4,883 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費   590 千円 

   ・補助的従事者     3 人 

○水稲は共同乾燥調製施設利用。主
要機械は２戸共同利用 

○ストックは秋出し無加温栽培 
○トルコぎきょうは無加温 7～9 月出し

栽培 
○主な適応地域：村山、最上、庄内 

31 水稲＋ミニトマト＋ハ

ウスメロン＋大豆 

 

【水稲＋野菜】 

経営規模    ＝10.8ha 

水稲       ＝ 6.0ha 

ミニトマト    ＝ 0.2ha 

ハウスメロン  ＝ 0.2ha 

大豆(委託)  ＝ 4.4ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  4,495 千円  
  ◇販売金額   16,613 千円 

  ◇農業所得    4,495 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費  1,316 千円 

   ・補助的従事者      4 人 

○水稲は共同乾燥調製施設利用 
○ミニトマトはメロンの後作、ハウス抑制

栽培 
○ハウスメロンは早熟栽培 
○主な適応地域：庄内 

32 水稲＋メロン＋ストッ

ク+飼料用米 

 

【水稲＋野菜＋花き】 

経営規模    ＝ 8.0ha 

水稲       ＝ 4.5ha 

メロン 

(ﾄﾝﾈﾙ栽培) ＝ 0.3ha 

(ハウス早熟) ＝ 0.1ha 

ストック     ＝0.14ha 

飼料用米   ＝ 3.0ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  5,019 千円  
  ◇販売金額   15,303 千円 

  ◇農業所得    5,019 千円 

   ・基幹的従事者     1 人 

  ◇支払労務費   923 千円 

   ・補助的従事者     4 人 

○水稲、飼料用米(専用種)は共同乾燥
調製施設利用。主要機械は２戸共同
利用 

○ストックはハウス早熟メロンの後作 
○主な適応地域：庄内 

※主な留意事項等の●は、スマート農業技術や省力化技術等の新技術を導入 
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（２）主たる経営者１人当たりの農業所得 800 万円以上の営農類型（スーパートップランナー） 

No. 営農類型 経営規模 販売金額・農業所得等 主な留意事項等 

1 さくらんぼ＋もも＋り

んご 

 

【果樹専作】 

経営規模    ＝ 2.4ha 

さくらんぼ   ＝ 0.6ha 

もも        ＝ 1.0ha 

りんご      ＝ 0.8ha   

主たる経営者の 

     農業所得  8,159 千円  
  ◇販売金額   31,704 千円 

  ◇農業所得   16,318 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費  2,155 千円 

   ・補助的従事者    10 人 

●スマート農業技術（ロボット草刈り機） 
●省力化新技術（さくらんぼＹ字仕立、

りんご朝日ロンバス式栽培） 
○さくらんぼ５割、もも３割、りんご３割を

直売・贈答用で販売 
○主な適応地域：村山、置賜 

2 西洋なし＋ぶどう＋さ

くらんぼ 

 

【果樹専作】 

経営規模    ＝ 1.8ha 

西洋なし    ＝ 1.0ha 

ぶどう         

(デラウェア) ＝ 0.2ha 

(大粒系)    ＝ 0.3ha 

さくらんぼ   ＝ 0.3ha 

主たる経営者の 

     農業所得  8,775 千円  
      ◇販売金額     31,891 千円 

  ◇農業所得   17,550 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費  1,484 千円 

   ・補助的従事者     8 人 

●省力化新技術（さくらんぼＹ字仕立） 
○西洋なし３割、大粒系ぶどう５割、さく

らんぼ５割を直販・贈答用で販売 
○主な適応地域：村山、置賜 

3 ぶどう＋もも＋りんご 

 

【果樹専作】 

経営規模    ＝ 2.1ha 

ぶどう 

(大粒系)    ＝ 0.6ha 

もも        ＝ 0.9ha 

りんご      ＝ 0.6ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  9,823 千円 

  ◇販売金額   32,839 千円 

  ◇農業所得   19,646 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費   894 千円 

   ・補助的従事者     4 人 

●スマート農業技術（ロボット草刈り機） 
●省力化新技術（りんご朝日ロンバス式

栽培） 
○ぶどう５割、もも３割、りんご３割を直

売・贈答用で販売 
○主な適応地域：村山、置賜 

4 すいか＋水稲＋飼料

用米 

 

【野菜＋水稲】 

経営規模    ＝16.6ha 

すいか     ＝ 6.0ha 

水稲       ＝ 7.3ha 

飼料用米   ＝ 3.3ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  7,936 千円 

  ◇販売金額   57,556 千円 

  ◇農業所得   15,872 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費  2,720 千円 

   ・補助的従事者     5 人 

●スマート農業技術（自動操舵システ
ム、複数工程同時作業） 

●省力化新技術（すいかうずまき栽培、
水稲高密度播種苗機械移植） 

○すいかは共同選果場を利用 
○水稲は共同乾燥調製施設利用 
○主な適応地域：村山、置賜 

5 にら＋うるい 

 

【野菜専作】 

経営規模    ＝ 9.7ha 

にら        ＝ 6.0ha 

うるい      ＝0.64ha 

他にら養成畑等 

主たる経営者の 

     農業所得  8,508 千円 

  ◇販売金額  116,202 千円 

  ◇農業所得   34,032 千円 

   ・基幹的従事者     4 人 

  ◇支払労務費 19,887 千円 

   ・補助的従事者    27 人 

○にらは春夏刈り、夏刈り、夏秋刈りの
３作型 

○うるいは２年株を収穫・促成栽培 
○主な適応地域：最上 

6 ばら 

 

【花き専作】 

 

経営規模    ＝ 2.0ha 

ばら       ＝ 2.0ha 

  (環境制御) 

主たる経営者の 

     農業所得  7,976 千円 

  ◇販売金額  195,880 千円 

  ◇農業所得   23,951 千円 

   ・基幹的従事者     4 人 

  ◇支払労務費 29,719 千円 

   ・補助的従事者    22 人 

●スマート農業技術（環境制御ハウス） 
○養液栽培システムによる周年栽培 
○経営者２名、従業員２名を想定 
○主な適応地域：村山、最上 

7 繁殖・肥育一貫＋水

稲 

 

【畜産+水稲】 

飼育規模 

繁殖牛     ＝50 頭 

肥育牛     ＝85 頭 

水稲       ＝10ha 

牧草       ＝20ha 

主たる経営者の 

     農業所得  8,545 千円 

  ◇販売金額   73,381 千円 

  ◇農業所得   17,090 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費  4,926 千円   

   ・補助的従事者     4 人 

●スマート農業技術（発情発見装置） 
○繁殖牛の後継牛は外部導入 
○肥育期間 22 か月、年間 42 頭出荷 
○水稲は共同乾燥調製施設利用。稲

わらは繁殖・肥育牛使用に活用 
○主な適応地域：全域 

8 肥育牛 

 

【畜産専業】 

飼育規模 

肥育牛   ＝1,000 頭 

年間出荷頭数 534 頭 

主たる経営者の 

     農業所得 12,522 千円 

  ◇販売金額  675,366 千円 

  ◇農業所得   49,043 千円 

   ・基幹的従事者     8 人 

  ◇支払労務費   162 千円 

   ・補助的従事者     1 人 

○もと牛導入月齢 10 か月、出荷月齢
32 か月 

○飼養方法は群飼 
○上物率 70％ 
○経営者２名、従業員６名を想定 
○主な適応地域：全域 
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№ 営農類型 経営規模 販売金額・農業所得等 主な留意事項等 

9 養豚 

 

【畜産専業】 

飼育規模 

母豚       ＝300 頭 

年間出荷頭数 7,038 頭 

主たる経営者の 

     農業所得  8,297 千円 

  ◇販売金額  264,469 千円 

  ◇農業所得   24,892 千円 

   ・基幹的従事者     3 人 

  ◇支払労務費  5,443 千円 

   ・補助的従事者     4 人 

○肥育豚は三元交雑種（母豚は系統豚
ガッサンエル由来のＬＷ、交配種豚
をデュロック種） 

○糞尿処置は自動とし、糞は堆肥発酵
処理化、尿と汚水は曝気処理後放流 

○主な適応地域：全域 

10 水稲＋大豆＋ねぎ＋

飼料用米 

 

【水稲＋野菜】 

経営規模    ＝50.0ha 

水稲       ＝26.0ha 

大豆       ＝19.8ha 

ねぎ       ＝ 0.2ha 
（ハウス軟白）        

飼料用米   ＝ 4.0ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  8,119 千円  
  ◇販売金額   55,734 千円 

  ◇農業所得   16,237 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費  3,032 千円 

   ・補助的従事者       7 人 

●スマート農業技術（直進キープ田植
機） 

●省力化新技術（Ｖ溝乾田直播栽培） 
○大豆・飼料用米は共同乾燥調製施設

利用 
○軟白ねぎは水稲育苗ハウス後作利用 
○主な適応地域：庄内 

11 水稲＋大豆＋飼料用

米 

 

【水稲専作】 

経営規模    ＝30.0ha 

水稲       ＝17.0ha 

大豆       ＝12.0ha 

飼料用米   ＝ 1.0ha 

 

主たる経営者の 

     農業所得  8,266 千円  
  ◇販売金額   39,052 千円 

  ◇農業所得   16,531 千円 

   ・基幹的従事者     2 人 

  ◇支払労務費   978 千円 

   ・補助的従事者     4 人 

●スマート農業技術（直進キープ田植
機） 

○つや姫は精米直接販売 
○大豆・飼料用米は共同乾燥調製施設

利用 
○主な適応地域：全域 

※主な留意事項等の●は、スマート農業技術や省力化技術等の新技術を導入 

 

２ 漁業関係 

（１） 主たる経営者 1 人当たりの漁業所得 400 万円以上の海面漁業経営体（トップランナー） 

No. 漁業種 経営規模 漁業所得等 主な留意事項等 

1 採貝藻漁業 漁 船  ＝ 0.3ｔ 

《主な魚種》 

・イワガキ 

・アワビ 

・サザエ 

・海藻類 

主たる経営者の 

     漁業所得  4,023 千円  
  ◇販売金額    4,488 千円 

  ◇漁業所得    4,023 千円 

  ・基幹的従事者      1 人 

  

 
○漁期：通年 
○主な適応地域：全域 
 
※漁船の減価償却費なし 

2 はえなわ漁業 漁 船  ＝ 2.9ｔ 

《主な魚種》 

・タイ 

・サワラ 

・クロマグロ 

主たる経営者の 

     漁業所得  4,244 千円  
  ◇販売金額   10,736 千円 

  ◇漁業所得    4,244 千円 

  ・基幹的従事者      1 人 
  

 
○漁期：通年 
○主な適応地域：全域 

3 底びき網漁業 漁 船  ＝ 10.0ｔ 

《主な魚種》 

・タラ 

・ハタハタ 

・ズワイガニ 

・ホッコクアカエビ 

主たる経営者の 

     漁業所得  4,135 千円  
  ◇販売金額    20,932 千円 

  ◇漁業所得   4,135 千円 

   ・基幹的従事者        1 人 

  ◇支払労務費  1,335 千円 

   ・補助的従事者     1 人 
 

 
○漁期：1 月～6 月、 

9 月～12 月 
※7 月、8 月禁漁期 

○主な適応地域：全域 
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